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正 誤 表

頁 行 目 誤 正

30 18 ※（ ) I日冠水面稲 ※（ ) I日以上冠水面秩 | 

’’ 19 田20ha ( 1) 田20ha (立）

71 表の単位 千円 ＿円

72 99 千円 ＿円

86 ， 主管配備 主幹配備

98 表の7 井戸浜集会所 井土浜集会所



は じ め に

昨年8月4日から 5日にかけて仙台市を襲った台風第10

号に伴う大雨は，仙台市がかつて経験したことのない集中

豪雨となりました。

総雨屈は 402ミリにも達し，発生の確率からすると 100

年ないし 200年に 1回あるかないかという，まさに未曽有

の豪雨となって仙台市に宮城県沖地巌以来の大きな災害を

もたらしました。

幸い死者はありませんでしたが，家屋の破損，床上浸水，

床下浸水などの住宅被害，道路崩壊，田畑の冠水，河川の損壊および多数のがけ崩れな

ど，広範囲にわたってかなりの被害が生じたことは全く残念でなりません。

とくに，東・南部地域において股地の冠水と市街地の没水被害が生じ，さらに丘陵地

の住宅地で宮城県沖地震とは異質のがけ崩れが多発したことは，都市排水施設の整備，

丘陵地における宅地造成などに反省すべき点があると痛感しており，今後の防災都市づ

くりのうえで，大きな課題であると思います。

本市としては，災害発生後直ちに災害対策本部を設置して，被害状況の把握と応急対

策を講じ，災害復旧に全力を挙げてまいりましたが， さらに， この経験を教訓として今

後に生かし，充実した防災雄策を推進しなければならないと考えるものであります。

仙台市民が，いまわしい水害の痛手から立ち直り平穏な生活に戻られたのも，全国の

多くの方々からの，いち早く寄せられた暖かいお見舞いと救援によるものと，改めて深

く感謝申しあげるとともに， この記録が各分野における防災業務の充実の一助になれば

幸です。

最後になりましたが，＇この記録の作成にあたりましては国，県をはじめ各防災関係機

関から資料の提供など，多大のご協力をいただきましたことに，厚く御礼申しあげます。

昭和 62年3月

仙台市長石井 亨
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▲ 高さ10メートルの擁壁が崩れ落ちた市北部の住宅地



▲ 荒川の法面崩落と河岸浸食（西多賀五丁目）



▲ 小鶴清掃工場から見た日の出町方面と梅田川，岩の川

▲ 小鶴清掃工場から見た仙石線、田園一帯の冠水



▲ 小鶴清掃工場から見た日の出町方面の冠水

▲ 道路、水田の冠水（下飯田パス停付近）



ム 市東部、小鶴地区上空から見た冠水（東北方面航空隊提供）

▲ 福田町田子排水機場前の冠水



▲ 車両も水没（扇町四丁目）

▲ バス停前の道路冠水（扇町五丁目）



りII」となった道路 ► 

を通過する通勤

車両

住宅への濁流を防

止する土のう積み

作業（川内追廻）

孤立した住民を

ポートで救出す

る消防隊員

（福田町）



深さ 3メートルも

浸水した地下鉄駅

構内（長町南駅）

食肉市場構内にあ

る卸会社事務室の

浸水

ひざまでつかりな

がらの出勤風景

（清水小路）



梅田川の護岸崩壊 ~ 

（清水沼三丁目）

コンクリート橋の ► 

橋げたが落ち通行

不能となる

（竜の口沢）

-

~ 葛岡墓園内の土砂

崩れ



▲ 国道48号の土砂流出による仮復旧（荒巻文珠石山）

▲ 法面の崩壊（八木山動物公園前） ▲ 護岸擁壁の崩壊（ニツ沢）



▲ 一面冠水した校庭（高砂中学校）

△ 交差点の冠水（五橋付近）



▲国道45号苦竹 8月5日 ▲ 平常時

（東北地建提供）

▲ 都計道・清水小路多賀城線 五橋 8月5日 ▲ 平常時

（河北新報社提供）
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I 気象等の概況と特徴
仙台管区気象台

昭和61年8月4,5日の大雨

昭和61年8月4日から5日にかけて，東海，関東・東北地方では記録的な栄雨に見舞われた。

とのときの台風第10号およびこれから変った低気圧の経路，降雨状況とそれらの特徴について，

以下発生から消滅までを述ぺてみる。

1. 台風第10号およびこれから変った低気圧の経路

付図 1 昭和61年台風第10号の経路図
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7月29日21時にフィリピン東方海上に発生した弱い熱帯低気圧は， 8月1日3時にフィリピン

のルソン島の東で台風第10号となった。その後，台風第10号は北東に進み，中心気圧が985ミリ

バールの勢力を保ちながら， 4日朝には本州の南海上に逹した。 4日9時には紀伊半島潮岬の南

約500キロメートルの海上にあって，大型で並の強さの勢力をもち，今後東日本に接近し上陸す

る可能性が高くなった。一方，千島付近に中心をもつ冷涼な高気圧があって，北日本から東日本

に張り出していた。このため台風の接近とともに，台風の進行方向にあたる東海道沖から関東沖

にかけて，前線が形成され停滞していた。台風第10号および前線の影轡で，東海地方から関東地

方では， 3日夜から雨が降りだし 4日に入ると，しだいに雨足が強まりながら雨域は北に広がり，

朝には東北地方南部でも雨が降りだした。

台風第10号はその後も北束に進み， 4日21時には伊豆半島石廊崎の南約 120キロメートル付近

の海上に逹した。そしてその付近に停滞していた前線と結びついて温帯低気圧に変わった。 （普

通，温帯低気圧は「温帯」を省いて，単に低気圧と表しているので，この文でも以下そのように

記述する。）

気象台では，低気圧と熱帯低気圧（最大風速が毎秒17メートル以上のものを台風と呼んでいる）

を分けて使っているが，両者の間には構造等いろいろ迅うところがある。台風から低気圧に変わ

る場合は，風，雨等の現象の強さは急には変化しないのが普通である。台風が低気圧に変わると，

風雨が弱まったと誤って考えている人もあるので，一言つけ加えておきたい。

この台風第10号から変わった低気圧の場合も，台風時と変わらぬ強い雨，風をともなってさら

に北東に進み， 4日夜半頃房総半島に上陸した。雨は静岡県から関東地方および東北南部の広い

範囲で降っており， 3時間降水屈が30から80ミリと強くなってきた。

低気圧は房総半島に上陸後，北の高気圧の勢力に阻まれて急に進行速度が遅くなって，およそ

毎時20キロメートルと，上陸前の半分の辿さとなった。そして進路をやや東に変えながら，房総

半島を縦断して鹿島灘に抜けた。海上に出た後も，ゆっくりした速度で北東に進み， 6日朝に仙

台の沖合に逹したが，その後進行方向を南に変えて東北地方からしだいに遠ざかって行った。

2. 東北地方の雨の概況

前節で述べたように，台風第10号およびこれから変った低気圧の影態で，東海•関東・東北

地方の広い範囲で大雨が降った。ここでは東北地方の大雨1こついて眺めてみよう。

台風第10号が，まだ本州の南海上にある 4日朝から，東北南部の福島県から雨が降りだし，昼

頃までに雨域は東北南部のほぼ全域に広がった。午前中はまだ雨はそれほど強くはなく，福島県
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の一部と仙台市で一時やや強く降，，たほかは' 1時間数ミリ程度の雨であっ

午後になると雨域は東北北部にも広がり，福島県ではところどころで， 1時間に10ミリを超す

ような強い雨になってきた，，夕方から東北南部では，雨が一段と強くなってきたが贔東北北部で

は雨はまだ 1時間に数ミリ程度であった。夜半前から東北南部ではさらに雨足が強まり， 1時間

に謳いら30ミ1)の強い雨になってきた。低気圧が東如也方に最も接近した夜半すぎから 5日明け

方にかけて．宮城の福島の向県では］時間30から4(）ミリの強い雨が数時間統いた。その後強い雨

の区域はしだいに東北北部の太平洋側1と移っ

後には止んできた3 東北北部では， 5日午後になっても太平洋側を中心に 1時間JOから20ミリの

弥い雨が降っていた。夜1こなってようやく小降りになってきたが．一部では夜半過ぎまで続いたゥ

付図2 総雨iitの分布図（符沼）
4日から 5日まで0, 2日間の総雨凪の分布を

図にすると「付図2」に示すとおりである。

城県・福島県では400ミリを超えているところ

がある¢

ここで，宮城県内の雨の状況にふれてみると，

夜半頃からの強い雨は．宮城県の中・南部の平

野部で主に降っている。 5日午前0時から午前

9時までの間に．亘理町では292ミリ．仙台市

＼
 V
 

1986年8月4日～5日

付図3 仙台市の毎時間の雨批と風

，東北南部では．南の方から雨は弱まって午

では265ミリもの雨が集中して降っていふ雨

の最も強かった時間帯は， 5日午前3時過ぎか

ら明け方頃にかけてで， 3時から 4時までの間

に迫理町で42ミリ今仙台市で40ミリの独い雨が

ぁった。降り始めから雨が止むまでの総雨恨は，

亘理町が最も多く 416ミリ t 次

…叫 ； 

‘"JIガ' Jゞ ゞTr< ”`-4Rfffffr[kt1パI(R¥fr,
に仙台市で402ミリを記録して

4 いるa

り 9 9 9 9 15 99 91'9 9 9し 9 1t t9 10 91 U 

一 4B'S  56,～^→ ～9 -一
センダイ 402•目 1986年8月4日～5日

注）風は上方向が北で矢羽板の方向か風向を示している。
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この大雨は，宮城県では昭和

23年9月に製来したアイオン台

風のときに降った大雨に匹敵す

るものである。アイオン台風は

台風第10号とほほ同じ経路を遥

り． 9月15日から16日にかけて

通過したかその時の総雨鼠は築



舘町で460ミ凡仙台市で35lミリで，最大1時間降水批は築舘町で109ミリ，仙台市で94ミリ

を記録している。

3. 台風および大雨の特徴

今回の台風第10号およびこれから変った低気圧と東北地方の大雨1こついて，その特徴をあげ

てみると，

{11 日本の南岸で低気圧に変ったこと

盛夏の8月上旬にはめずらしく．千島付近に中心をもつ高気圧が，北日本から東日本に張り出

しており．台風の接近に伴って本州の南岸に前線が形成された。このため日本の南岸で台風と結

びついて台風は低気圧に変ってしまった'8月上旬の現象としてはめずらしいことで，大雨

を降らす原因の一つとなっている。

(2) 低気圧の進行速度が遅かったこと

低気圧が房総半島に上陸してから．進行速度が急に遅くなり．三隙沖に抜けてからも複雑な経

路をたどっている。夏の台風は迷走型が割合多いのであるが．低緯度での場合がほとんどで．日

本に上陸した後で迷走気味になるのはめずらしいことである。進行辿度が遅かったことも大雨の

原因の一つとなっているe

I 3) 雨台風であったこと

比較的夏は強い風を伴う台風（風台風）． 秋は多くの雨をもたらす台風（雨台風）が多い。今

回の台風および低気圧による被害は，雨によるものが大部分で風による披害はほとんどなかった。

8月上旬の盛夏期においては，このこともめすらしい現象といえる。

{4) 平野部中心に大雨が降ったこと

台風の場合，地形性降水といって、風がまともにぶつかる山の斜面で，雨紐が多くなることが

知られている。今回は山でもかなりの雨鼠があったが，仙台市等の平野部で多かったのが特徴の

一つに数えられるが，これは台風が低気圧に変わって前線を伴うようになっていたためと考えら

れる。
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{5) 強雨期間が長く続いたこと

総雨最が300から 400ミリを超すような大雨1こなると， 1時間雨凪が51)ミリを超えることはめ

ずらしく，強雨期間が数時間ごとに波状的にやってくることが多い。今回は 1時間雨星は40ミリ

くらいで，極皓に多いというほどのものではないが． 1時間20から40ミリの強い雨が連続して9

時間も続いている。

おわりに，今度の台風第10号およびこれから変った低気圧で多大な被害がでたが．ほぼ同じ

ような規模の雨を降らせたアイオン台風のときと比較すると，死亡・行方不明者等の人的被害は，

今回の方がはるかに少なくなっているa 戦後間もない時期と現在とを一概に比較できないにせよ．

この間における国土の整備．防災組織の充実．防災知識の普及等が，被害を小さくすることに寄

与しているのは間違いないことである。

「天災は忘れたころにやってくる」という有名な言葉があるが． 38年ぶりの今回の大雨は．は

からずもこの言葉を再認識させることになった。災害を全部なくすことは不可能であるが、それ

を少なくすることは可能である。防災組織の第一線にある私たちはこの言葉を常日頃忘れないよ

うにし，また今回の大雨のなかから．いろいろ貴璽な教訓を学びとって，今後の防災活動に役立

てたいと考えているところである。

（以上仙台管区気象台）
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降雨記録

（単位：ミ，)）

観 測地点

区分1仙台管区
消防局観測 亘古

消防局 片平T出張所荒巷出張所 中田出張所 鶴谷出張所 三〗気象台
埋川

翡闘酌罪闘闘瞥靡罰帽闘贋塁管盈譴魯瞥菰躙闘管蓋鬱誓帽
8 40 4.0 0,5 1.0 69 1 2.0 8.0 8,0 5 1 : 
.L．；.  
1 1 : 00 1 9.o ; 23.0 1 5.0 9 1 6.o i 14.o | l 6.0 ; l 40 ; 22、O lO l 

12:ool 7.o: 30、0 5.5 2 l.5 l 10.0 : 2 6.o 6.0 [ 28.0 I 22 I l I l 

l 3 : 00 6、0 36.0 8.0 29.5 8.0 3 4.o : 6 0 3 49 28 8 3 

14: 001 4.0 ! 40.0 i 4.0 j 33.5 2.01 36.o I,  I 1.0; as.o I 32 l 12 I 4 
1s:ool 2、0 42.0 19 34.5 15 37.5 2.o ; 37.0 33 i 1 2 5 

16 :00 42.0 1.0 35.5 1 0 38.5 0.1 37 7 33 13 6 

1 7 : 00 1,0 ; 43.0 0.5'3 6.o'2.0,  40.5'1  03, 38.0, 35 1 4 7 ←m.＂ ：， 
1 8 : 00 2.o ; 4 5.0, l.o. 37.0 ; 5 0 4 5.5,  o.5 ! 38.5 i 36 I 15 I s 
1 9 : 00 3.0. 48.0 3.5, 4 0.5 5.0. 50.5, 3.0 4 15 45 1 8 1 1 

20:001 s.o: ss.o I a.o i 46.5 [,  I 6.o ! ss.5 l ． • ； 5.5 : 47.o 1 52 2 l 1 7 
2 1 : 00 6.o : 62.0 6.5'53.0 : 77.0 6.5 63.0‘5  9. 5 7.0 : 54.o. 58 24 23 

22:00 10.0 72.0 7.5 60.5 l l3 88.7. 11.0 14 0 12.0 7 l.5竺土ー 64.0 69 28 i 26 
23 : 00l ] 6.o i 腿o l 2.5 73.0 1 8.5 107.2 : 13 0 87.0 1 3.9. 85.4 1 2.0 76.0 84 36 • 32 

24 :00 ] 90 i ] 07.0 14.5 : 81 5 232130.4 14.o l0 1.0 19.o : 104.4 17.0 93.0 102 43 37 

15:。26.o: 133.0 l9.0 106.5 20.7 ]5l.1 20.0 ] 21.0 28.o l32.5 25.0. 1 ]8 0 13l 1 5；土
2 : 00 22.o i l55,0 18,5 : 125,0 24.5 i75.6 ：訊、0 145.0125,3; 157.9132.0¥ 150.011641 6Zj63 

―-
3 :00 26.0 : 181.0 19.5 144.5 22.0 : l 97.6 27.0 ] ？2.0 27.2 18il 20.o : 170.0 198 73 70 

4: 00 40、0: 22l.o 1 3l.5'1 76.0 4 1.0 238.6 30.o. -202.0 4 l.7. 226.8 3 l.5 ; 201,5 240 99 78 

5:00 38.0 259.0 26.0. 2020 353 273.8 35.0 237 0 47.7 274.5 34.5 236.0 269 1 16主
6 : 00 32,0. 29 1.0 28.5 230.5 38.2 ̀  3 12,0 30.0 267.0 23.8 298 3 33.0 269 0 1 298 1 46 1 05 
? ： 00 30.0 32 1.o l7.5 248.0 349 346.0 25 0 292.0 32.0 330 3 | 32.0 30 1.0 338 1 75 l 25 

8: 00 28.0 : 349.0 1 5.5 : 263.5 28.o, 3740 130 : 305.0 35.5. 365.8 1 28.0 ; 329.0 l 370 1 87 145 

9 : 00 23.o : 372.0 22.o, 2855, 27.0 401.0 27,0. 332.0 23 7 389.5 30.o : 359.0 394 20l l 183 
1 0 : 00 1 1 2.0 384.o 1 6.5 i 302.o l 2 6.o • 42 10 1 9.o ; 35 1.o ] 5.9 40 5.4 9.0 368.0 4 00 209 2 1 0 
1 1 : 00 1 30 397.0 14.5 3 1 6 5. 17,0 444.0 1 5重0 366.0 6A 41 1.8 ] 6 0 384.0 409 21 7 225 

1 2 : 00 2.0 399.0 4.0. 320.5 7,4 45 1.4 | 5.0. 37 1.0 2.9 ; 4 14. 7 3.0, 3810 4 1 4 220 235 

1s:ool i.oi 401.ol 2.0] 322.sl s.s, 457.0I 3.oi 374.0I 1.6, 416.31 1.0, 388.olml 222)241 

1 4 : 00 1.o. 40 2.0 J.0 323.5 1.5, 458 6 1.0 3 75.0 1.7 4 1 8. 0 - 1 0 389 0 41 5 223 | 2 6 1 
15:001 ; , I 416 i 2231 275 

)6:001, 2231 280 

: I i I : I i I : I 1.  I I 224 17:001' 

注）片平出張所，中田出張所は手動記録のため． 8/410: 00-20: 00までの時間ごとの設測記鈴なし。
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4. 河川の水位状況

I 1) 名取川流域降雨状況

台風第10号から変った低気圧の影轡により，名取川流域は200ミリから 400ミリを超える大

雨となった。降り始めからの雨鼠は．少ないところでも 207 ミリ（十里平•宮城県）． 多いとこ

ろでは 421 ミリ（中薬師•宮城県），

逹し未曽有の大雨となった。

409ミリ（郡山・建設省）， 402ミリ （仙台・気象台）に

等雨屈線区I.名取川流域水位観測所位置図
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(2) 名取川水系水位状況

名取川の水位は 8月4日18時ごろから上昇し始め， 5日1時には早くも名取橋．広瀬橋の各観

測所で指定水位を超え， その後3~4時間で名取橋，広瀬橋の両観測所で警戒水位を超えた。 そ

の後も水位は上昇を続け， 5日II時には名取橋で， 12時には広瀬梃で最高水位に逹した。

観測された最高水位は，名取橋では警戒水位を 1.5m上まわる標高7.65叫広瀬橋では同じ

< o.5m上まわる 1.80mであった。
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・；□ 観 名 取 JII 広 瀬 J I | II 名 取 橋：i 袋 原 中 村 広 瀬 橋
i 

8/ 4 8/5 8/6 8/ 4 8/5 8/ 6 8j4 8/5 8/6 8/ 4 8/5 8/6「
m m 

6.06mi 
m ”! 滋 ” 1.4『

m 箪

0.4f' OA1m 1 : 00 5.63 2, ］ 

2: 00 6.02 6.04 ! 2.6 L65 ： 0.76 。量36
; ！ 

3: 00 6.38 631 3、15 1.95 0,93 0.30 

4: 00 7.00 6.00 ' i 3.85 2.25 1.14 0, 2 6 

5: oo! ， 7.27 5.96 I I 45 5 2.65 i 
136 0.22'、な

6 : 00 7.41 5.96 5.25 290 I 1.57 0、17
吝

0.141 7: 00 ! 7.65 5.92 ! 5.75 3.60 1令70.
； 

9、

s: oo l I 1.64 5,77 6、12 3.95 1.68 j 0.12 ， 

＇ l 4.05 1.681 9: 00 7.61 5,75 6.38 

10: 00 7.64 ； 630 3.80 1.70 

！ 
， 

11: 00 7重66 6.30 3.80 I 1.76 ＇ I 

12: 00 7.51 5, 5 3 6.0 3.80 1.81 -0.01 I 

13 : 00 7.3£ 6.0 I 3.40 1.80 
/ 

14: 00 7.17 5.75 3,20 1.62 ， 

15: 00 6.91 5.40 3.10 1.46 

J6: 00 6.78 5.10 3.00 1.35 
~ ~ ~ ~ 

17: 00 4 ̀ 3 9 6.57 5.20 4,80 2.85 ! -0̀64 1.16 -0, 1 2 
18: 00 4.43 6.40 ！ 4.20 2.651 -0.59 1.02 

19: 00 4,67 6.33 i 3.90 2A0 ； -0.53 0.89 

20: 00 4.76 6、27 5.11' 3.55 2,00 -0.38 0.79 -0.18 て

2!: 00 4.84 62l I 3.30 1.95 0.24 0.71 

22: 00 4.92: ＇ 6.19 3.25 1.80 -0, 1 5 1 。̂64
' 

23 : 0 0 l 51 o l 6̀ 1 2 3.25 I l 
0.0 1 0.56 

24 : 00 5.35 ! I 1 6.09 I 0,23 0.46 

通報水位 5.5 
m 

2.5 
m, 

2.0 
m 

0.5 
m. 

警戒水位 6.5 4.5 3.0 1.3 
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2. 七北田川水系

日 時 今市橋 福田大橋 備 考

4日 21 : 30 0.4 
m 

2.2 
m 

5日 0 : 35 3.2 今市橋警戒水位突破

1 : 00 2.8 

1 : 30 3.8 

1 : 53 3.1 

3 : 30 4.7 

3 : 35 3.9 

4 : 00 4.19 4.9 

5 : 00 4.53 5.3 

6 : 15 4.69 5.6 

6 : 45 4.99 5.76 福田大橋警戒水位突破

6 : 49 4.4 

7 : 20 5.9 

8 : 10 5.01 5.9 

9 : 30 5.00 5.95 

10 : 12 5.99 

10 : 15 5.8 

10 : 45 5.8 
" -

11 : 45 5.6 

12 : 55 4.49 5.5 

14 : 40 4.5 5.5 

15 : 00 4.25 5.3 

15 : 40 3.99 5.1 

16 : 50 4.8 

17 : 00 3.3 4.6 

17 : 30 4.6 

通報水位 1.85 
m 

5.10 
n1 

警戒水位 2.50 5.76 

（注）ここに掲げた数値は，いずれも仙台市水防計画に基づき設置された姐水標の水位である。
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II 水 害 の 総括

災害対策本部でとりまとめた，台風第10号大雨洪水災害による仙台市域における被害状況は，

次表のとおりである。

仙台市の被害状況（確定）
（昭和61年9月16日）

区 分 単位1数扱l被害額（田） 備 考

死 者 人

゜重傷者 99 I 
人
軽偏者 9, 1 1 

小 計 ” 2 
棟 2 

全壊家屋
世帯

25,000 
2 

住
棟

半壊屋
5 

世帯
15,420 

5 

棟 46 
一部破損

世帯
19,570 

46 

棟 2,4341 
＇床上 水

世帯
1,522,010I 公営住宅床上浸水 537 124,000千円

4.083 

床下浸水 1世棟帯
3,040 

393,930 公営住宅床上浸水1,212戸 26,000千円

家
5,948 

小計 棟
5,527 ¥ 

1,975,930, i 
世帯 10,084 

非 住家 tp'  809 158,040 商工関係を除く

衛
病院・診根所 件 17 4.6so 1うち市立病院 55り千円

衛生施設 ，， I 52,330 I葛岡墓園

生 泊掃施設！” 6 100,607 

小計，，｝ 24' 157,587 

！大企業 件 190 6,350,000 
商

“1 1, 1 7 5 内訳｛ 商業等(1,129件） 13,537,000刊可
中小企業 11,479,000 

工 工業 ( 236件） 4,292,000刊可
小 計 ” 1,365 17,829,000 
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区 分 単位 数屈 被害額（田） 備 考

股作物 ha 3,370 597,200 
腹
殷業施設 件 45 220.I 10 

畜産施設 “ 5 5,928 

林業施設 99 26 16,640 
業
小計 839,878 

小学校 校 2 294 高砂小，荒浜小
教
中学校 高砂中99 1 715 

高等学校 ” 4 71,800 女子商，ウルスラ学院外

そ の他 99 6 11,638 ゆりかご幼稚園外

育
文化財 件 1 2,000 大年寺惣門

小 計 86,447 

保育所 件 2 1,299 福田町，袋原
民
社会福祉施設 ’’ 2 2,986 老人福祉施設外
生
小計 ” 4 4,285 

土
迫=・ 路 件 209 346,600 うち市関係(190件） 246,500千円

橋 梁 99 2 16,000 

河 JII ” 56 684,400 うち市関係(12件） 75,500千円

公 園 99 30 271,928 11公園30カ所

砂 防 ’’ 木
小 計 ’’ 297 1,318,928 

交通施設 件 2 151,000 パス部門1,000千円・地下鉄部門150,000千円

都 水道施設 ” 
， 33,500 

下水道施設 99 7 124,600 
市
ガス施設 1 7,952 応急対策3,822刊可・施設復旧 4,130千円” 

施
電力施設 ” X 75,536 

通信施設 ” X 30,000 苦竹地区 800カ所軍話不通

設 公共建物等 ” 12 66,640 

小 計 489,228 

合 計 22,859,323 
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1. 市民の被

(1) 住宅の被害

排水施設の能力を超えた異常出水により，市の東部の低地帯にある比較的新しい住宅地が大き

な被害を受け．特に高砂地区の福田町，福住町，中田地区の袋原，四郎丸などで床上没水などが

多く発生した、2

また，丘陵地域の各地でがけ崩れ等により被害を受けている。

住宅被害は全市で全壊2棟，半壊5棟，一部損壊46棟で，床上浸水2,434棟4,083世帯，床下

浸水3,040棟5,948世帯となっている。

また，災害発生の時間帯が午前3時から午前5時頃の就寝時間帯であったため，浸水等から家

の中の家具什器類，衣類等の生活用品を守ることも思うにまかせず動産の被害を受けた世帯も多

く，住家の被害額は19億円を超えているe

水害による住宅への被害が低地帯ほど多く発生することは自然の理ではあるが．そもそも仙台

市の市街地はかつて市域の中西部に位附する丘陵地帯に形成されていたのが，市街化の進展に伴

い宅地等のスプロール現象を呈し北西部，南西部丘陵地に大規模住宅団地等の開発が進み．さら

1こ，東部の低地水田地帯であった地域も区画整理あるいは虫食い的な開発によって，宅地化が急

速に進んできたものである。

反面，市街化開発に伴う都市施設の整備が宅地化に追いつけず，中小河川および都市排水設備

等の雨災害の防除に不可欠な施設の整備が遅れていたことも，被害を大きくした一因であったと

も考えられ，今後に大きな課題を残している。

(2) 宅地の被害

丘陵地等の山股を開発造成した住宅地では，大雨による法面崩壊等により市内各地で被害を受

けた。

宅地被害で際立つ点は，従来危険宅地として勧告，注意など指部されているがけ，擁壁等の

被害が少ない反面，比較的安全であろうと考えられていた自然がけに被害が多かったことである。

自然がけの中でも，がけの高さが高いほど被害発生が増大している。

危険宅地として勧告，注意されている宅地の披害が少なかったことは，降雨時において，早期

に宅地保全に努めたことによるものと考えられる。

宅地造成に当たっては，極力がけ地，擁壁の高さを低くおさえ，系統的な雨水排水を十分考慮

し，常に排水施設の概能を確保できるよう宅地防災に配慇する必要がある。
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2. 商工 の被

商工業関係では拿市東部の扇町，日の出町，卸町地区一帯の事栗所等に特に被害が集中したむ

これらの地域は，市内における流通関連業種が集中している地域であり，多くの製造工場が立

地するなど東部工業地域を形成し，東北の固工業の拠点として機能していた地域であったが，こ

の一帯に泥水が流入し倉庫，事務所等の商品， OA機器，自動車等が冠水による被害を受けた。

また，製造工場等では機械器具類，設備，製品に被害を受けるなど商工業部門の被害は 178億

円を超えた。

3. 農林業の被害

牒業の被害についてみると，市域の低地域である岩切，高砂，七郷，六郷および中田地区の東

部の腹業地帯において，水田、畑地の冠水｝こより牒作物の被害，さらに，豚舎の浸水による肉豚，

子豚の溺死などの被害を受けた。

農業施設においては，山間丘陵部のため池の欠壊や農業用水路の洗掘，東南部の平地への異常

出水により水路，農道，揚水槻場，排水機場などに被害があった。

また，林業施設についてみると．西部山林地帯の林道，作業道が河川と化して泥水が流れ，路

面洗掘，路肩崩壊など被害が発生し， 1,600万円を超える被害額であった。

4. 学校・保育所等の被害

学校関係の被害は，市立の学校では高砂地区の高砂小学校，高砂中学校．七郷地区の荒浜小学

校においてそれぞれ校舎が床上浸水し，受水槽にも汚水が流入するなどの披害があった。市立女

子商業高等学校の校庭では，法面崩壊の被害が発生している。

県立の学校では，宮城県第三女子高等学校外3校で法面の土砂崩れがあった。

私立関係では，幼稚園が6園、高等学校が3校に浸水等の被害があった¢

また，保育所では．福田町保育所外1保育所に被害を受けた。
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5令 土木関係の被

道路では，国道県道市遥を問わず低地域において冠水し，巾内各地に法面および路討の崩

熾路面陥没などの被害が発生し，車両の一時通行止あるいは迂回路の設定などの応急対策を行

った。特に東部国造45号線の冠水により高砂地区の一部が孤立するなど市民生活への影密が大き

かった。

河川では，名取川や七北田川において堤防の洗掘，没食などの被害を受け、梅田川では護岸の

プロック崩壊，越水，河岸決壊など，広瀬川では，堤防表法面に亀裂さ洗掘が発生するなどの被

り，小河川においても越水，洗掘の被害が多く発生し

公園関係では， 29カ所が被害を受けているが，河川公園では増水による被害であり，一般の公

園では山腹崩壊や法面崩壊による土砂流出の被害であった。

6. 都市施設の被害

交通関係では．国鉄仙鉄局管内全線が運行停止となったほか，パスは道路の冠水などの被害に

より，全面運行停止，折返し逝行あるいは経路変更を行うなど市民の足が乱れたt

工事中の地下鉄では．大屈の雨水が榎エ板や資材搬入口から駅構内等へ流入し＄エスカレ"“•タ

ー，屯気通信配線機器，動力制御盤などが大きな被宮を受けた。

上水道関係では，給水機能に影密するような直接の被害がなかったものの，浄水場等の盛土法

面崩壊．洗掘．施設構内溢水による床下浸水などの被害が生じた。

下水道は．大屈の雨水の流入；こより排水能力の限界を超え，＂ド水の逆流・ポンプ場の冠水．下

水路護岸崩壊など大きな被害であった。

ガス関係では．幸い製造．供給施設への直接の被害はなかったが．都市ガスのガス管折捐．露

出．ヵ以管への雨水の流入によるガス出不良． mふ般家庭等の術要家もう機器の被害などがあった。

電力施設では．市域内においては送紺に支船をきたすような披害はなかったが．一般仕宅の床

上浸水地域の安全を確認するため保安停電などで約7,800戸が停電となった令

電話施設では．市民が一斉に使用したためふくそう状態が発生し．一時電話がかかりにくい状

況となったが． 5日正午までにほほ正常に戻り他の都市施設1と比べ被害は少なかった。
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III 被 害 の 概要

1. 一般世帯の被害

市においては，被害実態を把握するため，各部門に被害情報を収集させるとともに，外部の機

関からも桔極的に惜報の提供をいただき，被害実態の把握に努めたが，個々の世帯の被害につい

ては，被害状況の把握が他の部門に比べて非常につかみにくいことから，一般世帯については各

被災世帯に調査票を配付し，直接記入してもらい，それを回収しその集計により把握した。

まず，調査の概要を記すと，

0調査の対象

市内全域の一般世帯（ただし，個人商店程度の世帯も含む）

〇調査の内容

次頁の調査票のとおり。

0調査期間

8月26日～8月31日まで

(9月3日までに防災対策課へ提出）

〇調査員

地域職員防災会議の市職員が調査に当たり町内会の協力をもらうことにした。

0調査の方法

II) 地域職員防災会談の地域代表貢任者（小学校通学区域ごと）を介し，地域の状況に応じ調

査員を選び実施した。

12) 調査票の配付・回収

イ 被害集中地域は，調査票を全戸に配付回収した。

ロ 被害点在地域は，被害のあった世帯を探し（町内会長等にきく）調査票を配付，回収し

た。
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昭和61年台風第10号大雨洪水被害実態調査調査票（一般世帯）

おねがい： このたびの台風IO号の大用は、かってない印批となり、多くの市民の方々がその被害を受けられました．

謹んでお見舞,,,し上げます．

仙台市は、ただちに全組織をあげて災害対策本部を設置し、市民のみなさんや1関係諸機関のご協力のもと

に被害対策と復／日に全力をあげております．

こうした中で｀災害の調査も進めておりますが、特に「一般世帯」の被害については、その実態を正確に

把1阻することが困難であり、今後災害対策を進める上で｀詳細な被害実態を知ることが緊急に必要なことか
ら、この調査を実施することになりました。

それぞれ復lH作業で何かとお忙しいところ大変恐れ入りますが、この調査にご協力下さいますようお願い

申し上げます．

昭和61年 8月26日

記入上の注意［ニニコは記入、該当項目については番号を0で囲んで下さい。

仙 台 市

Q 1 はじめにあなたの世帯についておたずねします。

1.世帯主のお名前は

2. ご住所は（マンシコン・アバート等の蛉疇砂まで正硫1こ）

I仙台市 口 1 

3.世帯主の職業は

I.勤め人 2．商工自常 3.農棠日営

4.世帯員の数は…… 1 1人

Q2 次にお宅の住居についておうかがいします。

1. 1戸建て 2.マンション・アパート等

しsQお宅では心附にお住まいですか
| 1階

4.その他

Q3 このたぴの大雨洪水による被害の状況と
被害額についておうかがいします。

（被害顧はこ自分の見積り計算でも桔構です。）

1. まず住宅の被害についておたずねします。

111被害はどの程度でしたか

I.全墳 2.半塙 3. -部破損

121浸水はどの程度でしたか
I.床上浸水 2,床下浸水 3.浸水なし

しsQ1．それは床上何mに達しましたか

I I m 
SQ2,没水した床面積19およそどのくらいでしたか

ロニコ吋又は二二］坪
131住宅1昼・述具を含む）の被害前はおよそどのくらいで
しょうか

4.被害なし

2. 次に宅地内の非住家（店舗・倉庫・納星・作業所など）

における被害状況についておたずねします。

1. 91C住家の披害訊は•••••••"............,……••| | 7i円

'·商品、俯品など非住家以外の被害9R は•••| | 7i円
3.被害なし

3．お宅の宅地の被害状況についておうかがいします．

I.被害があった 2.被害はなかった

しsQ1．それはどのような被害でしたか
I.石垣などの土貿の破損

2，土砂くずれ 3.土砂流入

5，地割れ 6，その他（

SQ2.被害額はおよそどのくらいでしょうか

| 1万円

SQ3，お宅では＇二次災害」の危険についてどう

お感じですか

I.危険がある

Q4 

Q5 

14) 9)I産の彼害の状況をむ間かせください。
119出する香号のすぺてを0でかこみ餃害顛を記入してくださいJ

1.家具・調皮品 2.自動車 3.その他 4. 

しsQその被害領はおよそどのくらいでしょうか
| 1万円

お宅では災害時に避難しましたか

1．避難した 2．避難しない

一亡嘉）どこに辺難しましたか

1.公的樟設・集仝所 2．親類・知人宅

お宅では災害時に救援を受けましたか

I.受けた 2．受けない一Qそれはどのような救援でしたか
1.救出 2．炊出し（給食を含む）

3.飲料水 4．披服・寝具

5.その他［| 1万円

ご協力大変ありがとうございました

2.危険19ない

4,土砂流出
．）  

3.わからない

3.その他

(8月31日までに回収の予定です）

政行
＾
入
力
票
＞

l|'13l:1: ［|； 1: 『|［1[| ！ I 〗『:：点 1l位話」：1：：’19:：’;’;3| ！ Iil ！互 I ：:[1:；↑：， SP 

：：：↑：[：：,IP:： I :；：8 :：，1圭[| : I : I ! I t『;1 ；を1［ |.：1?:［:’I J9 | [ I写1奎I: I i[： I [E I i耗
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（行学政区区） 貢任者名 龍 （行政区） 捉任者名 責喜
（行政区） 責任者名 調査

学区 学区 員数

（本庁） JII 平 渡部 勲 2 東四郎丸 菊地 正晃 7 

東二番丁 大山 四郎 2 （長町） 袋 原 中村 勝弥 12 

木町通 犬井 晶夫 7 長 町 丹野 武種 25 西中田 富田 誠一 6 

立 町 相澤 幸平 3 東長町 斉藤 徳男 8 （西多賀）

南材木町 高倉理一郎 I 鹿 野 松野 昭 10 西多賀 伊藤 忠男 3 

東六番丁 佐々木宏一 10 八本松 中尾 忠昭 6 上野山 伊藤 善通 3 

荒 町 古城 義隆 4 郡 山 相澤 守 4 金剛沢 上ノ台健夫 2 

片平丁 石郷岡 裕 3 （岩切） 大野田 三瓶 典夫 11 

上杉山通 片桐 岩郎 ， 岩 切 永野 芦E - 21 八木山南 岩間 敏雄 4 

通 町 堀籠 克彦 I 燕 沢 川村 晋作 12 太 白 斎藤 敬三 1 

連坊小路 菊地 正隆 4 （高砂） 芦 ロ 石森登四男 4 

梱 岡 鈴木 陸夫 3 高 砂 千葉 勝衛 6 （生出）

八 幡 渡辺 恭志 1 中 野 片桐 喜一 5 生 出 嶺岸 二郎 1 

南小泉 相沢 栄 8 岡 田 遠藤源一郎 6 赤石分校 徹岸 二郎 1 

向 山 佐藤 隆 12 福 室 斉藤 一夫 12 坪 沼 嶺岸 二郎 1 

北六番丁 束松 健一 8 中野栄 石井 元夫 7 折 立 佐藤 直敏 2 

小松島 青田 秀夫 17 鶴 巻 浅野 孝 10 人来田 市川 消 1 

若 林 佐藤 久義 12 （七郷） 茂庭台 佐藤 尚 1 

国 見 斎藤 秀雄 5 七 郷 小場 正彦 13 （東）

荒 巻 矢吹 嘉英 10 荒 浜 大久保正男 6 原 町 佐々木正明 5 

台 原 児玉 静夫 6 蒲 町 山形 一男 ， 東仙台 松浦 巌 4 

旭 丘 小島 照郎 3 （六郷） 宮城野 石川 泰 2 

遠見塚 菅原 治人 4 一/‘ 郷 大沼 正紀 ， 東宮城野 井上 重喜 1 

北仙台 小松 泰 11 沖 野 相原 和夫 8 新 田 佐藤 昭一 4 

八木山 斉藤 一夫 6 東六郷 大友 征夫 7 鶴 谷 佐藤 晃 I 

大 和 佐々木 稔 14 沖野東 相原 和夫 I 鶴谷東 安田 功 1 

桜 丘 鈴木五十雄 15 （中田） 幸 町 桜井 秀美 1 

中 山 高橋 清 20 中 田 渡辺 康夫 10 枡 江 佐々木 茂 1 

古 城 佐藤 拘 3 四郎丸 斎藤 文衛
， 計 488 



調査票の配付．回収状況 （単位世帯）

口調査票 全市 本庁 長町 岩切 高砂 七郷 六郷 中田 西多賀 生出 東
配 付 27,066 2,851 3,105 372 5,741 4,826 2,578 7,004 368 23 198 

回 収 16,955 1.492 943 280 3,4 1 0 3,459 1.578 5,284 295 21 193 

回収率飴 62.6 52.3 30.4 75.3 59.3 71.7 61.2 75.4 80.2 91.3 97.5 

昭和61年台風第10号大雨洪水被害実態調査 （一般世帯）集計表ー 1

行政区 世帯数 世帯員数 浸水床 住宅被害 動産被害 非住家 商品・備品 宅地被害 被害額
面稲合計 総計総計 被害総計 被害総計 総計 総計

ひ） （戒） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

本庁 938 3,134 11,900 359,620 96,440 23,870 45,270 404,400 929,600 

長町 710 2,365 12,872 215,380 71,420 13,780 37,140 69,620 407,340 

岩切 90 369 585 27,660 12,070 2,950 12,150 33,660 88,490 

高砂 2,369 8,687 45,384 810,130 526,180 66,020 137,360 39,650 1,579,340 

七郷 771 3,169 3,076 88,920 32,160 11,850 27,270 8,740 168,940 

六郷 503 2,100 3,167 96,820 35,400 14,640 30,580 9,180 186,620 

中 田 1.590 5,487 25,511 306,270 161,420 18,040 76,360 19,130 581,220 

西多賀 78 310 124 5,930 3,830 220 700 17,910 28,590 

生出 18 82 311 3,950 1,500 1,470 2,250 6,590 15,760 

東 152 503 2,107 61,250 17,250 5,200 8,730 57,120 149,550 

合計 7,219 26,206 105,037 ,975,930 957,670 158,040 377,810 666,000 4,135,450 

集計表ー 1からもわかるように，一般世帯の被害は住宅の被害が 19低 7,593万円にもなり，

これに非住家，商品，備品，宅地の被害を加えると 41億3,545万円にものぼっている。

なお，この金額は調壺の結果，何らかの被害のあった7,219世帯の調査票を基に推計したも

のである。

次にこれを各学区ごとに集計したのが次頁以降の集計表ー 2である。

-18-



昭和61年台風第JO号大雨洪水被害実態調査 （一般世帯） 集計表ー 2

学 区 世帯数 世帯員u数) 浸合水計床面（秤あ住宅被害（千総円計） 動産被害（千総円計） 非総住計家被（千害円） 害商総品計・備（千品円被） 宅地被害（総千円計） 被害額総（千計円）
東二番丁

木町通 5 25 

゜
390 

゜ ゜
110 

゜
500 

立 町 55 166 47 6,320 80 

゜ ゜
800 7,200 

南材木町

東六番丁 17 49 371 15,210 4,730 300 300 2,190 22,730 

荒 町 34 92 945 14,030 3,020 570 1,030 4,020 22,670 

片平丁 6 30 26 590 200 

゜ ゜
3,000 3,790 

上杉山通 34 104 173 6,120 1,660 80 840 

゜
8,700 

通 町 80 238 631 16,800 2,560 1,040 3,250 740 24,390 

連坊小路 11 37 207 10,870 2,540 2,130 11,140 30 26,710 

梱 岡 4 17 49 2,370 700 10 30 

゜
3,110 

91 

八 幡 12 42 92 42,090 700 

゜ ゜
2,370 45,160 

南小泉 46 147 208 9,090 1,620 50 2,590 1,580 14,930 

原 町 33 90 355 7,310 490 2,270 1,460 360 Jl,890 

長 町 349 1,113 6,624 107,100 36,380 7,770 22,720 38,950 212,920 

向 山 78 256 760 52,760 12,480 2,500 1.890 136,220 205,850 

北六番丁 74 249 2,526 45,450 19,560 3,440 8,960 4,140 81,550 

西多賀 6 32 124 1,780 200 100 300 140 2,520 

中 田 304 1.074 3,469 68,760 33,170 3,060 38,340 3,450 146,780 

一/‘ 郷 224 963 1.305 30,820 14,460 6,770 19,360 2,990 74,400 

岩 切 90 369 585 27,070 12,070 2,950 12,150 33,660 87,900 

七 郷 385 1,587 1,211 44,260 14,040 7,020 13,100 6,510 84,930 

荒 浜 149 694 1,206 17,590 10,140 2,560 6,550 790 37,630 

高 砂 1,275 4,498 25,636 478,960 323,680 31.530 55,190 23,610 912,970 

中 野 47 218 16 8,500 3,560 1.130 280 1.190 14,660 

岡 田 143 652 1,685 31,020 11,500 2,880 5,440 4.420 55,260 
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次に．これらの中身を更に細かく世帯主の戦業．住宅形態．没水程度．

産の被害等を行政区ごとに分類集計したのが集計表ー 3であるe

昭和61年台風第10号大雨洪水被害実態調査 （一般世帯）集計表ー 3
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区 分 全市 本庁 長町 岩切 高砂 七郷 六郷 中田 西多賀 生出 東

住
20万円未満 4,826 631 502 42 1.427 545 332 1,202 38 13 94 

宅 -~o50力万円円以未蘊 580 83 75 8 264 27 21 87 I 14 
の
50 " 

被
-10―°” 

329 43 35 3 164 ， 10 52 1 12 

害 100 99 

65 ， 7 32 2 3 8 1 3 
額 ~ 1 50” 

150万円以上 101 22 13 1 46 I 5 11 2 

動
家具・調度品 1,278 146 123 13 543 24 34 364 6 4 21 

産 自 動車 1.819 I 12 135 22 790 164 105 435 35 1 20 
の
被 そ の他 1,242 141 98 17 445 101 86 319 16 4 15 

害 被害なし 3,952 607 453 50 1,159 497 304 721 34 12 115 

［ 盟
建物 809 108 83 17 285 67 75 142 7 5 20 

商品・備品等 1,002 137 86 13 340 108 93 190 12 6 17 

被害なし 5,733 737 576 69 1,853 622 366 1,316 60 11 123 

幻十留坦の破咽如 105 44 11 3 10 5 12 ， 2 ， 
宅 土砂くずれ 166 83 20 14 10 3 7 4 4 ， 12 
地 土砂流入 337 96 51 14 60 25 17 52 5 5 12 

の 土砂流出 436 62 36 10 Ill 63 62 67 8 6 11 

被 地割れ 63 17 ， 1 10 l 7 16 1 1 

害 そ の他 296 47 39 4 94 31 20 50 3 2 6 

被害なし 6,036 679 570 52 2,097 650 394 1,417 60 3 114 

宅― 危険あり 401 138 64 15 70 24 14 39 10 12 15 

地次く火く 危険なし 502 74 47 19 115 69 80 79 6 1 12 

の害 わからない 280 47 29 4 87 28 15 55 2 2 11 

＇ 
公的施設 418 11 12 I 212 13 167 1 1 

親類・知人 821 91 67 13 311 22 46 240 4 4 23 

た
その他 163 22 14 7 69 7 ， 28 7 

闊
避難しない 5,817 814 617 69 1,777 742 435 1,155 73 13 122 

受
救 出 147 11 1 3 56 1 16 53 1 l 4 

け 炊出し・給食 847 35 57 ， 458 27 38 215 2 1 5 
た
飲料水救 228 ， 5 170 13 13 15 3 

援 被服・寝具 228 35 18 
の

39 5 21 105 1 4 

種 そ の他 402 66 67 3 131 32 18 64 6 I 14 
類
受けない 5,946 813 592 77 1,815 702 432 1,306 69 13 127 



2. 市営住宅の被害

〔被害状況〕

市営住宅の被害は， 2,169戸であり，そのうち床上浸水は537戸．床下浸水は 1,212戸であっ

た。そのほか，西中田住宅では浄化槽設備の冠水、福田町第一住宅揚水ポンプ操作盤の没水およ

び鹿野住宅の擁壁崩壊等があり．披害総額は9,300万円に及んだ。

（災害復1日）

災害と同時に市営住宅各団地に朦員を派逍して．被害状況の調査にあたり．鹿野住宅擁壁崩壊

に対する応急措囮．被災団地の給排水．屯気．浄化槽設備等の被害状況調査ならびに応急処説を

行った。

袋原．四郎丸方面の住民は袋原小学校．袋原中学校．四郎丸小学校および四郎丸住宅集会所に

避難し，高砂住宅の住民は福室小学校に避難した。これらの避難者を一日も早く自宅復帰させる

ため．便楷のくみ取り．消毒薬の配付，床上浸水した袋原．袋原東．四郎丸の一部の団地では．

応急床敷用としてペニヤ板を配付したも

骰下地の補修等については．仙台建設クラプの協力により大組の人員を投入できたため 3日間

で工事を完了することができた。

老人．身体障害者．母子家庭の骰．家具の移動等1こ職員，業者による披災者援助を行い．冠水

した登，破損床材等の廃棄物運搬については．土木工事関係業者の協力かあった。

こうした応急対策と並行して本復旧に入るため，専門業者による床下．屋内の消毒．骰の交換，

襖の張替え．屋外排水管の点検と清掃を実施した。

特に壺の交換は．原材料に不足をきたし．手配が困難であったが．仙台畳同業紐合の協力によ

って， 8月下旬までに全てを完了することができた。

以上，住民を一日も早く通常生活に戻すための住閲境の整備に全力を尽し．避難住民の大半を

2~3日で自宅後帰させることができた。
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市営住宅の被害状況

被 害 区 分 地 域 戸 数

袋 原 I 259 

床 上 浸 水
袋 原 東 266 

四 郎 丸 l 2 
I・・・・・・・ ．`． ．，． ．．吋吋 9 9 X H → X ~・＋・..........公 A. ． 9 x x ●ふ..............

537 戸

170 

砂 533 

霞 の 目 27 

床 下 浸 水 中 田 18 

四 郎 丸 392 

袋 原 東 72 

計 1,212 戸

浄化槽設備冠水 西 中 田 420 戸
； 

170 戸揚水ポンプ盤浸水による断水 福 田 町 第

擁 壁 崩 壊 鹿 野

＾ 口

計 2,169 戸

災害復旧費

種 別 復 ！日 費

交 換 34939 千円

襖 張 10,020 

擁壁復旧 6,173 

床 修 理 14,190 

雨堀防水 13,984 

浄化楷．エレペーター修理 2,293 

床下，屋内消毒 7.800 

廃棄物処理（冠水袋，破損床材） 2,504 

事 務 費 ： J,225 

合 計 92,928 
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3. がけ崩れ等による被害

今回の記録的な集中翠雨Iとより，市内の丘陵地帯の自然がりや人工がけに土砂崩壊あるい

面崩壊が発生し多大な被害を及ぽした。

{1) がけ崩れ等の分布

市内の丘陵宅地におけるがけ崩れ等による災害は，全体で106件で，この外に亜炭鉱廃坑に

よる浅所陥没が， 3件発生しているも

この災害件数を行政区ごとに分けると蓑本庁管内ではがけ崩れ切件，浅祈陥没1件，長町支

所管内がけ崩れ19件，浅所陥没2件．岩切支所管内がけ崩れ7件，西多賀支所管内同3件，生

出支所管内同6件，東支所管内同l1件となっている。丘陵地帯のない高砂，七郷，六郷，中田

の各支所管内には．がけ崩れ等は発生していない。

{2) 災害の形態

自然がけと人工がけの崩れを規模別に分類すると自然がけは76件で．そのうちがけの高さ

10れ以上が臼件， 5m以上がl7件， 5"'未満が5件となっており、高いがけほど災害発生件数

が多くなっている0

まに人工がけは30件で．その内訳はJO訊以上が15件． 5m以上が6件， 5屈未満が9件で

あり，宅地を造成するに当たり，高いがけ地を出さないような宅造計画をすると同時に t 高い

擁壁の設囮に当たっては，設計，施工等に十分配慮し，雨水は系統的に排除できるように，常

に機能確保1に留意すぺきであると痛感させられるu

13) 降雨の特性と災害

台風第10号の影響により，仙台市では4日午前9時頃から雨が降りはじめ．特に深夜から 5 芯

日(l.)9時頃までに集中翠雨の様相となった。これにより．特に法面の没食現象が生じ．法面

崩城あるいは擁壁の倒壊などの災害発生の誘因となったものと考えられる。崩壊箇所の多くは， t
5日午前5時頃から8時頌までに発生しており最大4時間降雨時 (5日3時から7時まで）

の後半に発生している。

14) 応急復旧工事

がけ崩れ箇所のうち，大きな災害が出た鷺ケ森二丁目13番囲および向山一丁目18番囲の2カ

所については．住民側の恒久的な安全対策実施を前提として．市費負担による土砂撤去と仮土
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留などの二次災害防止を図るための応急措置，応急工事を行った。

l5) 急傾斜地等の事業

旧市街地の周辺は，昭和30年代から開発が進み丘陵地は樹木が伐採され，宅地に改造された

り，都市化が進行することによって，がけ

下に家屋が密集する状況になっており，こ

のため豪雨によって多くのがけが崩壊し被

害を受けた。

県と仙台市で合同バトロールをした結果，

人命財産に危険を及ぽすことになった源太

兵衛外7カ所について緊急急伯斜地崩壊対

策事業の採択を国に働きかけ，同事業（復

旧費8カ所1億5,300万円）で緊急に対応

することになった。この外県単急傾斜地崩

壊対策琳業でも向山の6カ所外3カ所で対

応を考えている。

地すべりについては，大年寺山で2カ所

の地すぺりが発生し，この 2カ所（復旧費

合せて1低2,800万円）について緊急地す

べり対策事業が認められている。

また，青葉山の地すぺり指定地区では，

広瀬川河岸の片法枠エが被災したので公共

地すぺり災害で対応することにした。

急傾斜地および地すべりの各事業とも61

年度の単年度対応の予定で事業の促進を図

っており，各事業の枇要は次表のとおりで

ある。
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事 架 名

傾斜地等後旧事業

披害箇所

（仙台土木事務所）

復旧工法

仙台市源太兵衛の 1 I法枠工

” 
，， 

緊急急傾斜地崩壊対策事業 ’’ 
＃ 小松島の 3 格子枠工

“黒松の 5 擁壁工

冒8 カ所 復旧費 153,623千円

法枠工

“ 
県単急傾斜地崩壊対策事業

仙台市向山の 6

/， 南累松の2

“ 鷺ケ森の2
＇， 山手町

コンクリート

法枠工

緊急地すべり対策事

公共地すぺり災害後旧事業

計 4 カ所 ！復旧費 18,800干円

仙台市大年寺山 」擁壁工法枠工，地下水排水工

＇， 大年寺山の 2 ” “ ” 

計 2;；「ゴ位 1日費 ］28,800千円

仙台市荒巻肯葉 1片法枠エ

4. 商工業の被害

（l)商業

台風第10号に伴う大雨洪水災害は，商工業関係にも大きな被害をもたらした。

商業等の関係では，全市域にわたり大なり小なり被害があったが，特に市東部の扇町．日の

出町，卸町地区周辺に被害が集中し．洪水特有の泥水の流入によって，倉庫・事務所等に囮か

れてあった商品．とりわけOA機器，自動車等の高額商品が冠水したことによって生じた被害

が大部分であった。

-28-



この地域は，仙台市内における流通関連業種が集中している地域であり，倉庫内に岡かれて

いた食品類の商品はほとんど泥水に浸り，焼却等の処分をすることになった。

また，自動車販売業にあっては，多数の新車が浸水により商品価値を失い．大きな被害を受

けた。

これらの被害額は 1.129件135億3,700万円にのぼっている。

(2) 工業

工業関係では，市東部の扇町，日の出町地区周辺の製造工場などにおいて，機械器具類が冠

水したことによって生じた被害が大部分であった。ほかに，機械金属団地，印刷団地において

も機械器具類のほか，製品等が冠水し被害を受けた。

これらの被害額は236件42億9,200万円1このぼっている。

5. 農林業の被害

(1) 農業の被害

8月4日から降り続いた雨は，これまでに経験したことのない大雨をもたらし，そのため全

市域において農業被害が発生した。

特に東部水田地帯の岩切，高砂，七郷，六郷，中田の殷業地帯においては，その冠水水田面

積は約3,000haに及んだ。

冠水等による殷作物の被害が，相当大きくなる見込みであったので， 8月6日仙台市股作物

災害対策本部技術連絡会を開催し，市，農業改良普及所，殷協が一体となり，今後発生が予想

される病害虫対策，適切な肥培管理および営業相談，殷業用施設被害の相談窓口の開設等，今

後の対応策について協議し，これら冠水農作物の被害を最小限に食い止めるための総合的な対

応を図った。

農作物の被害は 2日冠水地域が240ha, I日冠水地域が319ha,半日冠水地域が2,400haで

その被害額は 5偲9,720万円，畜産被害は肉豚および子豚の水死による被害額592万円で牒業

被害の総計は 6館312万円となった。

農地等の被害状況は次表のとおりである。
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121 林業の被害

林業の生産基盤である林道については，茂庭，坪沼地区を中心に被害が発生した。

最大時間雨量40mmを記録した大雨は，林道を河川と化して流れ，あるところでは寸断され，

またあるところでは路面洗掘や路肩が崩壊するなどその被害は6線20カ所で被害延長は 2,500訊

に達し，被害額は 1,239万円となった。

また，市有林の作業路等の被害としては， 4市有林，被害箇所6カ所で被害延長543mに逹

し被害額は260万円となった。

林道の被害状況については次のとおりである。

林道被害状況

地区名 林迫名 被 害 状 況 被害額

路面洗掘3カ所延長 400m 

佐保山林道 2,000千円

法面崩壊2カ所延長 16 m 

路面洗掘3カ所延長 500m 

茂庭地区 熊沢林道 法面崩壊1カ所延長 16 m 5,469千円

路肩崩壊3カ所延長 38 m 

鹿ノ上林道 路面洗掘1カ所延長 95 m 926千円

路面洗掘2カ所延長 600m 

亀ケ森林道 1,900千円

路肩崩壊1カ所延長 25 m 

路面洗掘1カ所延長 200m 

愛宕山作業道 1.100千円

坪沼地区 法面崩壊1カ所延長 30m 

大貝林道 路面洗掘2カ所延長 620m 1,000千円
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道がJJIとなって洗掘された鹿ノ上林道（北赤石地区）

なお，水産業関係については，ごく軽微な被害粒度であり，被害額として集計されるはどの

ものはなかった。
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IV 都市施設の被害および復旧の概要

1. 道路と橋梁

(1) 市道

市逍は， 67カ所で法面崩壊，路肩崩壊，陥没，橋梁損壊その他の被害を受け．被害額は 1億

8,400万円に及んでいる。

これらの応急対策として，法面および路肩崩壊箇所について，当面ー車線の確保を行い，現地

の状況を検討し，二次災害の生じない箇所については路上に崩落した土砂を撤去し交通の開放を

行った。また，二次災害のおそれのある箇所については，仮設道路を設定するとともに迂回路等

の表示を行い，道路利用者に支障のないよう措誼した。

道路陥没箇所については，交通の障害となり危険なためアスファルト合材等で穴埋め，歩道平

板プロックの据直し等で復旧した。

ガード下等の冠水箇所については，交通を遮断する形となるので，ポンプで排水作業を実施し

た。

道路敷法面が民家へ崩落した箇所については，崩土を撤去した。なお，稲梁箇所は交通に支障

がないことを現地確認のうえ，応急措四はしなかった。

〔通行規制状況〕

被災現場の状況に応じて，一時的な通行規制（片側通行・通行止等）を行ったが，崩落土砂の

撤去，迂回路の設定等を早急に施工し交通を開放した。

62年 1月現在で長田中沢線，長者町街道線が交通止め（迂回路あり）となっている。

〔市道被害の原因〕

①法面崩壊について

法面崩壊は，山林など高台に降った雨水が地下に浸透し，盛土部や軟弱地盤と地山や岩盤等と

の間に滞留した水が飽和状態となり，軟弱な地囮面が崩れたもの，また，法面の犬走等に設置さ

れている排水構造物 cu字溝）の容最を超え，雨水が溢水し法面の崩壊力牲じたものが主であった。

R 路肩崩壊について

路肩の崩壊は，道路構造物である排水溝が雨水を呑みきれないで道路面を走り，雨水が道路の
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一番低い箇所に集まり，路肩の弱い箇所で崩壊が生じたもの，また，集水桝等に流れ込んだ雨水

が飛び出し法面に溢れ，これに伴って路肩の崩壊が生じたものが主であった。

R道路の陥没について

道路陥没にはいろいろ原因が考えられるが，市道の地下公共空罰利用の地下埋設物工事に伴う埋

戻しが起因するとも考えられるが，路床等の浸水のため地盤沈下が生じたものと思われる。

市 道 の 披 害

箇所数 1iI 後1日毀
工 事 内 容 等

種 別 路線数
工 種 稲 別 補 助 iI 独

路線 カ所 千円 法枠工 3,114.r 
法 面 工

芝植生工 1,126 d 

盛 土， 3,656 nf 

I 
プロック稼 510,2戒，

i擁 壁 工 71、6m' 

集水ボーリング 404,7 m 

舗 装 工 i 155 m' 
法面崩壊

32 I I ！ 
側 浙 工 u 型 55叫

48 139,336 ガードレール ： 54 m; 
路訂崩壊 ［ 

I I 
路 盤 工 ！ 1,018戒

H 鋼 杭 L=l0m 21本

1 アースアンカ— 346.5m 

崩土撤去 i 式

I 栢 掃I ！ 式

I 
1 86.742臼 52,594臼

計 1(14路線※ (l8路線

： 

19カ所） 29カ所）

i I※2路線 (2カ所）は62年度補助事業の予定

10 I 道路陥没 10 3,294 穴埋め，平板プロック据脱し

冠 水 3 3 849 ガード下排水， 

稲 簗 2 2 13,265 梃脚部洗掘

その他 4 4 : 27,682 ボンプ，昇降機，木橋撤去

計 51 67 184,426 ! 姿
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12)県管理道路

今回の災害における土木関係の被害は道路，河川，地すべり，急傾斜地，海岸施設と広範にわ

たったが，仙台市内の県管理の道路の被害としては，国道 286号，県道仙台村田線，仙台山寺線

に斜面崩壊を中心として6カ所，蒲生福田線で路肩欠壊など5カ所の被害が発生した。

8月5日の午前2時頃から市内の逍路が雨水によって冠水しはじめたので，班編成による緊急

パトロールを実施し，案内板・バリケード等で一時全面通行止，片側通行止を行ったが，全面的

な交通遮断をできる限り避けるよう被災箇所の応急対策に全力投入した。

特に県道仙台泉線では北根地区で8月5日早朝に斜面崩壊が発生，崩土が車道を埋そくしたの

で片側通行止を行うとともに，仙台市内への幹線道路のため，緊急に崩土除去を行い交通確保に

努めた。また，県道仙台山寺線の北赤石地

区でも山腹法面が崩壊し車道を埋そくした

が，応急仮工事で崩土除去，仮土留工事を

施工し交通確保を図った。

なお，仙台土木事務所では公共道路災害

6カ所の全箇所について発注を完了してお

り，鋭意本後旧を急いでいる。

道路被害の概要は表ー 1のとおりである。

また，仙台東土木事務所管内の県道の被

害は表ー 2のとおりで，復旧工事は 5件発

注され施工中である。

その他仙台市内の県道については全体的

に冠水したが，被害箇所はなかった。

県道仙台山寺線法面崩壊状況（北赤石）

表ー 1 仙台土木事務所管内道路被害

路 線 名 被 害 箇 所 復 旧 工 法

国道 2 8 6 号 仙 ムロ 市 茂 庭 法 枠

県道 仙台山寺線 仙 台 市 北 赤 石 99 

99 仙台村田線 ” 馬 越 石 プ ロ ツ ク 禎

” ” 99 大八山 Ill 法 枠

99 ” ” 
99 (2) プ ロ ツ ク 梢

” 
99 ” ” 13) 法 面 保 護

計 6カ所 災害復旧費 24,733千円

-35 -

工

工

工

工

工



-2 仙台東土木事務所管内道路被害

路線名 I被害箇所 I災害種別I 被 状況 1 応急措皿および
応急工事

復旧延長21.0m 応急工事21.0m 
蒲生福田線 I仙台市福室 (1月，法面欠壊 平張フbックIOOm'舗装45m' 麻袋布設 168戒

(2! l 復旧延長 21.0m 応急工事21.0加
’’ ” み’ 99 

平張フb政 168紺舗装33m'麻袋布設 168戒

復旧延長312訊
99 

’’ 中野（1) 路肩欠壊，；疇耳＝155m攀 74m'

’’ 
99 ” (2) I ’’ 

| I 復旧延長18m
擁壁工L=l8訊筋芝124m'

I復旧延長42m i 
’’ 

99 ” (3) I “ ，榔エ圧42皿筋芝302面

計 5カ所災害復旧費 3,100万円

（3)国道

（被害の概要〕

東北地方建設局仙台工事事務所管内（宮城県全域）で被害を受けた路線は4号， 6号， 45号，

48号の4路線で，被害箇所は河川の氾濫を伴う地区の4号では22カ所（旧4号含む）． 45号20カ所，

侶号は仙台市周辺部に集中し[0カ所（西道路含む）となっており，太平洋沿岸部の6号は6カ所

と比較的被害は少なかった。

宮城県内の被害箇所は大小あわせて58カ所で，概算被害額は 1億435万円となっている。

このうち，仙台市内の被害は次表に示すとおりである。

箇所数

復旧費〇テ円）1
I 

〔交通規制状況）

仙台市内路線別被害概要

4号（旧4号含）

3 

1,721 

45 

l I 
50 

48号（西道路含）

6 

2,076 

仙台市内の交通規制は， 4号においては切土・盛土箇所の法面崩落と旧 4号の橋脚部の洗掘が
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あったものの規制の必要には至らなかった。

45号は，仙台市日の出町から苦竹インターチェンジを含め路線延長900mにわたり路面冠水

（水深0.6m)のため全面通行止に至った。

48号沿線は急傾斜地が多く，集中楽雨に伴う災害の特徴である法面崩落および土砂流出（倒木共）

により八幡五丁目と荒巻文珠石山地区の2カ所が全面通行止となった。

特筆事項としては，少々の雨屈でも常時冠水被災を経験してきている長町地区（旧 4号沿）は，

現在施工中の地下鉄および共同禅1こ材料搬入口から雨水が浸入したことにより，下水道の何倍も

の効用をはたし，道路・家屋等の浸水被害が軽減されたことである。

〔復旧〕 （仙台市内）

今回の逍路関係の被災は，集中衆雨災害の特徴である冠水，法面崩落，土砂流出等の部分的な

ものであったが，逍路は線で連結された網でその機能が成り立つものであるため， 45号および48

号の被災は局部的であっても，その沿線地域の交通機能は停止に至った。

幹線道路である国道を一時的にしろ遮断すれば，避難路，復旧究機材等の輸送・搬入ができない

ため二次災害の発生につなかるおそれがあるので，仮復旧（応急対策）に全力を投入した。

市内における最大の被災箇所（交通制限）は， 45号の苦竹 I・ Cを含む延長900m間の冠水で

あり，復旧は河川流凪の減水に合せて内水の排除を待つより手段がなく，案内標示板の設侶と誘

導員を配閻し，減水とともに放皿車両の移動と泥・ゴミ等の排除のためレッカー車，消掃車を出

動させるなどして約30時問後に交通可能な状態に回復した。

仙台市内災害発生箇所一覧表

麟名1番号 箇所名 I 被災内容
4 ① 1山百巾右V」¥r,）認） L＂毎＇盃― -A=-80m' V= 3'.l面
③ ＇，鶴ケ谷（下り線） 盛十・・ 崩A=落300 V= 300 m' 4 L-3Qm m' 

45 ③ 
99 日

48 ④ ”八幡五J日 u::ツ認 L．-． 10 m V= 10 m， 
48 ⑥ ”八幡六丁目は：り線 L=8 .m . 

19廿

V= 5 rrl 
, .. 
(臼1--山M碕＼ T_-,-,s・ m i崩A落-225戒 V48 ⑥ ” 450m， 

能
間一

” 
全面通行止

” 

8 / 5_8 / 6 
6 :・20-15:45 
8 / 5 
6:50~8:15 

門
”” （さつき台団地）は：り線）IL=4Im A= 287戒 V= 匝韮
” 茂庭字寺下 L＝⑳m 

規制なし

全面通行止

全面通行止

規制なし

8/5 
JI :40 -15:40 
8 / 5 
6:40~14:30 

，， 川内三十人町

” 中田一丁目
l95並 V=R四'

99 

V=648m' 
L＝逆路延長 A＝面積 v＝体禎
” 
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48号の八幡五丁目および荒巻文珠石山地区の被害は倒木と土砂流出によるものであり，
倒木・

土砂を排除するとともに二次災害防止のため法尻に防止柵を設訊して3~4時間で仮復
旧を完了

し，交通開放したものである。

現在は本復旧を鋭意施工中である。

2. 河 JII 

〔概要〕

本市を流れる河川は，ー級河川では名取川外10河川（総延長 149,364m・仙台市分延長
68,670

m) ，二級河川ては七北田川外 6 河川（総延長 67,033m• 仙台市分延長 36.365m)が流れており，

これらの法河川に流入する普通河川も多く，この他農業用水路，都市下水路，自然
水路等が排水

施設として機能しており，また，自然流下不可能な地区の強制排水には都市排水用
・農業排水用

を含め15カ所のポンプ場と公共下水道の終末処理場 1カ所が雨水の排除施設として機能し
ている。

一般的に河川計画の一応の目標としている安全度は，大河川（直轄河川）では確率
100分の 1

~200分の 1の降雨による洪水に対応し，中小河川（都市河川）は50分の 1-100分の
1,中小

河川（一般河川）は50分の 1程度を指標としており，まさに今回は 200年に 1回の濠雨と
いえる。

市内の名取川，広瀬川の大河川は警戒水位を突破し，これに流入する中小河川も水
位が上昇し

流下不可能となり，内水の氾濫，溢水をきたし，宮城野原以東の全域と高砂福室地
区および長町

地区，中田地区の東部に浸水被害が集中し護岸法面崩壊，土砂堆梢，陥没等の被害
を被った。こ

れらの地区は従来股耕地域であり，市街地の聞発拡大により流通地域あるいは住居地
域に変貌し，

都市排水も既存排水施設では対応できない状態であった。

災害復旧については，国・県・市と各々の管理区分に応じ現在復旧業務に努力してい
る。

(1) 市管理の河川

本市においては．都市小河川高野川を含め11水系と鶴ケ谷都市下水路の復旧に全力を傾注
して

おり，国の災害査定も完了し複旧工事を発注し施工中であるが． 61年度末で工事完了の
予定であ

る。災害の復1日毀は河川関係で6,240万円，都市下水路 1,450万円にのぽっている。

今後はこの桑雨の教訓を生かし，排水機能の整備を図りつつ総合的な雨水排除計画
の策定のた

め．製胆彫荏，没水予側，浸水防止対策等を効率的にすすめ，防災対策に有効に活用
していかなけ

ればならないと考える。
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河川現況図
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市管理河川施設被害状況

河川名 被害の規模 被 害 状 況 復旧毀

コンクリートプロック積 全線にわたり既設石稼，自然法面等の崩
千円

L=43m A= 146m' 壊，流木・土砂等により河川の埋そく，木

法面崩壊 橋流出および家屋倒壊・宅地・畑の流出の
受託事業分

'，々

高野川
L=350m おそれがあった

板柵復旧 下流梅田川水位の上昇に伴い，高野川か
10,550 

L= 135m ら溢水田面の冠水被害が生じた

橋梁 l橋

藤 Jll 
コンクリートプロック稼

既設石秘の崩壊 1,676 
L=17m A=51戒

99 

聖 沢
L=27 m A= 93戒

法面崩壊により駐車場流出のおそれあり 3,866 

” 小石沢
L=25m A=87戒

既設石積の崩壊 3,634 

，， 
竜のロiR.

L=68m A=304m'橘梁1橋
既設石梢の崩壊および橋梁落下 12,600 

山屋敷沢
暗渠底版補修

暗渠底版破損により地上部陥没 5,646 
L=5.7m 
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河川名 被害の規模 被 害 状 況 復 1日費

土砂撤去 上流からの土砂流出により暗渠が閉そく， 千円

亀岡沢
V=27571C 幼稚園運動場が埋没

1,148 

後田川
コンクリートプロック積

河床流出により石稲崩壊 7,500 
L=235m A=lOOm' 

99 石稼および法面の崩壊により宅地流出のお
金洗沢 2,900 

L=20m A= 78m2 それあり
99 

ニッ沢
L=88m A=416m' 既設石稼の崩壊および土砂堆梢，ネットフ 16,650 
土ネッ砂トVフ=ェンスL=48m ェンス倒壊

42m' 
内経 600mm首内屑掃 大年寺山土砂流出によりヒューム管閉そく

門前沢 L =8R 0m R 3,480 
賠埠破捏 L m し暗渠および路面の破損

中田地区
板柵復旧 L=77m 名取川水位上昇により，九ケ村堀，普通河

（四郎丸， ゴミ除去等A=203m' 川，農業用水が溢水し，ゴミの堆梢法面崩 3,300 

袋原）土砂除去V=230 m' 壊等の被害

計 受託事業分除く 62,400 

金洗沢

ーッ沢 九ケ村堀
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(2) 国・県管理の河川

〔県管理河川〕

仙台土木事務所管理の仙台市内の河川関係の被害は，典形的な都市河川である梅田川を中心に

8河川28カ所で発生し，被害額は 1低 5,300万円に及んだ。また，仙台東土木事務所管内では七

北田川に被害を受けている。

8月4日から降りつづいた棗雨によって， 5日の午前3時15分に七北田川の市名坂の扱水標が

通報水位を突破した。その頃から，洪水を心配した一般市民からの問い合せの電話が多くなった。

仙台土木事務所も緊急配備に入るとともに，広頼川・梅田川を中心に河川バトロールを強化する

とともに水防体制に入った。

5時15分には七北田川が警戒水位を突破したが，梅田川・藤川・筑川でも越水，河岸欠壊が続

出した。

このため特に被害の大きかった梅田川については，応急本工事を2カ所（苦竹二丁目・泊水沼

三丁目），応急仮工事を 2カ所（原町四丁目・堤町一丁目），藤川に応急本工事（東仙台四丁

目）策川に応急仮工事（西多賀五丁目）を計画して，早急に在来の河川機能が発揮できるように

表ー 1 県管理河川被害概要
（仙台土木）

河川名 被 害箇 所 後 旧 工 法

梅田川 仙台市苦竹 (3カ所） 平張プロック護岸工，プロック栢護岸工

，， ” 原町 プロック梢護岸工

99 ” 清水沼 (2カ所） ” 
” ＇， 小田原 ” 
99 ” 宮町 8を

99 

“ ” 上杉 ’’ 
” ” 台原 ” 
99 ＇， 堤町 ” 
99 ” 荒巻 ” 

藤 Jll ” 東仙台 (2カ所）
99 

筑 JII 99 西多賀 99 

” ” 鈎取 (2カ所） ” 
99 ，， 佐保山 (3カ所） ” 
後田川 99 西多賀

,, 

” ” 鈎取 ” 
広瀬川 ” 荒巻文珠 片法枠工

綱木川 ” 茂庭 (3カ所） プロック積護岸工

岩の川 ” 町下
99 

高野川 99 燕沢 施工は仙台市に委託

計 28カ所災害復旧費 153,623千円

-41 -



緊急復旧工事を開始した。

その他の公共河川災害箇所についても61年度中には全箇所の復旧を図る考えで，

を進めている。

河川被害の概要は仙台土木事務所管内では表ー J,仙台東土木事務所管内で表ー 2のとおり

ある。

表ー 2 県管理河川披害概
（仙台東土木）

災害種別 被 状 況
応急措爵および＇

河川名 披害箇所 応急工事 l

複1日延長＝ 70.7訊 応急工事ー 53.2m:
七北田川 仙台市丈Ill中 欠壊 瑕長プロック 40.5m簗堤工＝ 30.2m 盛土＝ 63m' 

＇ 復1日延長＝ 73.4翔 1 
“ ＇，北福室 (1) “ コンクリ ト法枠エ＝7561rf

: 
121 ；； 

復旧延長＝ 10訊
99 i i“ ” 平張プロック＝ 78 m' 

' 

! (3)i 
’’ 
復旧延長＝ 300.3m 

“ “ 9」 平張プロック＝ 2，408面
" 

； 田子 洗掘
復旧延長＝ 28.8況

“ ” プロック張＝ 144面

復IEI延長＝ 448m I 
’’ ： ＂ 岩切 “ コンクリートプロック張＝392m' i : 

61年度災害復旧毀 3カ所分 6,300万円

(※62年度以降，工事予定 l力所）

二級河川梅田川の護岸欠壊状況（清水沼三丁目）
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〔国管理河川〕

国管理の河川は名取川の下流 12.5km,広瀬川の下流3.9km,旅川の下流2.5kmの区間で河川改

修も進んでいたが，今回の翠雨での仙台市内の被害発生箇所は次表のとおりであった。

国管理河川仙台市内の被害発生箇所

被 ，，， に 箇 所 災害区分
河川名

位 地 先 種別 延長・数撒
摘 要

骰 名

本川左岸 低ゴ潤 （＇•ー 15.02m00面
仙台市藤塚地内

A-1 藤塚
名取川 。．6k + JOm-o.6 k + 160m 高ゴ幽 (＇̂ , --3105m 0叶

本川右岸
” 袋原地内 低ゴ幽

L=75m 
袋原第一99 

5.2 k -25m-5.2 k + 50m A=l,200m' 

99 
本川右岸

” ” 99 （格 L=60m ＇，第二
5.2 k + l OOm -5.2k+l6():n A=780m' 

" 
本川左岸

99 日辺地内 築堤 L=35m 日辺
5.2 k + 167m -5.2 k+2釦

本川左岸
” 郡山地内 低ゴ賂）

L=90m 
郡山

” 5.8 k -70m-5.8 k + 20m A= 900m' 

’’ 
本川左岸

” 富田地内 ”陣
L=40m 

富田第一
10.8 k -60m ~ 10/3 k-20m A= 440m' 

’’ 
本川左岸

99 ” ”（格）
L= 102m 

”第二11.0 k -32m ---ll.Ok+70m A= 270m' 

99 
左支川広瀬川右岸
0.4 k + 39m-0.4 k+ 139m 

仙台市源兵衛東地内 築堤 L=JOOm 長町第一

” 
左支川広瀬川右岸
0.6 k + 13m-0.6 k+ 107m 

99 ” 
99 L=50m ＇，第二

左支川広瀬川右岸 低 ゴ L=185m 
＇，第三” 0.6 k-50m~ 0.6k+l35m 

99 99 

（格＋辿） A=2,375m' 

99 
左支川筑川

99 富田地内 落差工 1カ所 居松
2.4 k + 700m ,, 

” 
本川左岸

” 
，， 法面補修

L=I5m 
表

ll.4k+ 5m~ ll.4k+20m A=97.5m' 

" 
本川左岸

” 
99 99 

L=15m 
99 

11.4 k + 55m -IJ.4k+70m A= 97,5m' 

99 
本川左岸
11.4 k + 149m-ll.4k+ 159m 

99 ，， L=!Om 
” A=65.0m' " 

99 
本川右岸

上河原地内 ” 
L=5m 

展
8.4k+ 76m-8.4k+8!m ” A=25m' 

“ 
本川右岸

” " 
99 
L=6m 

” 8.4 k + 109m-8.4k+l15m A=30m' 

広瀬JI
広瀬川左岸

上飯田地内
L=40m 

I 0.6k + 20m~ 0.6k+60m 
99 ” A=160m' 

99 

” 
広瀬川左岸

99 ” ” 
L=25m 

” 0.6 k + 87m -0.6 k + 112m A=lOOm' 

計 18カ所 - --
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8.5集中豪雨への認識をあらたに

宮城県仙台東土木志務所

61年8月5日の豪雨による七北田川の出水，被害状況，情報処理および河川改修経緯は次のと

おりである。

雨に関する情報ば仙台管区気象台発表の大雨注意報が8月4日l0時45分発表になり，

土木事務所の雨屈観測器によると 8月4日8時20分雨が降り始め， 20時40分には大雨洪水警報が

発令されたため，全識員が出動命令を受け，当事務所所管0)逍路，河川，海岸，砂防，その他施

設の被害状況の収集報告および応急措骰を行う体制に入った。

一方，雨は4日23時から 5日11時までに20呻 /H以上の降雨が12時間継続した。なかでも 5日

3時から 4時までに扮謳／ Hを記録し， 5日14時で総雨批は380皿となり，泉市将監でも 310mm

を記録した。

この降雨により七北田川の水位は時間を追うごとに上昇しつつあったので， 5日2時七北田川

に水防警報を発令，その後，仙台土木事務所市名坂水位標の警戒水位4,0mに対して5日5時に

は3.9mに達しさらにこれを超えるおそれが生じたため，新宿から中野堰までと 5日7時中野堰

から蒲生までの堤防危険箇所や溢水漏水箇所に水防団の出動を要諮した。

仙台市消防局は，嬰請以前から危険箇所と思われる場所に水防団を準備待機させ，水位の上昇

を見極めながら，水防活動の必要な所では水防団と地域住民とが一体となり，

とった。そのため最悪な破堤被害もなく，地域住民の皆さんはもとより行政側1ことっても不幸中

の幸いだったと思われる。

なお，被害概要は前述のとおりであり，復旧工事については，仙台市内県管理の河川工事6件

中5件が発注されて施工中である。また，七北田川河川改修は昭和23年9月アイオン台風の降雨

量に碁づいて計画実施されてきたが，その後仙台市近郊の開発，泉市山間部の団地開発等により

昭和54年全体計画を見直し，現在1,650nf／秒（福室）の計画高水流量で河川改修工事の促進に

努力しているところである。

地域住民の昏さんは過去の数々の災害のおそるしさをまざまさと体険してきているため，

の促進方については機会あるごとに請願されており，行政側においても毎年数億円の事業盛を投

入し改修に全力をあげているところである。中でも最狭窄部である福田大橋付近から今市栂間を

昭和57年度から一部用地買収，さらに昭和60年度からは福室地内（高砂支所裏）から上流に向か

って，河川断面拡巾のため中州土砂の掘削，談岸等の施工に努力しているひ
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3. 下水道

〔概要〕

昭和61年8月5日の大雨は， 4日午前10時から翌5日午後3時までの30時間と降雨時間が非常

に長く，しかも，降雨パターンとしては， 5日4時から同日 9時に最も強い降雨（強度32mm/ H 

-46mm I H・観測郡山ポンプ場）となる後方集中型であったため，下水管渠，河川などはすでに

流批が多いところへ，さらに降雨のピークが来たことにより，これら施設の流下能力を超えたた

め市街地をはじめ各所で溢水した。この溢水した雨水が合流，分流の別なくマンホールや取付桝

などから多最に下水道へ浸入し，ボンプ場・処理場の負荷鼠を増大させた。

ポンプ場施設は，降雨強度45mm/ H, 4年確率の降雨に対応できるよう計画されているが，今

回のように 200年に 1度といわれるような大雨では，排水能力の限界を超える状況となった。

〔ポンプ場施設の被害〕

今回の大雨によるポンプ場の種別（機能）ごとにその披害の結果を表ー 1に示したが，分流式

汚水ポンプ場の被害が目立つ。本来なら汚水のみを受け入れる容屈しか持たない施設であるの

で，このように想像を絶する浸入水には対応することができず被害を受けた。

処理区域外における排水ボンプ場施設に被害が多かったのは，すべて暫定的施設であるため，

発電機設備がなかったり，その機能も容量的に十分でないためと思われる。

表ー］ ボンプ場種別による被害

~---＼三 機 場 数
被 害 機 場

全面停止 運転確保 計

処
合流式ポンプ場 4 

゜ ゜ ゜理 分流式（汚水）ポンプ場 10 I 3 4 

区 排水ポンプ場 3 

゜ ゜ ゜域 低地対策ポンプ場 25 

゜ ゜ ゜内 計 44 I 3 4 

> 排水ボンプ場 8 3 

゜
3 

計 8 3 

゜
3 

合 計 52 4 3 7 

被害を受けたポンプ場について，被害状況と被害額などを表ー2に示したが，ポンプ場の全面

停止になった六丁目ポンプ場外6機場で被害が発生した。

また，この表には被害として表われなかった機場においても種々の危険があり，一歩誤まると
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椴能全面停止につながる状況の機場もあったc

表ー 2 被害状況と原因等について

賛贔二被害状況--」／旦~I 原 因 I復I日，対策

（贔`誓警認戸誓駆動〕
現場盤々内清掃

冒門，伍）
（照明器具，コ：＇
セント等交換 ） 
◎溢水した点検孔
の密閉化

発信器部整備，ケ

ープル交換

器具の交換，分解

整備

分解整俯i

麟ぶ嘩，モ・ークー

整備，盤内部品交換

部品交換等分解整

| ^^^1;’;；能力以上 il：解整伽器具交
換

最も披災の大きかった六丁目ボンプ場では．沈砂池室が完全に水没し合汚水ボンプ設俯3台は

下部中間軸受まで水没した。このほか自動制御用の計装設備，補機設備の冠水で全面ダウンとな

った。主ボンプは冠水のまま交互に連転して急場をしのぎ．この間に l台を応急復旧し？日22時

10分に本来の連転が確保されたc

その他の機場の復1Bについては，全面停止にならない被宮であったことや河川放流可能機場で

あることなどが幸いした。なお．ポンプ場施設の災害後旧費は約 9,800万円を要した。
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〔むすぴ〕

本市下水道の基幹的な機能をもつ六丁目ポンプ場の全面停止による影轡は非常に大きいので，

冠水状態にある主ポンプを限界まで迎転し，また，その複旧に当たっては市と業者が一体となっ

た復旧作業で短時間に機能を回復させることができた。

今回の大雨による問題点を直視し，貨重な体験として受け止め，施設面，体制面や今後のボン

プ場管理に活かすようにする考えである。

4. 公園・緑地

市内では大年寺山公園外9公園20カ所，河川公園9カ所が被害を受けた。

大年寺山公園の山腹崩壊では，周辺家屋に土砂流出の被害が起き，市では応急に土砂撤去を行

ったが，本復旧は宮城県農林事務所（保安林指定地区）および宮城県仙台土木事務所（砂防指定

地区）で施工している。

大年寺山公園と河川公園以外の公園の被害は法面崩壊で，園路・植栽地・市逍に土砂が堆柏し

たので応急的に土砂を撤去し，本復旧として法面整正，種子吹付等の工事を実施した。

広瀬川河川公園は 9地区で冠水，流木やコぼの堆戟，土砂の流出があり、流木の処理および広

場の整地を施工し復旧を完了している。

被害箇所・復旧費等は別表のとおりである。
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公園・緑地被害箇所

（単位：千円）
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5. ガ ス 施 設

〔ガス局施設への被害〕

ガス局施設への直接の被害としては．多賀城サービスセンターが床上浸水の被害を受けたか．

6日には業務を再開した。

ガス導管関係の被害としては．急傾斜地などの崩壊や家屋倒壊により．ガス専管の折損．露出

等が10件発生した。また，道路冠水などによりガス出不良が22件発生した。これらの被害箇所は

家屋崩壊など復旧に時間を要するものを除き， 6日中に修理をほぼ完了した。

なお．港工場においては．東北電力僻多賀城変電所の浸水により．電力供給が停止するおそれ

が生じたが． 5日午前10時から 6日午前10時までの間自家用発電機で対応し，製造．供給の確保

を図った。

〔需要家への被害〕

需要家先におけるガス消践機器への被害は，床上・床下浸水による点火不良の通報が88件あっ

たが，仮配管，ガス消費機器のオーバーホール・ガス等管の水とりなどを実施し． 11日までに点

検修理を完了した。

さらに，冠水した仙台市福住町・多賀城市伝上山・留ケ谷地区486件のガス消毀機器の自主点

検を実施したほか，供給区域全城に対してもラジオでスポット放送を流し，異常がある場合の連

絡の呼びかけを行った。

〔今後の対応〕

今回の豪雨では．宮城県沖地震の場合と異なり，ガス製造，供給施設に対する直接の被害は発

生しなかった。需要家先の被害も一部地区に限定され供給停止も数戸にとどまった。

しかし．急傾斜地などがけ崩れのおそれがある場所へのガス導管敷設については．改めて検討

が必要になったほか．冠水からガス機器を守る方法，供給停止区域の極少化をはかるための導管

網のプロック化の推進が必要となった。
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6. 上水道施設

（施設の被害）

上水迫の給供機能に障害を及ぼす被害はなかったが，取水・罪水・浄水・送配水の各施設に概

算2,200万円の土木被害を受けた。

披害状況等は次のとおり。

施設関係披害等の状況

施設区分 被害箇所襖被 状況 鴨應＇ 復旧状況
取水施設 国見水系苦地取水口巡回路 路面洗掘1,450戒

： 
560 61.8.20復旧

等水施設 ’’ 郡水管路排水路土砂埋没160柑
1.250 61、930,9 
； 

国見浄水場低区配水池盛土法面崩壊110"t 2,200 JG‘罰噂翌濯1,日
浄水施設

茂庭浄水場構内道路 ’’ 590戒 8,100 99 6 1. 1 0. 3 1 99 

送水施設 中原水系3号隧道入口 劉木および法面崩壊490叫 4.400 ;;6J. 9.30 " 

大年寺山系配水管路洗掘 307 H6L 8疇15 ll 

' 
茂庭水系肯葉山配水幹線管路土砂崩れ 355'. 99 6L 8, 13,9 

配水施設
国見水系第4貯水槽 切土法面崩壊 180戒 2,350 61.10.20 " 

国見浄水場構内溢水 溢水による床下浸水 2,800 62, J.15 II 

ii 
； 

22,322 ＼ 

（応急絵水の状況等）

上水道の匝結給水には全く支節がなかったが，市内の一部地城が停電となり，停電による揚水

ポンプの停止でピル等の受水槽の揚水ボンプが作動しないため，給水が停止した箇所や避難所の

生活用水の確保のため給水車を応急給水に出動させた。

昭和53年の宮城県沖地裳を教訓に受水梢給水のピル等には直結給水栓の設四を義務付けたこと，

停電時間が比較的短かかったことから大きな混乱はなかった。しかし， 53年以前建築のビル等に

は直結給水栓のないものが多く，また，高1叩建築物は水の運搬が容易でないこともあり，自家発

電設備の設置などの停宙対策の指郡を行うことが今後の課題である。
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応急給水の概要

月 日 出動時刻 給水車（台数） 出動従事者（人） 給水伍（吋） 主な給水対象

12 :oo- 福室小学校

8月5日 10 8 20 高砂小学校
19 :30 商砂公民館

福田町第一市営住宅

8月6日
5:30~ 

長町支所（公団住宅）

13:00 
3 4 6 福室第一市営住宅

伯捉軒

計 ＼ 13 12 26 --------

7. 電 ヵ 施 設

東北電力株式会社宮城支店

昭和23年9月のアイオン台風を上回る記録的な豪雨は，大和・大郷・鹿島台の3町を流れる吉

田川か，鹿島台町において 4カ所決壊するなど各地の中小河川の破堤いっ水となり，県内に大き

な被害をもたらした。

このため支店管内の各事業所も，床上90cmに逹した鹿島台出張所が16日間にわたって執務不能

となったのをは・じめ，多賀城変電所，塩釜営業所，気仙沼営業所が床上浸水となるなどの被害を

披った。特に多賀城変軍所は，浸水により機器類が冠水し 9,883戸の需要家に対し供給不能とな

った。

また，配電線支持物の倒壊．傾斜，流失などによる停電があったが，工事業者や他支店からの

応援を受け，迅速な設備復旧にあたった結果，最小限度の供給支障にとどめることができた。

復旧にあたっては作業員の足の確保，被害状品の把握や対策樹立に加え，土砂崩れや減水後の

電気保安対策，衛生対策など2次災害に備える対策の周到性が必要であった。

水害という経験の少ない災害は，予想を超える様相をもっており，当社ヘリコプターを使用し

た被害状祝の把握，需要家に対する PR活動，感電・漏電を防止するための保安停電，舟による

復旧作業等そのときどきに応じた適切な対応をはかることができた。

浸水した需要家の屋内電気設備については，感電・淵電1こよる災害の未然防止を図るため，減

水した地域から各戸の屋内調査を実施しその数は33,618戸に及んだ。
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〔被害状況〕

発電設備

発電所名 I最裔湖）カ 披 害 状 況

碁石川 1會500 水圧鉄管排水路の土砂閉塞

茂 庭 1,400 遠方制御ケープル支柱柱倒壊はか2件

人来田 1.220 放水口制水門電動機の損傷 l台

送電設備

送電所名 線 路 名 披 害 状 況

常磐幹線，陸前幹線，仙台A線， 鉄塔敷周辺の土砂崩壊 5カ所

仙 台
松協支綿，茂庭線令

五港線，鶴ケ谷洞遥 冠水 2カ所
i劫屯マンホー｝レ冠水，洞道の付帯設備損傷

配電設備

被害の内容 披害数 被害の内容 被害数

電柱倒壊折損
支持物

俎柱傾斜囁流失

電 線
高圧断混線

低斤 99 

〔供給支障状況と復旧状況〕

発電設備

発電所名 停止電力(kw)

三居沢 1,000 

茂 庭 1.400 

人来田 1、220

計 3,620 

i 

32 引込線 引込断線 11 

202 変圧器 損 傷 6 

， ｝ 高圧浸水不良 i
， 

計 器
12 低圧 99 634 

停止電力鼠(kwh) 停止時刻 i復旧時刻
2 9, 600 ～； : 8/5 9 : 5 8 8/6 15 :35 

52,600 ’’ I :40 99 15 :15 

48,190 ” I :30 99 11:00 

130,390 -
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送電設備

送電に支節をきたしたような送屯設備自体の被害は全くなかった。

架空線名

送電所名 線路名 No 被害状況 復旧月日

常磐幹線 Nn 61 土 砂 崩 壊 ， 月 30 日
陸 Hlj 幹線 Nu 28 99 8 月 5 日

仙 台
仙台 A 線 N• 232 ， 月 30 日99 

松協支線 Nu 7 99 8 月 7 日

地中線名

送屯所名 線 路 名 被害状況 復旧月日

五 港 芯々’k’ 洞道冠水ほか］件 ， 月 25 日
堤 通 線ほか マンホール冠水］90個所 8 月 20 日

仙 台
鉄 利 線 字 溝 損 但i 月国 府 u ， 5 日

鶴 ケ 谷 洞 道 洞道冠水ほか 1件 ， 月 25 日

配電設備

事故停電による停止戸数

営業所名 延停止戸数 発生日時 復旧日時

仙 台 2,832 8/5 3 :39 8/5 2 2: 10 

塩 釜 8,027 ” 5: 03 " 18 : 07 

白 石 222 99 7 : 2 5 8/6 I 5: 30 

岩 沼 2.630 99 6: 14 99 0:57 

泉 480 99 IO: 58 8/7 7:50 

計 14,191 

マンション等の地下電気室冠水による停止戸数

マンション等の名称 停止戸数 発生日時 復旧日時

ノーバスアーバンピル 45 8/5 5 : 3 3 8/5 14:20 

レンポー仙台マンション 75 99 6 : 4 5 99 22: I 0 

チサンマンション仙台第3 143 " 6 : 4 5 99 15:30 

日本住宅公団長町アパート 85 99 8 : 0 5 99 21 :35 
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保安停軍による停止戸数

99 99 
延停止戸数 発生 日時 復旧 日時

ムLI 4.622 8/5 JO :24 8/5 12 :40 

22,679 ” 18:04 I s/6 11:00 
8/13 

その他

約ヘリコブターの活動

通行不能箇所や冠水地域の被寄状況調査，バトロール，停軍PRなどは車両によるこ

難であったため．当社所有のヘリコプターを駆使し早期復1日に威力を発揮した。

その出動状況は． 8月5日から3日間で延18回24時間30分にも及んだ。

さ披災地におけるサーピス活動

投水披害があった地域を対象に、臨時軍気相談所の開設やサーピス訪問を行い，

内配線や屯気機器を点検し漏電に対する不安解消に努めた。

月日

8/8 

訪問戸数 対象地域

仙台．塩釜．多賀城

出動人員

8/6-8/8 

819~ 
~ ~ 

8/26 

計

l.700戸

2,300 

132 

600 

4,732 

鹿島台地区

99 
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〔復旧体制〕

今次水害の復旧にあたっては， 4日夕刻からの降雨の状況から栄雨か予想されたため， 5日早

朝には防災体制に入り，迫路・線路の冠水や土砂崩れによる影曹で，復旧要員の足がうばわれ現

場到香に困難をきたすなか，需要家側の安全を確認しながら，鋭意復旧にあたった。

非常体制発令状況

発 ＾ T3 
第 1非常体制

発令箇 所 解 除
第 1非常体制 第2非常体制 ヘ 切 替

宮城支店 8/5 s:oo 8/5 12 :30 8/7 12:00 8/12 ] 7 : 20 

仙台営業所 8/5 7 : 20 8/5 13 :oo 8/7 12 :oo 8/8 1 8 :oo 

石巻 99 8/5 9:40 8/5 17:00 

古川 ’’ 8/5 9 :15 8/5 1s:40 8/7 12:00 8/13 16 :oo 

本 店 8/5 8 :30 8/12 17:20 

変屯設備および配電設備の復旧には多くの作業員を要するため，岩手・山形の両支店に対し応

援を要諧した。

派遣された応援者は 227名（社員］27名．業者］00名）に逹した。

〔今次災害の特徴〕

復旧にあたっての大きな特徴点としては，次の諸点があげられる。

第 1は，設備被害は少なかったが，冠水のために電気安全を確保するうえから，保安停電をし

なければならなかったことである。

多賀城市の一部と福田町周辺は，冠水地区と非冠水地区とが混在し，これを早急に配電上の区

分をしていくことは困難な事梢にあった。しかし，これをこのまま放薗すれば感電・漏電事故を

発生させる可能性もあることから，県・市・警察等に連絡するとともに，ヘリコプターにより需

要家に対するPRを実施したうえ，一旦冠水地域全体の需要家23,180戸（鹿島台地区を含む）の

保安停電措阻を実施した。そのうえでP.C. Sの切分けなど深夜に及んで実施し，各戸ごとの絶

縁測定など安全を確認したうえ順次送電するという復旧作業であった。

第2は，被害状況の把握やPR活動にヘリコプターを使用したことである。

天候回復後直ちにヘリコプターによる被害状況．冠水状況を把握するとともに，地域の需要家

に対する保安停電の事前周知にヘリコプターやラジオスポットの活用による PRなど，復旧作業
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に大きな効果があった。またこの際撮影したピデオテープを県・市にも提供し．県'

画にも貢献することができた。

このほか．日頃の地域との連携が効を奏し，地元消防団からの自主協力があったこと

災害経験を生かして応援の早期要諮など，全般として復旧作業は円滑にすすめられ地域か

情，批判も少なく，信頼を維持したものと考える。

8. N T T 施設

NTT宮城支社

8月4日． 20時40分県内に大雨・洪水警報が発令されてから県内各局に緊急時の消報連絡体制

の確立．万ーに備え復旧機材等の事前確認など準備笞戒体制の指示を行った。その後， 5日4時

30分には阿武隈川下流洪水注意報が発表され，その周辺である岩沼・名取嶋大河原エリア

設備被害を防止するため局舎防水対策を中心に事前措薗を講じた。

また．大雨・洪水の影響で5日早朝から県南部中心に随所で国鉄疇パス等が交通遮断となり，

通勤前ということもあって問い合せ辿絡等の通話が殺到し，一部エリアでふくそう状態が断続的

に発生し電話がかかりにくい状況となったが．正午前にはほぼ正常にもどった。

5 日早朝から戦員の呼び出し等により体制を整え，各局の被害•おそれ状況の点検確認を行い

情報収集に努め，被害•おそれ規模の大きい局所へ隣接局戦員の応援を含め支援体制をしき通信

設備の確保，局舎防水対策等の応急措爵を行ったs

しかし，河川の増水・氾濫が予想以上に大きかったこともあり、中でも丸森地区の小斉電話局

の通信設備が冠水し交換機機能停止，鹿島台地区床上浸水．梱ヶ岡エリア仙台東部床上没水によ

る電話機・ケープル等の損傷などが大きな被害であった。

このように県南部．中部，北部にわたる広域災害の形となり．万全な復旧体制をと，，たが道路

の冠水や交通渋帯のため．後旧機材の迎搬．復旧班の現地到達がなかなか思うようにいかず複1日

に手間どった。

その後雨も上がり水も引き始め復IB活動も順調に進み，連日の徹夜作業等を行った結果，鹿島

台地区を除き 2日後の7日にははほ完了した。また，鹿島台地区については水の引き始めた9日

から劣悪な作業環境のもとで本格的な復旧作業を行い．一週間後の15日予想以上に早く応急復旧

完了した。

今回の広域災害・通信設備被害に際し迅速な復旧作業｀特設公衆電話等の設皿を行ったことに
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対し地域住民の方々から感謝の声が寄せられた。

本災害を教訓にし．さらに電気通信サービスの維持向上に努めていきたい。

仙台市および周辺の通信設備被害状況

被害区別 被害数（仙台・泉エリア） 記 事

一般軍話機 400台 床上浸水等による損傷
電 話 機 損 傷 ピジネスホン ]028セ台ッ） ト 主として梱ケ岡エリアの仙台東部(47 

電 柱 の 傾 斜 31カ所 河川の増水・氾濫

お よ び 倒 壊 61本 土砂崩れ等による

架空ケープルの損傷
12カ所 倒木等による拍傷

43スパン（約 I.800m)

地下ケープルの損傷
3カ所 迫路陥没等による
5区間

9. 交通運輸施設

(1) バス運行状況

〔市営バス〕

バスの輸送については．始発時より路線障害の発生が相次ぎ． 8月5日午前］2時現在で全面通

行止19路線．折返運行10路線．経路変更2路線と市民の足が乱れた。

交通局では．市民に対する広報．情報の収集体制を強化し．きめ細かな路線巡回を実施する等

安全な運行の確保に努めたが．その回復にはなお 1週間余りを要する結果となった（別表参照）。

この大雨により自動車運送事業が被った損害は．東仙台営業所塩釜出張所の冠水による施設被

害約 JOO万円．迎休等による運賃収入減は約2,000万円にのぼっている。
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市営バスの運行状況
仙台市交通局

辺 ff 竺桁ぶ土し汀状細:;::'；細細鈎~愛況更

• • • • • • 路・'” ”~ ~Aビ^線心^へ9-, 名・・” 8心人•時・・―・現・…在"' 四 必ー:-8;月~"6 日マ丹—嘩9̂l ……8・ 時̂^’ 現在":~― ト-98月
8月j4日午li:l8時現在

塩釜 運休＊
＊ 

祗生 述休 糾田町
＊ 

硲 砂 述休.* ＊ 

9バ^, Jit m L 哨休 湘 ＊ 
＊ 

[I 勁 JI(I9月地 粍速虹浙返し 犀遅支局折返し 叶9 ＊ 

h'il1i町四 T 日 ” ” * ＊ 

四郎丸 ＊ ＊ ＊ ＊ 

采四郎）L * ＊ ＊ 
＊ 

＊ 

北 努 宮履；；i折返し 叫訟折返し ＊ ＊ 

ー の 介 二の紅～相の釜1叩I逃休岩沼：：：の灯～相の釜問述体岩招 ＊ ＊ 

～：：の倉nl1折返し ～二の介問折返し

58 

閑 . i•• 休 閑上中学校暉返し 新道経由に変更 ＊ 
＊ 

ti. ,1 体 大日堂削折返し 大日堂前折返し ＊ ＊ 

妥 品 体＊ ＊ ＊ ＊ 

東部 T. j り t•II l11線 原町経 1り述休 原町経由芯彼町経由に変更 原町経由志波町痴1に変更 字
＊ 

ぷ披町粋由 中央市屈祈返し 志設日）経由 東部：［I品団地 志波町経ti] 東部工場団地

折返し 折返し

新 浜 線 北足敢折返し 岡田郵i梃局折返し 岡田郵便局折返し ＊ ＊ 

深 沼 葛 泥井折返し ＊ ＊ ＊ ＊ 

今 泉 , t3 村 線 三ッ橋折返し ＊ ＊ ＊ ＊ 

H 辺 舘 ，， ＊ ＊ ＊ そ

藤田三＊塚揆 ” 門詐折返し ＊ ＊ ＊ 

窃 館 祝 裔畑経由農業セソター折返し ＊ ネ ＊ ＊ 

住 吉 台 搾 北抽台経由中山吉戚折返し 北仙台経出中山吉成折返し ＊ ＊ ＊ 

七北田・江経由に結即 七北田・窪経由に詰節
： 

“ 
岡 稼 仙台邸折返し 仙台硲折返し 仙台硲折返し 仙台屈折返し ＊ 

府 沼 粒 雨仙台（宮）折返し ＊ ＊ ＊ ＊ 

大沢 ， 芋 沢 稼 1・大沢赤坂～芋沢明神lllJ遵休 大沢赤坂～芋沢明神間逃休 大沢赤坂～手沢明神間運休 大沢赤坂～芋沢明神l'I追休 ＊ 

術只位を直逸便に変貝 循環便を虹通便に変更 術閃便を直迅便に変更 循田仮を直通便に変更

生 出線 均取～286号線経由に変庚 鈎取～286号線経由IC袋更 鈎取～286号腺経由に変更 ＊ 

名取ニュークウン線 名取葬便局前経由9C亥更 笥涅経由に変更 箱塚経由に変更 箱塚経由に変更 ＊ 

定期観光•松島緑 逍 休 仙台駅～六丁，，目～臣業道路 仙台駅～六Tの目～注業迅路 ＊ 念

～多四城～塩釜に変更 ～多百城～塩釜に変更

そ の 他 志波町経由9ふ全便述坊 1新 志放町経由は．全使追坊•新 ＊ ＊ ＊ 

寺四丁目経由に変更 寺四丁目経由に変更

（儀考） ［＊J印は，復帰済



〔宮城交通〕

宮城交通株式会社

昨年8月4日夜半から 5日にかけ．県南の丸森方面から県北の気仙沼方面は時間的に相当開き

のある降雨であった。

当社は全県で平常 168路線647系統4,353便の連行であるが， 8月5日は，道路決壊あるいは

冠水などで 104路線359系統 1.785便が迎休した。その他途中折返しおよび経路を変更して運行

したもの 201便あった。

仙台市内線および他の市町村から入ってくるバス路線は49路線296系統 1.750便あり， 8月5

日は28路線 145系統578便が運休した。また途中折返しおよび経路を変更したもの 130便あった。

翌6日まで引続き迎休した路線は，国道45号線扇町地内の排水が遅れ仙塩線仙台～塩釜間は 6

日16時開通したが，国鉄仙石線も巡休のため，開通まで利用者から運行開始の問い合せが続いた。

バス車両の被害は塩釜営業所構内で72両，吉岡営業所で 1両が運行中浸水したが仙台市内での

車両の被害は皆無であった。

利用者への影碧は全社で4万9千人仙台市内は 1万3千人であった。

(2) 国鉄

仙台鉄道管理局

台風10号は．仙鉄局管内，なかんずく宮城県下に記録的な集中豪雨をもたらし．鉄道施設等に

甚大な被害を及ぼした。

8月4日夜半近く奥羽本線が運転中止となったのを皮切りに，東北本線をはじめその他線区に

おいても線路冠水．法面崩壊等により運行不能となり，東北新幹線もトンネル内の堀水により迎

転中止となるなど， 8月5日朝8時頃には管内全線がストップし完全なマヒ状態となった。

このため，旅客列車が930本，貨物列車が 243本運休し，その間バス．タクシーによる代行輸

送に努めたが，減収額は 2億 600万円1このぼった。

一方．鉄道施設等の被害は，線路・電気設備の冠水，法面崩壊．電柱傾斜など 127件発生し，

被害額は 9低5,400万円に達した。

仙台市内においても，広瀬川鉄橋の洗掘をはじめ築提崩壊，線路冠水等で各線がマヒ状態に陥

人り，とくに．岩沼駅構内が完全に水没し．また多賀城駅が冠水するなど．仙台市周辺線区におけ

る節害により，復旧まで多くの日時を費した。
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仙台市内の国鉄施設被

区 間 等 金額 区 間 等 金

仙台～東仙台間（下） 355K730M I 696吋仙台南現業事務所(3F機関区）天，
付近築堤崩壊

東仙台～岩切間（上） 357K369MI 161 Ii喜喜悶贔線中継所フェンスその
付近線路冠水 他

長町・仙台間348K694M付近広i
瀬JII梃りょう根固め工
仙台纂東仙台問（下）355K 730M I I,300 i仙台述転所焼却装骰災害復旧
付近路盤災害復旧

仙台訳南地下道外1冠水 I 1,480 I仙台鉄道病院本館床その他
仙台梱ヶ岡第 1号アパート排水こ¥ 1,200 

う災害

1,200 

300 

500 

360 

計 55,657 

(3) 地下鉄施設の冠水とその対応

地下鉄施設については，災害の発生当時，八乙女～五ツ梃間およ

木工事は全て完了し，路面の復旧も終了していたが，残る愛宕橋～長町間については，全て開

削工法による施工区間であり路面については一部の埋め戻し仮復旧が完了したほかばまだ

覆エ板による覆工の状態であった。また同区間の4駅には，建築工事等で使用中の資材搬入

口がそれぞれ1~3個設四されていた£

このために，下水道が排除しきれずに路上にあふれた雨水が，毅工板を通して浸入し資材

搬入口から駅構内へと流入したものであった。

長町南釈については，埋め戻しも完了し，搬入口も既に閉鎖されていたが．隣接する長町駅

に浸入した水か勾配の関係でトンネルを通じて流入し，駅構内が冠水する結果となった。

個別的な災害の状況および復1日については，別表のとおりである。
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地下鉄排水経過

I~ 8月4日 8月5日 8月6日 8月7日 8月8日 8月98 8月10日 8月11日 8月11日

s:oo 20: 40 21'.00 5;00 8 :00 10:00 14:00 14 :oo 9'. 00 9 :oo 9 :oo 9 :oo 9 :oo 9:00 I 2 :oo 

仙台駅 椅閉m 椅閉m 排水完了
3,000,,/ 

出入口に
五ツ橋駅 大 各

仕のう処E
工

降
雨 区 降

9ゞ 出入口に
ホ3水0ばームま上でも 冒m 杵閉m 椅乳 誹水完了愛宕梃駅

土のう処廷洪 卜 8,000 ol 
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雨 ゜ 雨

水 I 
ポンプ増氾

河原町駅 9レ

旨示
警 指

開 示 終 ＂ ~ ~ ~ ~ ~ 
L__  ___ ---

長 町 報 ホーム下でも 誇m 水流2（.下深不0水可mに）カ
水深 杓已 水!0.深7m 椅？m 誹水完了o~ ま 1.4m 

一丁目駅 異 水 IO.ODO示

始
発 常

了

な

戸3.7m 水流3（.深下不7水m可）に柏泳13.深0m 性？m h尻 水I.深Om 屈mホーム上ま
麟ホーmム上まで 排水完了長町駅 令 し

で没水 50,000 r,/ 

ボンプ増品
位ホばームま上でも 戸3.0m 水流3(.深不F0m 水可に）t 水深 戸J.6m 

泳深
水0.深7m 
加菜
相f水完了長町1村駅 2.3m 1. 0 m 0.4m 

旨示 36,000nf 



地 下 鉄 の 被 害 状 況

災害発生

年月

災 の

力

設施
設
た

施

夕路

―

モ5
 

>->

B19Bl,

'

5
 

ー6

.

 

和

月

月

昭

8

8

被雪箇所 災害の概況 応急措霰の概要
復

月

日

日

被 額

ハ乙女駅と黒松

駅問で0k 880 

況付近

ー

6
2
,
I

愛宕椴駅付近8

k 820mから9

K 42Cm間およ

び長町一丁目駅付

近JOk 070mか

ら11k 020m間

と長町駅から長

町南駅11k 200 

mから12k810 

磁

真美沢高架橋に近接し

ている西側の法面が幅

7m高さ 3.5潤士紐に

して約20吋崩壊し含高

架橋の側の溝を埋めた

没水のため，軌道施設

が汚9tされた

長町一了罪沢付近i道床用砕石述搬のため

溝を原形に復旧し，崩 1昭和6l年

壊した部分に盛土をし 8月30日

て板柵土留および法面

に植栽をした

軌道施設の水洗いと消

毒をした

排水完了後に車底まで

9月lO日

9月308

三命そ；；；450 
餅

計
一
命

450

誓

考

9,500 

4,00() 



と長町駅の間の 当局が貸与していたモ 運搬し，補修をする。

北行線!Ok950m ーターカーが浸水によ なお，モーターカー

付近 り約 1.5m水没し，稼 は当局より代替のもの

動できなくなった を貸与し．工事工程に

影密ないようにした

8月5日 停留場 愛宕橋駅 ホーム上より80cmまで 排水完了後，冠水した 8月25日 3,820 3,820 

冠水したため，ホーム 部分を水洗い消掃し．

上にあった仮設資材等 消毒した

が水没し，駅舎内が汚

損した
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長町一丁目駅 ホーム上より40cmまで 排水完了後，冠水した 8月25日 4,200 4,200 

冠水したため，ホーム 部分を水洗い清掃し，

上にあった仮設資材等 消毒した

か水没し，駅舎内が汚

損した

長町駅 ホーム上より 200cmま 排水完了後．堆稲した 8月30日 9,300 9,300 

で冠水したため．建築 山砂を駅舎外に搬出，

I資材および仮設資材等 冠水した部分と建築資
か水没し駅舎内が汚損 材等を水洗い清掃し，

i 



災害発生 災害の 復 旧 披 害 額

被 箇所 災 (]）概況 応急措置の概要 備考

年月日 生じた施設 年月日 応急費 復旧費 計

` 干円 子＂ 干円

した。さらに路面の埋 消毒

め戻した山砂が雨水と

ともに流れ込ふ軌道

部分に約60吋堆栢した

8月5日 停留場 長町南駅 ホーム上より 120cmま 排水完了後，冠水した 8月20B 4,600 4,600 

で冠水したため．ホー 部分を水洗い清掃し，

ム上にあった仮設資材

等が水没し，駅舎内が

64 

汚損した

駅舎設備 愛宕橘駅 給水ボンプ2 ホー ォーパーホ ）レ，交換 lO月31日 900 900 

ム下配管，ダク I・,電 および乾燥，清掃

気配管等が冠水

長町一丁目駅 ホーム下配管．ダクト， 乾燥． 10月31日 500 500 

シャッター，器具類が

冠水

エレペークー設備が冠 部品交換，洗浄 12月20日 3,500 3,500 

水



エスカレーター設備が 部品交換，洗浄 12月20日 3,400: I I 3.400 

冠水

8月5日 駅舎設備 長町駅 消火ボンプ他11台が浸 オーバーホー）レ，モー 10月31日 3,800 3,800 

水 ター交換

圧カスイッチ等計装類 点検清掃および交換 JO月31日 1.200 1,200 

が浸水

電気配管配線器具顆浸 取替え，乾燥および清 10月31日 JOO 100 

水 掃
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エレベーター設備浸水 部品交換．洗浄 12月20日 8,800 8,800 

エスカレーター設備浸 部品交換．洗浄 12月20日 5,300 5,300 

水

8月5日 駅舎設備 長町南駅 排水ポンプ等ポンプ7 オーパーホール，モー 10月31日 4,000 4,000 

台および消火栓ホース， ター交換および点検，

ホーム下配管ダクト等 乾燥，清掃

が浸水
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計測検器，ケープル類

浸水

エレペーター浸水

エスカレータしー没水
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コンセント配笥床下

ケープルラック・通信

ケーブル，幹線ケープ

)いホーム電話器箱，

資材等が冠水
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長町駅

9月30日

長町南駅 分電盤，接地端子盤， 消掃および交換 10月31日

MDF,非常コンセン

ト，幹線ケープル，

床下接地線，ホーム電

話器箱，配管，配線，

照明器具が冠水
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霞車線路設 愛宕橋駅～ 高圧配電線，専用き電 清掃および交換 9月30日 5,200 5,200 

備 長町南駅間 線，定圧幹線，中間ポ

ンプ所用電源および資

材の冠水

8月5日 運転保安施 仙台駅～ ケープルラック冠水 洗浄 12月15日 33,400 33.400 

圭R 富沢駅間

長町駅 ケープル端末部冠水 工場にて精密検査．ー

部再製作および再施工



災害発生 災害の 復 旧 披 害 額

被害箇所 災害の概況 応急措闘の概要 備考

年月日 生じた施設 年月日 応急費 復旧費 計

千円 干円 干円

8月5日 運転保安施 長町南駅 継電器室機器床上75cm 工場にて精密検査，一

，，，， q又 浸水．現場機器．ケー 部再製作および再施工

プル端末部冠水

通信施設 長町南駅 ケープル冠水 絶縁試験，一部再施工 IO月31日 465 465 

計 156、108 156,108 
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v 一般施設の被害および復旧の概要

1. 文 教 施 設

(1) 学校施設

市立の学校施設が受けた被害としては．市東部地域の床上・床下浸水によるものと，仙台女

子尚業高等学校東側の法面崩壊が主たるものであった。

一般住宅の披杏の大きかった高砂地区では．高砂小学校，高砂中学校がともに床上浸水し．

高砂小学校では校舎が床上 10cm,プレハプ校舎が床上30cm,校庭の冠水は80cmに及んだ。高

砂中学校でも同様にプレハプ校舎床上30cm,校庭冠水60cmであった。また両校とも受水槽ヘ

の汚水流入があった。復旧費は消掃消森，．：1： ・じゅうたんの取替え，水釘検査等で両校合せて

約100万円だった。

流浜地区の流浜小学校も給食室．幼児学園．廊下が 1cm床上浸水し．沿掃消沿に若干の経費

を要した。

宮城町芋沢の仙台女子廂業裔等学校では．東側法面が巾 50rn,高さ 40mにわたって崩壊し

市道に土砂が流出したため．市道を部分的に交通遮断．仮設迂回路を設けるなどして，交通に

支節のないよう対処したが，法而の本複l日には 5,100万円の経費を要した。

上記の学校以外でも．部分的な雨甜り等の被害が40数校で見られた。

なお，人来田中学校旗立分教室がある宮城県さわらび学園では．施設西側の山と東奥の女子

寮の裏手で土砂崩れがあったが，建物への披宮はなかった。

県立の学校施設では，宮城第三女子高等学校ほか 3校で法而崩壊による土砂崩れが見られ，

また仙台第一高等学校の地下機械室が冠水による被害を受けた。

私立の学校・幼稚園においても，高等学校3校．幼椎園6園が大きな被害を受けている。

〔学校施設の被害状況〕

市立学校

学 校 名 被 害 状 況 被 害 額

（小学校）
千Pl

高 砂 小 校舎 (RC) 床上 10cm 1,400面 278 

プレハプ校舎 床上30cm 120面

受水槽への流入 6.5 l 

旅 浜 小 給食室，幼児学園 床上 1cm 320 n/ 16 
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学 校 名 被 状 況 披 杏 煎

（中学校） 干SJ

砂 中 プレハプ校舎 床上30cm 410面 715 

（高等学校）

女 倍i高 法面崩壊 巾50mx高さ 385m#1,925吋 51,000 

計 52,009 

人旗（県立管来理分施田教設）中室
土砂崩れ ， 7,500 

県立学校

披 状 況

l,600 

宮三女高 法面崩壊 42重9m 5,800 

向 山 高 法而崩壊 長さ 365 m 5,126 

仙台西高 法而削壊 さ 18,0m 2. !45 

（短期大学）

宮牒短大 法面崩壊 218. 5 m 4,340 

計 19,011 

私立学校・幼椎園

学 校 名 被 害 状 況 被 営 額

（幼椎園） -9ー1'

ゆり かど 園舎床上没Jjく 3, 209 

愛 児 第二園庭土砂流入 2,220 

蒲 町 園舎床上没水 2,286 

＂Iよぐ、 郷 園舎床上投J)＜ 3,597 

小さき花 園舎床下没水 228 

旭 ケ 丘 園庭表土流出 98 

計 i 11.638 
（高校） 1 ! 

！ 

開f%9贋 地下ボイラー室没水 6,800 

東 北 高 地下室高圧配屯盤没水 3,000 

聖ウルスラ学院 地下ポイラー室暖房施設没水 10,000 

計・ 19,800 
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12) 教育施設

中田学校給食センターでは，放流先である名取川の増水による逆流水で地下機械室が満水に

なり，浄化槽の機能がストップしてしまったため，翌朝機械室の排水作業と梢掃消沿を実施，

また送風機，照明設備等の屯気系統にも異常が認められたので複1日工事に着手した。工事費総

額は 172万円だった。夏休み期間中の災雹であったため給食業務に大きな支節がなかったのは

不幸中の幸いだった。

その他教育施設25カ所中9つの施設において，雨漏り等の小規模な被害が認められた。

(3) 文化財

仙台市指定有形文化財である大年寺惣門は，数百段ある階段上部から滝のように流れ落ちて

きた大凪の流水により，惣門が建っていた砧礎地盤がえぐられるように没食された。惣門の保

存に大きな影惣が及ぶおそれがあったため，工事費 123万円で周辺部の排水工事を施行した。

2. 社会福祉施設

(1)保育所

今回の大雨では，福田町保ff所（床上 13cm投水）と袋原保育所（床上21cm没水）が大きな

被也を受けた。

当日の夕方に水は引けたが，近隣家庭のトイレやし尿浄化槽などの汚水が流出したため非常

に不衛生な状態だった。そのため，翌 6日は，両保育所とも緊急に休所とし，保育課からの

応援職員8名と保育所職貝が，汚水に没った所内や遊具等のil9jiliii'i掃にあたった。

特に，調理室や児窟が手にするような物については，念入りに梢湘などして，翌日からの正

常な保育所巡営を目指し作業にあたった結果，保育可能なまでに復旧できた。

保育所の被也状況

保育所名 被 古 状 況 被 苫 額

福田町保育所 保育所内床上 13cm没水
千円

保育室板床 没水により使用不能 243,000 

廊下・玄関塩ビシート 没水により俵lj離 449,000 

浄化栖冠水により故齢 420,000 

屯気掃除機 没水により使用不能 23,800 

計 I, 135,800 
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保育所名 被 状 況

袋原保育所 1 保育所内床上21cm浸水

廊下塩ビシート 没水により剥離

覺浸水により使用不能

階段ジュータン 浸水により一部使用不能

保育用マット 浸水により使用不能

電気掃除機浸水により使用不能

食器消毒庫投水により故節

計

被 害 額

32,000 

33,750 

3.000 

15,800 

27,000 

20,000 

131,550 

袋原保育所

(2) 単身老人福祉住宅

単身老人福祉住宅では，入院中の者を除く 13世帯が袋原小学校に避難した。

8月5日住宅全体が床上没水 (15cm)し居住不能となったため，翌6日も避難所に襄泊り

することとなったD

乙のため住宅の複旧作業が急がれ，民生局各課の応援職員により，汚損した悦の搬出，

帯の家具の移動，床の洗浄． 2回に分けての消甜の実施，住宅課からベニャ板の配付，業者に

よるガス器具の点検箪周辺のゴミの処分や骰の廃棄等の応急処誼により， 7日から入居可能と

なった。
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なお， 8月中に悦の入替え，襖の張替えなどを完了している。

復旧費には 113万円を要した。

3. 衛 生 施 設

葛岡硲園が園内の各所に被害を受けた。被害は主として募園の法面崩壊であり，そのほか荒造

成状態の経域に流水による洗掘が随所に見られた。大きな被害箇所は次のとおりである。

法面の被害 4カ所 2,547 rr/ 

側渦の被害 1カ所 50 m 

復旧については，側溝部分は終了し．法面の復旧については2カ所 1,448面が国の補助が決定

し．その他については復旧工事進行中である。

なお，葛岡器園の土賀は重粘土質であるため．透水性が極めて小さく．今回のような大雨によ

り被宮を受けやすいこと，また，流造成状態部分を今後造成する場合のよい参考となった。

〔防疫対策〕

1. 浸水家屋の消毒等

Ill 没水家屋に対しては，保健所で家屋・器具等の消森方法の指祁・相談に応じるとともに．

保健所・支所等を通じて消沿薬の無料配付．消滋機器の無料貸出しを行った。消毒の実施に

ついては次の地区を除き．各地区の町内会・各戸で対応するようお願いした。

(21 高砂地区．中田地区で一般住宅の床上没水家屋が集中した地城には，保健所・支所・環境

公害部の職員を動員し，泉市からの人員・薬剤・器具等の応援を受け．さらに，民問消甜業

者に委託をし，床下等の消甜を実施した。 (8/7-8/11 1.847世帯消毒実施）

(3) 扇町地区，日の出町地区の没水事業所集中地区については．東保健所と浸水地区内にある

市の施設である動物管理センターにおいて消甜薬の無料配付，消沿機器の無料貸出しを行い

広報車の巡廻等で，薬品配付場所の周知に努めた。消毒の実施については．各事業所で対応

するようお願いした。また，側溜の消甜については，退水および道路の消掃を待って，民間

梢甜業者に委託して実施した。 (8/9実施）

2. 消毒薬品配付状況等

(1) 配付期間

(21 配付場所

8月5日～8月28日

北保健所，南保健所，東保健所，動物管理センター，中田支所，

西多賀支所，生出支所，六郷支所，七郷支所，高砂支所，岩切支所
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131 配付薬品

床上浸水：消石灰，逆性石けん液

床下浸水：消石灰

くみ取り便所： クレゾール石けん液（くみ取り後の周囲）

台所および手指： 逆性石けん液

141 薬品配付数凪等（支所・動物管理センター分を含む）

北保健所管内 南保健所管内 東保健所管内

クレゾール石けん液 150 I, 106 2,885 

逆性石けん液 108 982 755 

消 石 灰 67 1,046 I, 762 

消沿機器貸出し件数 7 4 13 

{]"" 

2,875袋

24件

（クレゾール石けん液，逆性石けん液は500~瓶入，消石灰は 20 kg入り。）

(51 薬品配付世帯数

北保健所管内 218 

南保健所管内 4,693 

東保健所管内 5,057 

計 9,968 

3. 飲料水の安全性確保

Ill 井戸水の水質検杏

汚染されたおそれのある井戸については，保健所で指祁・相談に応じるとともに，検杏用

の採水びんを保健所・衛生試験所で準備し，希望者には無料で水質検査を実施した。水竹検

査の結果，飲用不適となった場合は，保健所で指羽を行った。

(21 筒易給水施設の水竹検査

保健所で節易給水施設の立入り検杏を実施し，冠水した受水楷について無料で水質検杏を行

い，併せて維持管理について指祁した。

131 水質検査状況

〇 飲料水検査受付件数

紺j生試験所 北保健所 南保健所 東保健所 合 計

47 

゜
24 11 82（適40，不適42)

〇 水殺菌剤 (600叫入）配付数紐 13個

4. 床上浸水集中地区の重点監視

保健所で食品関係施設，筒易給水施設の立入り検査を実施し，術生而の指祁を行った。
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立入り検杏件数

食品関係施設 205件 (8/6-8/23)

簡易給水施設 61件 (8/8-8/11)

5. 広報活動

保健所と環境公杏部で，床上没水集中地区を重点に，消森薬品の配付および食中沿．伝染病

予防について広報車で広報を行う一方，市政だより．報道機関を通じても広報を行った。

(8/6-8/[5) 

〔保健予防対策〕

8月5日

北保健所

0 片平リバーサイドマンション避難世帯巡回相談・指祁

片平丁小学校に避難している 9カ月の乳児を含む 5世帯を，保健婦 2人が救急薬品， ミ

ルク，おむつ等を持参し相談・指祁を行ったが健康状態に異常はなかった。

。追廻住宅床下汲水世帯巡回相談・指祁

保健婦2人が，追廻の床下没水地区を重点的に 39世帯，有症者3人，便梢・水道を巡回

調杏し相談と指郡を行った。

南保健所

0 健康状態確認

機能訓錬対象者等に対し屯話で健康状態を確認した。 (38件）

東保健所

0 チラシの配布

日の出町ニ・三丁目，新田地区の一部および高砂地区について，飲料水・飲食物の取扱い

の注意事項を記載したチラシ l1.000枚を配布した。

8月6日

北保健所

。追廻住宅再度巡回相談と指祁

町内会長宅および追廻診脱所を訪問し． 1汁1,iを聴取した。被災による有症者は出ていない

との梢報を得る。

哀たきり老人，乳児宅訪問でも異常なし。

南保健所

0 袋原・四郎丸地区巡回指祁

避難所になっている袋原小学校において，高齢者20名について健康指報（血圧測定等）
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った。

袋原住宅で血圧測定 12名，クレゾール石けん液の配付。

東四郎丸住宅集会所で外傷者の手当，救急薬品の配付C9

健康状態把掘のため六丁目町内会を巡回指祁む

0健康状態確認

管内保健指祁対象者に対し健康状熊を雷話で確認む (11件）

七郷保健センター機能訓練対象者の健康を確認0 (2件）

東保健所

0被災地区の訪問と調査

高砂地区150世帯と岩切地区11世帯を訪問し、健康状態を謡査したも

8月1日

南保健所

0 巡回指専

七郷保健センター管内を保健姉が巡回訪問し指迎した。

0健康状態確認

管内の老人グループについて，電話で健康状態を確認したも (5件）

東保健所

Q 高砂，岩切地区の訪問と調査

8月8日

南保健所

も巡回指郡

東袋凰袋原，阻郎丸0)市営住宅と四郎丸大宮地区を保健婦が巡回指祁。

東保健所

0高砂公民館に蝕康相談所を開設

8月9日

南保健所

0巡回指蒋

中田地区を保健娼が巡回指速し， 7名の健康状態を調査した。

東保健所

0健康相談
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4 清 掃 施 設

栄雨は，北栢掃事業所など5施設に被害を及ぼした。

最も被害が大きかったのは，小鶴消掃工場で，管理棟・工場棟が床上浸水35cmとなり，地下室

に設骰されている重要機器類をはじめ諸設備が冠水し，焼却炉が巡転不能となり，復旧に 1カ月

以上を要した。

施設ごとの被災概要は次のとおりで，被害額は 9,000万円を超えた。

ii,I掃施設の被害状況と複旧状況

施 設 名 概 況 被害額（囀

構内＆水 Im,犬猫焼却場の焼却バーナー等が冠水，焼却
北油掃事業所 1,500 

不能，複旧工事の結果8月25日より平常業務に後帰

構内没水］ m, ごみ収集車両 30台冠水，整備点検後，翌
東沿掃事業所 69 

6日より収集開始（内 1台運転不能）

構内没水70cm, 管理棟・工場棟床上 35cm, 機器等が冠

水，焼却炉巡転不能，復1日エ1Iにより 9月16日運転開始 75,068 
1Jヽ雀gii'i h} ］: J・t} 

復旧エ •Ji中の市民搬人ごみは今泉梢掃工場で受付処理

汚水迎搬バキューム車冠水整備点検 309 

地F集水行土砂流入，取付道路法面土砂崩れ，場内整備工

石梢埋立処分場 1i用車両の通路の決壊。廃棄物の搬入には支11,;1ないので当 6,000 

日より搬入受人れ

森郷排水処理施設 法面崩壊，返送管切断，側溝の倒壊，沈下 7,100 

i、I 90,046 

災害ごみ， し尿処理への対応状況は次のとおりであった。

〔災害こ＂み〕

栄雨被古が出た東部・南部を中心に水をかぶった49i:，家具，食品等の被災ごみが約9,200t 

C 8/6-8/31)排出された。

市では災也ごみに対応するため， 6 • 7日の河北新報に広告を掲載，冠水した骰，家具類は石

積埋立処分場に，食品等の生ごみは今泉梢掃工場に搬入すること，搬入できない場合は町内会

等でとりまとめて巾込むこと等，混乱のおこらないよう周知するとともに，非常時体制をとり，早
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朝収集．今泉清掃工場・石積埋立処分場の搬入締切時間の延長，土曜日の平常勤務体制等で，災

害ごみの処理にあたり，手数料も無料とした。

また，焼却処理I>::ついては小

鶴清掃工場が被災，焼却は今泉

沿掃工場だけになったので，予

備炉も加え処理能力を1日600t

に増強した。 しかし市民による

災害どみの搬入は，消掃工場の

処理能力を超えて滞留が著しく

なり．近隣の市町に協力方を嬰

諮し，泉市．富谷町の焼却場お

よび利府町の森郷埋立地で家庭

ごみを処理した。

施 別ごみ搬人状況
(8月6日～ 31日）

施設名 災密ごみ I通常ごみ
今二；；~! 20,277 

t 

I 
2,459 i 6會057
i 
I 

-I 1s5 I 1s5 

竺竺庭竺E心rI--]ロニ°I 
計 1,•五；丁~;,698

泉市焼却場

3,598 

t 
14,634 

名
な
＂

26, 939 

搬人台数

1 l,470 
合

3,192 

96 

2 27 

14,986 

※森郷埋立地は 9月以降使用。

（し尿処理）

桑雨災害により東部・南部地域の住宅等は床上・床下投水となり，

水が流入し，

市ではこれらに対応するため，委託棠者2社の他，市内の浄化槽柑掃業者や隣接市町の泉市，

宮城町，隣県の山形市にも応援を要油し，

8月5日は迎路の冠水や委託業者の車l車没水等により作業は進まず，翌6日から没水住宅の満

杯となった便槽を甫点的にくみ取りや

なお，

し

月 El 

8
 
5

6

7

 
8
9
1
0
一計

10,150件 (8/5-8/J0)もの臨時くみ取り巾込みの屯話が殺到した。

3,014 

921 

478 

231 

14 

10,150 

それぞれの市，

その他の住宅でも便槽に雨

町のii'i枷業者の協力を得た。

また旱急に全披杏使糟をくみ取るため1便梢当たり約50%

程殿の収集鼠こ1,，． 8月10日で申込み分のくみ取りはほぼ完了した佑

くみ取り手数料は無料とした。

尿臨時 ）
 
ー

。
ー
～
 

日>/＜
 
み 取 り 状況

収 れ
i
'ヽ、
9 9.‘ゎ39
 

rー`

18屈

848 

976 

866 

589 

565 

3,862 

-78-



災古ごみゞ し尿処理経費

区 分 内 訳 ；金 額

ごみ
砧谷町焼却委託料，残灰運搬委託，祖大ごみ施設運営委託

埋立毅土作業委託料，その他

遥搬委託料．収集車両借上料．その他

干19

I 2,005 

し尿 21,097 

計 33,102 

水害ごみ収集作業（中野）

排出された燥（中野）
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5. 農業用施設

今回の豪雨による製業用施設被災状況の特徴は．大別して二つに分けられるら

一つは．生出地区等の山間丘陵部でため池の決壊や水路洗掘等の被害が多く発生したこと，

もう一つは．六郷，七郷．高砂地区等の平地が異常出水による長時間の湛水披雹が発生したこと

である。

ため池．水路および農道の被害は全体で34件となっており，半数以上の 19件が生出地区に

発生した。また．平地においては，揚水機場2カ所，排水機場2カ所の披害であるが．取水堰・

樋門の被害水路は． 1カ所のみとなっている。

農業用排水機場の運転状況は，六郷，七郷地区の用水源である愛宕堰の取水樋門を8月4日の

降り始め後．碩ちに（午前10時30分）閉じて河川の増水に対処しそ貞山堀沿にある大堀排水機

場は8月4日午後3時30分，二郷堀排水機場は 8月5日午前2時20分にそれぞれ運転を開始し

ている。

入生沢中ため池決壊（岩切）
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水田の冠水（深沼）

未曽有の降水による異常な出水により，述転は8月9日の午前中まで続き，今まで記録したこ

とのない長時間巡転となった。また，田子排水機場については， 8月5日午前0時に巡転を開始

したが，排水能力以上の出水により同日午

前5時に連転不可能となった。

被古箇所の復旧状況は，重要施設である

排水機場等について被災後直ちに総点検を

行い 10月に複旧を完了している。また，

ため池等の複旧状祝は，被古箇所の調杏を

完了したものから顧次復旧工事を行い年度

内にすべて完了の予定である。

名 称

ため池

水 路

股 道

排水機場

計・

披災状況調

披災箇所数 披災内容

6 欠壊，法崩れ，土砂流入

20 崩壊．土砂埋没

4 路届崩壊

4 没水

34 ------
排水機場の巡転状況

名 称 巡転開始時刻 運転停止時刻 総運転時問

二郷堀 8/4 pm 4.30 8/9 pm 0.00 110 

大 堀 8/4 pm 3.30 8/9 pm 0.00 107 

高砂南部 8/5 am 2.00 8/9 am 7.30 99 

田 子 8/5 am 0.00 8/5 am 5.00 5 

注） 貞山堀の水位上昇と停屯により巡転停止をした。
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6. 市庁舎等の被

（長町庁舎）

5日早朝長町庁舎地下室：こある受軍設備ボイラー室受水槽，屯話0)引き込み線が水をか

ぶり（約2m), t且気・水道・屯話等の機能が完全にストップした。

長町支所においては．至急業者に排水を依頼し，午後から作業にかかったが．すぺての機能回

設には相当の時問と経費を要するとの判断から，当面戸硝関係｀印鎚証明等に必嬰な，i闊邸崩保の

ため自家発屯による対応と仮設水磁の取り付け等を実施した99

自家発屯による業務用機器の作動は 5日15時，照明器具点灯は22時であった。

水道は高架水栖からの水が利用されていたが． 14時30分に断水となり，自家発屯で 6日12時

から通水し． 8日平常に複帰した屯複旧役は 2,300万円1こ及んだ。

〔自動車整備工場〕

りおよそ 30C!llの没水により工場内の諮概器すべてが冠水した。

水の引くのを待って点検した結果，特に車検場の検介恨器煩は，地下埋，没構造になっているた

め磁気系統および•モ-ター関係に多大il）被害を被•った。

冠水した機器類は， iも燥，オーパーホール等自家修理による修複はしたが．各種モータ-,コ

ンピューター邸盤等については，内門の業者に修鯉を依斬し膏 9月9日に完了した。

なお，被害内容と損古額は，次のとおりであるc

プレーキナスク…9 関係

サイドスリップテスター関係

うイト・テスター関係

t
4
"
 

655,100円

［食肉市場）

食肉市場周辺は一面冠水状態となり、場内の最も深い所でL2mにも述し場内全体が水没しの

ため．地上1豆設四してある屯気・機械設備は全て）訊（した。

被害筒所は次のとおりで．復IEl費は215万円にのぼっている。

披古箇所

(1) 病畜棟冷蔵附冷棟機（地上設骰）および屯気設仙

(2) iB 尊
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13) 受変屯設備

141 浄化槽機械設備およぴ屯

気設備

151 匝生施設および管理人宅

161 管理棟 1Fおよび買参組

合事務室

17) 焼却炉および脱臭装骰

けい留所には，前日搬入した牛

61頭，豚300頭がけい留されて

おり，床上没水はまぬがれたもの

の，当日は解体できないため飼料
と畜場棟プラットホーム冠水寸前

を与えなければならないので，ボートを借用して飼料を購入・迎搬した。

なお，徹夜で仮複IEI作業等を実施し，一部の設備が使用できないものの業務開始の見通しがた

ち， 6日から通常より 1時間遅れでセリ業務・解体業務を再開している。

搬入した牛，豚に給飼するためポートで飼料運搬

〔市立病院〕

院内における披害状況は，

①地下1階のゴミ焼却炉の動力制御盤に地下埋設等の配管を伝わって浸水し，使用不能となった

が，制御盤内に数個の穴をあけて排水し，制御盤内を送風機等で乾かし， 1日中止しただけで運
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/ : 

、/

/ ~ ~ 

ら~

転を再開した。
ヽ

②職員食常排水処理槽が地下埋設のため．国瑣4号線に接続している下水道符から逆流し．

排水処理槽機械室の換気扇口から流人．制御盤・送風畿等が冠水した。

槻器の交換，径理で職員食堂が2日、外来食堂は 1日の臨時休業となった。

R地下 1階廊下天井ほか数力所から雨揺した。また，原因不明の地下水の流入が続き．雑1廿水
”” 

揚水制御盤・硬水軟化装四動力盤・屯気室動力盤等に汲水した。 /‘ 

周辺に高圧引込ケープ）レ管が埋設されており危険であったが，施工業者が原因追求と防水修理

にあたり業務に影熊はなかった。後1H経費は約50万円であったも

〔公用車の被害〕
/ / 

今回の災古により，水防活動に従事した消防局のポンプiII• 化学消防車をはじめ．冠水被害を

受けた事業所の車両など計14台が水損被害を受けたむ使用不能のため廃ili2Lて二；ヅ ~“ 
~ ： ~ 

損害額は 508万円であった。

公用自動車の被古
: / 

: 

番号 車 種 所 屈 修理骰 紺i 考 :~ 

円
I 化学消防車 東消防署 1,041,417 ミ~

2'普通ポンプ車 99 668,610 

3 99 I 99 670,722 

4 原液搬送車 ” 150,768 
妥

車5 救 急 ” 15,435 
~ / ` 

6 西察広報車 南消防署 48,000 

7 じ ん 芥 車 東消掃事業所 0手持部品により修理

8 99 ’’ ゜ ” 
，；パキューム車：小鶴柑掃工場 309,480 : I 

~ ~ 

10 !共用貨物トラック ' 管財第一課 334,200 

11 局長専用車 商工振典課 917,750 全損（使用不能のため靡車）

12 小型貨物乗用車多食肉衛生検森所 271,670 当初59,000円，追加212,670円

13 iじ ん 芥 車 東泊掃事業所 69.200 I 

14 小型貨物乗用車 食肉市場 586,100 全担（使用不能のため廃車）

計 5,083,352 
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VI 応急対策の概要

1. 非常配備と災害対策本部

今回の栄雨による市各局の非常配備と災専対策本部の設附以前と設四以後解散までの対応状況

は次表のとおりである。

台風第 10号災古対策本部の対応状況

日 時 I 腎報，注意報，対応等 警報等の発表内容 備 $;＇ ・ 

災；『対策本部設 iiti以前の対応状況

8月4日 JD時45分 大風0)，洵雨，波域洪浪）水，，浪由霧注雨注意意報報（，沿岸強
今後雨が強まり， i片を伴い一
時強く降る

11時45分
台風第10号と大雨に関する東 太平洋側を中心に大雨になる

” 北地方気象梢報（第 1号） おそれあり

14時20分 強報の風，海，波城大浪），雨，謀洪霧水注，意i報[：雨（注沿意岸
中小河川の培水，はんらん，

” 阻崩れ，低地の没水に注意

14時45分 大雨に関する宮城瓜気象梢報
台風第IO号今夜半に本州中部

実降雨lit40mm99 

（第 1号） に辿するおそれあり

16時20分 台風第10号と大雨に関する東
太平洋側ではII/]日にかけ風雨

” 北地方気象梢報（第2号） が強くなるおそれがある

19時10分 台風第10号と大雨に1関する東
太平洋側を中心に11/j日にかけ

” 北地方気象梢報（第3号） て風雨が怖くなる見込

20時40分 大注倅雨意の，報礼，）洪，域波水）浪笞，報濃，窃強注風意，報出（沿雨
降水Jitl40mmを超える見込み．

99 

厳重笞戒を要す

” 20時50分
防災対策諜長より防災対策課 防災対策課
職且出動指示

99 21時20分
防災対策諜職且 1名（主’li)

” 配備につく

” 22時30分
防災対策，謀1戦且 1名（主幹）

” (2名配備）配備につく

台風第10号と大I9liに関する東 変合ぁ 匝I第10号まはた温大幣雨低の気おEEに
‘’ 22時45分 ったが， それ

北地方気象li'i報（第4号） り

99 23時30分
防災対策，渫より開発1,；）開発審 開発局
ft，渫へ出動依頻

8月5日 0時00分 波大城浪雨），， 洪浪水霧悴注報意，報強（風沿注岸意の報海， 
総雨lit250 mmに逹する見込み，
河川のはんらん等に厳頂腎戒

99 ” 準第1次非常配備発令 梢防局
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日 時 警嶽注意報．対応等 繁報等の発表内容 備

8月5日 0時00分 開発帝査諜配備完了 開発局

，， 0時30分 1，建設局南・北道路工事事務所
へ出勁を依頼

i建設局

“ ’’ 1建設局下水迎翌い出動を依頼 ： ‘’ 

1時oo分 1閑轟北逍路工事事務所，下水
道部配備完了

” 1時33分 1第1次非常配備発令 l消防局

99 這30分 1 防災対策課長•主管配備
t,III) 

“ 2時53分 南消防署第2次非常配備発令 消防局

” 
4時0%｝ 名取川水系水防活動出動（六

郷堰～河口）

“ 
4時35分 1北・東消防署第2次非常配徊．I 

発令
l消防局

” 
4時45分 1大啓浪雨．．洪猿水霧警注報慈，報強風（沿注岸意の報海． 1 1時間の降水殷40皿河川の

培水と崖崩れに厳狙注意

“ 5時00分 1第3次非幣配鉗発令 I実消防降局雨屈259mm

" 5時15分
七北田川警戒水位突
破

ム

“ 6時00分 仙台市戦貝第 3次非常配備

” 6時30分 報（第 1号） 嬰す
大雨に関する東北地方-気象梢」-東北岡

，， 6時58分

“ 
8時0吟 1大雨に関する宮城県気象情報

（第2号）
総雨斜400嘔に達する見込みど 実降雨倣349皿

か 這 l’1分 i 梢防局福住町避難
命令

，， 9時00分 I仙台市災害対策本部設附

災害対策本部設四以後の対応状況

8月5日 這 OO分i第1回災害対策本部具会議 I ， i披害靖報の収甜

“ 
9時50分 1大雨に関する東北地方気象佑 1福島県は峠を越した，北部三 I実降iloifl¥384

報（第2号） 111,1:'激しい雨が降る，要贅戒 nni 
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日 時 警報，注意報，対応等 警報等の発表内容 備 考

8月5日 ID時00分
消防局 東袋原市営
住宅避難命令

” 10時15分
消防局袋原市営住
宅避難命令

“ 10時26分
消防局緑ケ丘三丁
目避難命令

” 10時28分
消防局米ケ袋一丁
目避難命令

” 10時50分
大注海雨意域．報）洪．水猿．霧波注浪意報警報（，沿強岸風の 沿岸の海域では， 6mを越す 実降雨屈397mm 

大波のおそれあり

” 12時00分 第2回災害対策本部員会議
被害状況の報告，実
降雨批399mm

” 12時50分
大雨に関する東北地方気象梢 降引続き 1時間10-20mmの雨が

報（第3号）
っており，大きな災害のお 実降雨鼠401mm 
それあり

99 13時40分 洪注海意域水，）報波，浪浪霧署注報．意大報雨（．沿岸強の風
雨40の0峠は越超えたが， 総厳重雨屈警戒が"rnをえたので
を要す

” 14時00分 実降雨屈402mm

” 15時20分
消防局米ケ袋一丁
目避難命令解除

” 16時30分 第3回災害対策本部員会議
15時現在における被
害状況報告

” 16時45分
大雨に関する東北地方気象梢 消防局緑ケ丘三丁
報（第4号） 目避難命令解除

99 18時30分
消防局準第一次非
常配備に切替

” 19時10分
洪水，波浪警報，強風，浪霧
注意報（沿岸の海域）

8月6日 4時30分
洪水警報，強風，波浪，濃霧
注意報（沿岸の海域）

99 9時00分 第4回災害対策本部員会謡
前回に追加する被害
状況報告

99 9時20分
消防局 福住町避難
命令解除

99 IO時DO分
消防局東袋原市営
住宅避難命令解除

消防局 袋原市営住
99 99 

宅避難命令解除

99 15時00分
洪水注意報，強風，波浪注意
報

8月7日 7時45分 洪水注意報解除
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LI 
時 腎報，注詔報，対応等

8月7日 9時00分！第5回災害対策本部且会議

笞報等の発表内容 仙 考I —•••••—••~•••• 

全員協議会における
報告担当貝a)確認

“ ]]時00分
披也状況報告 (l2時
30分終了）
i 

15時C-0分 災喜対策本部連絡員会議

8月11日 9時00分 第6回災害対策本部員会議

” ” 災害対策本部連絡員会議

8月12日

8月］4日

12時OO分

l笠訳30分

第7回災也対策本部員会議

与党幹事長会議

8月19日 13時00分 臨時市議会開柚 補正予窮審議
I ~ ~ 

8月20日 15時30分 第8回災古対策本部員会謡

8月2lE! l3時00分！総務•財政常任委艮会

8月25日 9時00分
（局長会終了後）

第9回災古対策本部[i会誠

8月26日

8月29日

9月l日

9月16日

一般世帯の被乳砧籾t始まる

15時30分 災古対策本部辿絡員会磁

！台風第io号大雨，洪水扱古
LI)概要と対策についてjまと
まる

「大雨・洪水災古披
害等の慨要と対策に
ついて］ 9月1日現
在でまとめる

認1;原因，応急対棗，
恒久対策のまとめ

仙台市の被古状況確定する

9月22[］
偵A30,団体6ふ

9月30日

IO月15日 17時30分

“●●・・88・ 



2. 市 民 ヘ の 広報

5日の発災後，仙台市では 6日と 7日の河北新報朝fiJIC, 「市民のみなさんへ」 として罹災証

明． ごみの収集，特別相談窓口の開設等のお知らせを掲載し，市民に呼びかけた。

8月 6日 河北新報朝・「LJ

.,＇’ 

―

市
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み

な

さ

ん

へ
仙

台

市

一
今
回
の
水
店
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つ
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は
心
か
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し
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ま
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市
で
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被
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全
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た
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す
。

l

当
面
、
次
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下
さ
る
よ
う
に
お

扇
い
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し
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す
。

1
0
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災
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明
は
、
名
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翌
で
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行
し
皐
。

i

お
早
め
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お
甲
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下
さ
い
。

0
が
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崩
れ
個
所
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そ
の
恐
れ
の
あ
る
所
は
、

ピ
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ー
ル
ジ
ー
ト
等
で
が
け
面
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、
水
路
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く
る
な
ど
、
雨
水
の
没
造
を
防
い
で
下
さ

い
。
柵
な
ど
の
伝
蕗
防
止
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も
。

0
定
日
ご
み
収
集
五
日
分
は
本
日
収
集
。
六

日
分
も
本
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収
拓
、
残
っ
た
謁
合
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日
．

0
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六
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定
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岐
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〇
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今
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坦
ヘ

一
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包
み
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日
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石
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0
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取
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。
（
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収
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を
）

i

定
期
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三

1
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始
．

0
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器
具
に
ご
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双
を
ガ
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故
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ス
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と
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を
。
プ
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ソ
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水
し
接
細
部
に
媒
状
が
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た
お
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れ
の
あ
る
島
合
、
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用
の
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ロ
パ
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供
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菜
者
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〇
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域
で
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水

し
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ト
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取
り
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、
消
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ど
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開
を
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食
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衛
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も
十
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c
聾

一
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い
。
（
消
困
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所
管
の
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健
所
・
支
所
に

—
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問
＾
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を
）
．
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0
批
田
町
保
育
所
、
袋
原
保
育
所
は
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六
日
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一
図
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小
誓
人
福
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タ
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喜
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館
．

0
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別
相
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窓
口
を
間
設
災
岩
に
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た
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々
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C
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す
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市
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市

一
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一

ー
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＇

ー

！

ー

8月7日 河北新報，；yjflj

-
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微
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付
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時
か
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。

―
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翌
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2
)

◎
飢
却
エ
均
・
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組
は
大
変
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お
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す
の
―

で
、
叩
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ど
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十
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て
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い
。

2
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お
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◎
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い
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大
変
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迷
器
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お
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市
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皿
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、
も
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は
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の
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土
）
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中
”
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で
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い
。

一
ー
、
災
店
と
み
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処
理
に
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い
て

◎
自
分
で
災
む
こ
み
を
烈
入
す
る
方
は
、
冠
水
し
た
盛

家
兵
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芍
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岬
双
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へ
、
ま
た
＂
食
品
等
の

生
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み
＂
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囮
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搬
入
し
て
下
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い
。

仙
台
市
洞
掃
局

市
民
の
み
な
さ
ん
へ

_, 

また， 市政だよりでは， 8月15日号の予定を急きょ変更して，前記1t項のほか援，護狩金・税の

減免・手数料の無料化などのお知らせ特集記'Jiを糾んだ。次号9月1日号では， 「栄雨被害複旧

に向けて」として， 8月臨時議会の補正予符についての解説記事等を掲載した。

この大雨災占で市民から受けた相談内容と件数は別表のとおりである。
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「市政だより」 61、8.15 

大きな災書をもたらした台風10号。

4日午前10時から 6日午前！〇碕までの
市内の悶水置は 381.0,,岱昭和23年の
アイオン台風(350+9%）を上回る、観
潤史上来曽有の豪翫とな 1)ました。今

回被害にあわれた方には、心からお見

鐸申し上げます心市では災害対策本郎：、；

を設置、全力で対策に当たっておりま ・、さ

すG 現在、以下の謹策が設けられてお鬱

｀ばすのでご利用下さい（このほか検 5 
討中のものにつきましては決ま 9)次第

お知らせします）。 ご利用下さい、被災者のための諸側度

（覆災E明霞は） ； 790万円までを融資しまt ：平鳴•IIi加）江霙I．̀IK ；測如暉叫祖訟l•3007
碑饂繹確認皿：漑なお、県が1,裏主体とな砂：汎ふ． Ol.llu ：または各胆沢碍云塩•812' 、
早めに各9苅！渭へ，平日9時=:Iふ県嬬如嶼によ＇闊淀：叶 il殻灘訊！蝶．9i!HI‘=n:愈0麟 0131紺な盛314]へ，
鴎 9•国1912玲パで).本人ま：に饂喫絨1こ訊られまに ：暉鵡1細 JiFl．町咽4:や限□1人県民見恥似
叫暉A咄；；江明記事：凶巽鐸磯嬬I浪"，1註： ％で償還J!JJIIIIはl如 2年以内：椛研麟！町幽19択が対

疇苓を・⑮m況 ll21．⑱ ：貨令麟噴鰤斡I填修I:: ism細 1民碑頌仙台蝶：匁息加9中央叫呼務所口叩
m 砂 ll＇釦磁 92Uへi灼碩かl0)iI’｝以l：鴫合に・ : m22,5m : 2lII.IIifil靱貼枷℃15•
（→踪庭の災喜：：：みは） • R暉 1虻割Ii這 l0万円以上 9［農家のみなさんへ） ＇991氾財鞣闘師iii麟輝
.,  9 

庫L磯翠iしl碍災もこ•` 400加；以,.I証亭）碑叫り.: 農iH訊叩睾細進作会は＞・叔訟羹l，暉紐詞Iヽ
みをfI嗅入する;;;;:r,1m:R恥紐9窟災鱈lの紐物9)：次叫古如闊を．殴＊ ：即欣坦・57認へ。
処分湯：i事 f暉露IIIIへ：伍紋磁岱以上＂被害の場知ら：した農 ii屯鴫店発生予伽iこ：凶瞑匹II，険～餌または家
甜は9応圏 Cl随臨： l祖饂即叩認詞虞：が＇・刈 ,,'1，！；麟嘩1f以m : !！が3割以的IIl害を受けた湯
砂凶せ入できない）ii疇，，：間1l2坪以l勺，jlj咋麟a : 1濃作物磯UJな茫t誼置9)£x：叙 I屈虚這栂金訊に応し
叫訟恥919込も如73グ：年5c0%，II9込iii0/17日まで：聡暉：戊窓応饂叫Ii詞：て保険料を減虹潅災紐叫賓」
四釦89姻、釦繹・住宅（嘩公9,1繹輝い ：指知99-m・臨 9エ m ：が必没吋．細暉康保険筏． 
9m : （揖霞資金叡乃融賣） ＇ HI比切叫叫鑓m61•Il : m51•l叫 1こは各支所へ．

＇ 紐令は屯災紐li恥があil：図麟底斡点訊浅砕： 1l
，坪1民年伝行しい19じどを交；t

叫；｀ ， 可暉Iml帝が対象，訊1119 ［税などの碑） ：伊絞打を納めることができない
9 9 ＇細に‘り l故^Fさいる部露（衛生面に⇒這を） ，害＂場合 iif憚 9笈訊60万Pl,1Iいい1iI炉閥1、,hlし批1船罪租，．

喜

叫 Iこトイレは消碑など： I即詞118年で利玲：年3紘 iii喜li饂 Iiih覗向知網叫 9鼻令森m証 llllまたは各女所へ，

疇疇iをぷ麟研毒：社会i/i枇協議気立紐細へ, :床L授水により家往または訊： （平数細無料化などl
＇ぃ濯災証明見を持本すれば、

外躙にも十分d：在を，各f頌： P災；暉護n炉‘糾叫Ii:'沿':の被害が3割以Lの塙合、程度，
所では渭Iは必の紀付、町内会へ： 1/3以上の場合釦がり以I~をll: と収入1ll1こ応じて減免，闘定沢，喜次の文［｛手数科が無料になりま

書す。品船鰐lif~ 訥胆甥Ilk
咽叩加llし` 井戸水＂検介： II,祈i叫限があります。 I碑：窟即瑣北没水のあ，，た家民・ ・

i閥輝朋諏lef.l且翡ク沿を行っています•井戸ホ9；れ沸：翔1111lびF以内、！，1申年3%,!!): 償却査産、 9巧むn変わ＂た±氾，

して使用すること息＠各保饒坑 ＇市民福祉環C6l•llll,
ヽ印l!:.登il;,t、Al⑬饂均1.’など、蒙害が2割以上の嶋叙 ， 

9 書

ほ宅汽埠の復IB) '＞暉紐i麟炉麟11)招'>iI諷に応じて減免．饂出諏 IPはかりが畏令；詞噸水した， 書
只埠認訊li知い4•-＝ギ庁：方が対象t It(•ifi渡細詞、 9 19固定輝税に泊じます．「籠災•はかり叫諏紐．畔， 8 月..,  
令環開発畜却訊 9応 16•寧Il•L勘暉四ilし込み／i: 証明胄」が必況申請'"月30, 25恥細の9時～9999、計鼠
叩（土9U19l2時まで），繹の： 19社会i1,i祉協議泣虚加10へ•: Bま碑民立固定資産税毘：検査心磯珈へ．， 
謡噸堕の復l日・莉設．蒻： •l北旺噂楳麟I!は不可,: ffi6l•llll または各支所へ． ， ， 
防紅緑釦漬佑tの利用に： （中91造業のために） ：坪］税嘩1諏について hi11, 〔姻1栴認宣］ ＝今回の災害9ご， 
ついてなど裟胆訊疇iBに住：詞1合枷I≪討包碑姉ll岱aff:控ぬまたは r災1磁免珈に，知れた加の相談に応じますさ
宅頌と仙台市が合げて最高：成・小p.朕輿・経麟酋，鱈：よる叫鱗がありまれ珈：市街II訊市民該室丸

仙"'"ヽ9とよ,, "・"・" ⑫ 
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こ
の
た
び
の
台
風
十
号
に
よ
る
大
雨
洪
水
で
被
災

さ
れ
た
市
民
の
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
巾
し

上
げ
ま
す
。
今
回
の
水
害
で
は
、
特
に
市
束
部
と
束

南
部
が
大
規
模
な
没
水
被
方
を
受
け
ま
し
た
が
、
市

で
は
災
害
復
旧
に
全
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
今
後
の

雨
水
対
策
と
し
て
下
水
道
整
備
に
力
を
入
れ
て
ま
い

り
ま
す
。
没
水
や
停
電
の
場
合
で
も
稼
働
で
き
る
排

水
ポ
ン
プ
場
や
排
水
路
の
整
備
な
ど
排
水
施
設
の
強

化
を
早
急
に
進
め
、
雨
水
系
下
水
道
の
整
備
を
急
ぎ

ま
す
。災

害

対

策

費

言

十
四
億
円
を
計
上
直

今
回
の
大
雨
で
災
害
を
受
け
た
道
路
な
ど
の
公
共

施
設
の
復
旧
と
、
各
種
災
杏
復
旧
融
資
の
拡
充
を
は

か
る
た
め
の
総
頷
十
四
億
六
、
三
四
四
万
円
に
の
ぼ

る
災
害
関
述
の
補
正
予
算
が
八
月
臨
時
議
会
で
議
決

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

（
一
般
会
計
）

〇
災
害
復
旧
費
の
追
加

…
…
…
…
…
…
…
九
憶
五
、
五
二

0
万
円

小
鵡
梢
掃
工
楊
や
葛
岡
絡
園
の
法
面
な
ど
、

衛
生
施
設
の
復
旧
に
一
億
五
、
三

0
0万
円
。

良
業
用
排
水
路
な
ど
、
農
林
施
設
の
復
旧
に

一
億
五
、
三
九

0
万
円
。
道
路
・
河
川
・
公

園
の
復
旧
に
五
億
五
、
七
五

0
万
円
。
教
行

施
設
（
仙
台
女
子
商
業
高
校
法
面
）
復
旧
に

◄

九
月
稼
化
再
開
に
向
け
て
設
備

復
旧
作
業
ー
小
鶴
清
掃
工
場

` ̀ -:;;,,;,;さ、←
：＇士迂 -↓= 、

凰＇『
｀芝-9

's'予遍
/V/ 令

五
、
二

0
0万
円
。
そ
の
他
、
長
町
支
所
庁

合
の
設
備
修
紐
等
に
三
、
八
八

0
万
円
。

0
中
小
企
業
災
害
特
別
融
資
預
託
等

•
…
…
…
…
…
…

•
•
l
l
一
億
五
、
四
一
0
万
円

中
小
企
業
の
た
め
に
低
利
の
災
害
特
別
融

資
制
度
を
新
設
し
、
一
三
億
三
、

0
0
0万

円
の
貸
付
枠
を
設
定
し
、
信
用
保
証
科
に
つ

い
て
も
一
部
補
給
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

〇
農
業
災
害
対
策
…
…
…
二
、
九
七
四
万
円

イ
モ
チ
刹
対
策
に
一
、
六
三

0
万
円
。
野

菜
の
種
子
購
入
の
助
成
に
一
、
一
ー
七
万
円
．

災
杏
特
別
融
資
利
子
補
給
に
二
二
七
万
円
．

〇
災
害
援
護
資
金
貸
付
：
・
一
、
二

0
0
万
円

0
市
有
車
両
維
持
管
理
費
の
追
加

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

0
0
万
円

被
災
車
両
を
修
稽
し
ま
す
．

0
社
会
福
祉
資
金
貸
付
事
業
に
対
す
る
助
成

…
…
…
…
•
'
…
…
•
•
…
…
…
•
•
五00
万
円

旧
に
詞
け
て

►

早
期
完
成
に
全
カ
ー

福
田
町
ポ
ン
プ
場

紬かfi政だよ'） 61.9・ I ②
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「市政だより」 61. 9. 1号

災害復旧のためにご利用下さいら
0
防
災
資
材
の
購
入
＇
…
…
…
，
・
ニ

0
0万
円

防
水
シ
ー
ト
等
を
賂
入
し
ま
す
。

〇
宅
地
防
災
工
事
資
金
利
子
補
給
費
の
追
加

四

0
万
円

（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

0
公
共
下
水
道
災
害
復
旧
事
業

•
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
・
・
・
九
、

0
五
0
万
円

六
丁
目
ポ
ン
プ
場
等
を
復
旧
し
ま
す
。

〔

罹

災

証

明

書

は

〕

商

工

中

金

で

も

企

業

向

け

の

災

害

特

場

合

貨

付

限

度

頷

60
万
円
以
内
。
償
て
「
雑
111
控
除
」
ま
た
は
盈
災
害
減
免

各
種
手
続
に
必
要
な
樅
災
証
明
掛
別
融
沢
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
遠
期
間
8
年
(
1
年
据
沼
ニ
で
111
串

年

法

J
に
よ
る
軽
滅
免
除
が
あ
り
ま
す
。

は
早
め
に
梢
防
署
へ
。
平
日
午
前
9
〔
農
家
経
営
の
再
建
の
た
め
に
〕

3
＂
い
。
⑮
市
社
会
福
祉
協
議
会

6
四
・
⑲
仙
台
旧
悦
屈
税
務
相
談
室
6
四
・

時
1
午
後
4
時
（
土
躍
は
正
午
ま
で
）
。
災
岩
特
別
融
責

Ii
貸
付
限
度
頷
邸

2

0

1

0

>
災
方
援
護

ii金
1
1
家

3
0
0
7
．
各
税
務
署
②
6
四．

8

1

本
人
・
代
理
人
の
身
分
を
証
明
す
る
万
円
9
行
付
期
間
4
年
以
内
（
う
ち

111
の
IJt
古
が
3
分
の

1
以
上
の
場
合

2
1
,
W
I
6
砲
0
4
3
1
ぶ叩
6
碑
・

も
の
と
本
人
の
印
仕
が
必
哭
⑮
各
据
買
1
年
以
内
）
。
市
が

4
打
の
利
子

60
万
円
を
行
付
（
所
得
制
限

g°
償

3

1

4

9

>

県
税
U
佃
人
事
業
税

煎
誓
巳
益
i
1
1
2
1
暉
竺
咬
補
拾
を
行
い
、
貸
付
利
年
は
年
5
J
>

遥
期
間
10
年
(
3
年
据
殴
）
で
利
平
年
不
動
産
取
得
税
＇
自
動
車
税
が
対
象
。

2
l
l
l
、園
6

四
9
2
9
1
へ

で

す

。

⑱

農

政

課

6
2
6
1
.
l
l
l
l
,
3
"い
。
⑩
市
民
幅
祉
課
6
2
6
1
i
l
l

＠
仙
台
中
央
県
税
事
務
所
6
困
，

2

〔

中

小

企

業

の

た

め

に

〕

各

農

協

＇

農

協

支

所

1

>

社
会
描
祉
責
金
1
1
低
所
得
打

1
1
1
、
仙
台
地
方
県
事
務
所
62759

＞
災
古
特
別
打
成
胎
沢
1
1貸
付
限
度
〔
宅
地
・
住
宅
の
復
旧
の
た
め
に
〕
の
方
が
対
象
。
限
度
頷
1
0万
円
〗
i
5
1
1
1
9
l
l
l
（
税
務
部
）
、
仙
台
南
県
税

頷
ー
、

0
0
0
万
円
。
貸
付
期
間
は
巡
＞
宅
地
災
害
相
談
コ
ー
ナ
ー
1
1
本
庁
，

030
ヵ
月
で
償
遵
＠
市
社
会
福
祉
小
務
所
6
狐
，

2
9
6
1
、
自
動
車

転
5
年
以
内
＇
設
俯
7
年
以
内
で
、
貸
令

7
階
開
発
裔
仕
謀
内
り
午
前

9
時
協
議
会

6
2
2
3
,
2
0
1
0
米
右
記
沢
悦
管
理
小
務
所

6
四
•
5
7
5
3
>

付
利
率
は
長
期
年
兒
ぃ
ふ
瓜
期
年
3

1

午
後
4
時
半
（
土
曜
は
正
午
ま
で
）
。
金
の
頂
桟
情
受
け
は
で
さ
ま
せ
ん
旧
民
健
康
保
険
1
1
家
屋
・
家
財
が
3

＞

。

保

証

料

は

市

が

一

部

負

担

す

る

宅

地

災

害

や

擁

墜

復

旧

な

ど

の

相

談

〔

税

な

ど

の

減

免

〕

割

以

上

の

棋

害

を

受

け

た

場

合

、

彼

の
で
俯
入
者
実
質
負
担
は
年
仔
1
v
>
宅
地
防
災
工
事
資
金
融
沢

Il
住
宅

"iii税
I
個
人
市
県
民
税
＇
固
定
女
甚
程
度
と
所
得
金
領
に
応
じ
て
保
険

災
害
特
別
小
口
融
責
1
1
限
度
頷

Ioo
万
金
融
公
庫
の
同
名
の
融
責
図
万
円
を
廂
税
・
都
市
計
画
税
が
対
象
．
市
県
民
料
を
滅
免
＂
「
樅
災
証
明
曹

J

が
必
要
。

円
（
現
行
の
小
口
融
資
250
万
円
の
枠
受
け
て
不
足
の
場
合
に
珈
万
円
を
胎
税
は
床
上
浸
水
に
よ
り
家
民
ま
た
は
農
業
災
害
に
よ
る
保
険
科
の
滅
免
巾

に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
余
裕
枠
ま
で
箕
償
還
期
間
10
年
、
利
平
年
紐
又
家
財
の

Iii古
が
3
割
以
上
の
場
合
、
請
に
つ
い
て
は
市
税
と
同
じ
で
す
。

利
用
可
）
。
期
間
は
運
転
3
年
以
内
’
⑱
間
発
審
先
課
6
2
6
1
i
l
l
l
>

程
度
と
収
入
頷
に
応
じ
て
減
免
0

固

⑩

田

民

健

旗

保

険

課
6
2
6
1
,
1
1
9

設
備
5
年
以
内
で
、
利
平
保
証
料
は
住
宅
金
融
公
庫
災
害
復
肌
住
宅
責
金
定
沢
廂
税
は
床
上
没
水
の
あ
っ
た
家
ー
、
各
支
所
へ
▽
国
民
年
金
1
1
行

災
杏
特
別
打
成
融
責
と
同
じ
マ
災
融
貨
1
1
①
補
修
沢
金
は
補
修
に
淡
す
屈
，
償
却
沢
廂
，
形
質
の
変
わ
っ
た
し
い
損
宵
を
受
け
保
険
料
を
納
め
ら

岩
緊
急
特
別
胎
沢
1
1
限
度
頷
3
、
0

る
訊
が
10
万
円
以
上
の
場
合
に
。
貸
土
地
な
ど
、
彼
甚
が

2
割
以
上
の
場
れ
な
い
場
合
は
ご
相
談
を
。
＠
国
民

0

0
万
円
。
期
間
は
巡
転
5
年
以
内
・
付
限
度
頷
は
木
造
10
万
円
ー
枷
万
円
，
合
、
程
度
に
応
じ
て
減
免
ぶ
都
市
計
画
年
金
課
6
2
6
1
,
1
1
1
1
、
各
支
所

設
備
10
年
以
内
で
、
利
率
は
年
紅
＂
t

償
還
期
間
10
年
以
内
。
②
建
設
沢
金
税
は
固
定
沢
廂
税
に
準
じ
ま
す
。
r
罹

ヘ

マ
5

裔
特
別
団
体
融
沢
（
事
業
協
は
罹
災
直
前
の
建
物
の
値
頷
の

5
割
災
証
明
間
が
必
要
。
申
請
は

9
月
30

〔
手
数
料
の
減
免
〕

伺
組
合
等
が
対
象
）

iI
限
度
頷
5
,
0

以
上
の
被
害
の
楊
合
に
。
限
度
訊
木

H
ま
で
s

農
業
災
祁
に
よ
る
個
人
市

r
樅
災
証
明
害
」
を
持
参
す
れ
ば
‘

0
0
万
円
。
期
間
は
述
転
5
年
以
内
．
＂

msoo万
円
。
償
還
期
間
2
5
年
以
内
。

IIJ

県
民
税
の
減
免
巾
請
は
，
農
業
共
済
次
の
交
付
手
数
科
が
無
科
に
な
り
ま

す
。
課
税
証
明
書
、
納
税
証
明
書
、

5
 

設
備
10
年
以
内
。
利
半
は
長
期
年
紅
中
は
①
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台風 10号災害に関する相談課への相談件数内訳

(8月6日～ 9月13日）

主 な 相 談 内 容 屯 話 如心、 口 計

> 1) 市税の減免について
3 ， 12 

小 計・ 3 ， 12 
民
l) 見舞金（助成金）支給の問合せ I 9 3 22 

生
2) 災杏援助資金関係 ， 10 19 

局
3) 悦運搬の労力援助依頼 1 1 2 

小 計 29 14 43 

衛 l) 床上・床下の消沿に関すること 17 13 30 

生 2) ）1：戸水の検査 I 1 

局 小 計・ 17 14 31 

梢
1) くみ取りの依頼 14 14 

掃
2) 没水による性・家具等の運搬 10 2 12 

局
3) 埋立地・消掃工場の問合せ 13 2 15 

小 計• 37 4 41 

9奴9土 I) I笥エ狩金の融賢関係 6 1 7 

済 2) 中小企業に対する災古貸付 4 5 ， 
局 小 計~ 10 6 16 

聞
1) 崖崩れ・プロック割れ等の調杏 10 14 24 

発
2) 宅地補修の貸付制度 7 17 24 

局
3) 市営住宅の入居について 4 3 7 

／」ヽ 計 21 34 55 

建
1) 土砂の除去，私道幣備 10 3 13 

設
2) 逍路の陥没の補修 5 2 7 

局
3) 崖崩れ（緑地部関係） 3 2 5 

小 計 18 7 25 

梢
1) 罹災証明i!｝に関すること 25 4 29 

防
2) 家屋，崖崩れの危険度調杏 3 2 5 

局
3) 床下没水のくみ上げ依頼 1 1 

,Jヽ 計 29 6 35 

そ
l) 災也貸付制度についての問合せ 19 4 23 

2) 近隣・家主と借家人とのトラプル 6 7 13 
の

他
3) 自動車冠水による税の減免 3 3 6 

小 計 28 14 42 

ムに9 ,n・ 192 108 300 
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3. 陳 情 活 動

仙台市域に大きな被害を及ぼした今回の大雨洪水被害の災害対策について，仙台市長，仙台市

議会議長名において関係各機関に対し陳惜を行った。

その内容（陳惜四）および陳情活動の経過は次の通りである。

昭和 61年 8月 日

殿

昭和 61年台風第 IO号に伴う大雨

洪水災害対策についての陳情習

仙台市長石井 亨

仙台市議会議長 佐 藤 太

昭和 61年台風第 10号に伴う

大雨洪水災害対策について

関東及び東北南部を強襲した台風第10号崩れの温帯低気圧は， 8月4日から 5日にかけて．最

大雨最402mmを記録する未曽有の栄雨をもたらしました。

仙台市内では幸い死者はありませんでしたが，家屋の破拍，床上浸水，床下浸水などの住宅被害

が1万件を越え，中小企業を中心とした商工業関係の商品や各種機械，設備の被害も 1千件にの

ぼり，また，道路の崩壊と冠水］20ケ所．田畑の冠水3,400haなど広範囲にわたる大きな被害が

発生し，市民生活に多大な影曹を及ぼしております。また，被害額につきましては，現在調査確

認を急いでおりますが，相当多額なものとなることが見込まれる現尻にあります。

仙台市といたしましては．緊急にその対策を立て．関係機関と緊密な連携のもと．総力をあげ

て市民生活の不安解消に努めているところであります。

つきましては，宮城県におかれましても，これらの実情を御貿察の上，次の要望事項の実現に

向けて，格段の御高配を賜りますよう陳惜いたします。
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昭和 61年台風第 10号に伴う

大雨洪水災害対策について

関東及び東北南部を強襲した台風第10号崩れの温帯低気圧は， 8月4日から5日にかけて，最

大雨昂402皿を記録する未曽有の豪雨をもたらしました⇔

仙台市内では幸い死者はありませんでしたが＊家屋の破損、床上浸水さ床下没水などの住宅被

害が l万件を越え．中小企業を中心とした商工業関係の両品や各種機械．設備の被害も l千件に

のぼり，また，道路の崩壊と冠水 120ケ所．田畑の冠水3,400haなど広範囲にわたる大きな被害

が発生し．市民生活に多大な影響を及ぼしております。また，被害額1とつき甜しては，現在調査

確認を急いでおりますが，相当多額なものとなることが見込まれる現況にあります。

仙台市といたしましては，緊急にその対策を立て，宮城県をはじめ関係機関と緊密な連携のも

と，総力をあげて市民生活の不安解消に努めているところであります。

ましては同におかれましても，これらの実惜を御野察の上．次の事項について．格段の

すよう陳梢いたします。

昭和61年台風

大雨洪水災害対策について

関東及び東北南部を強襲した台風第10号崩れの温帯低気圧は． 8月4日から 5日にかけて，最

大雨屈402"'1を記録する未曽有の豪雨をもたらしました，

仙台市内では幸い死者はありませんでしたが．家屋の緞凰床，l：汲水，床下没水などの住宅披

害が 12,000件を越え，中小企業を中心とした商工業関係の商品や各種機械，設備の被害も 1,000

件にのぼり，また．迎路の崩壊と冠水 130ケ所余り．田畑の冠水3.400haなど広範囲にわたる大

きな被忠が発生し，市民生活に多大な影態を及ぼしております。また｀被害各月につきましては．

現在調査確認を急いでおりますが，相当多額なものとなるととが見込まれる現況にありますむ

仙台市といたしましては，緊急にその対策を立て，宮城県をはじめ関係機関と緊密な追携のも

と，総力をあげて市民生活の不安解消に努めているところであります。

しても，これらの実梢を御喪察の上．次の事項について

う陳梢いたします。
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1 天災融資法の発動及び激甚災害の指定について

牒業の再生産に要する資金の確保と農業経営の安定のために，天災融狩法を発動するととも

に，激甚災害の指定について早急な措岡を講ずるよう要望します。

2 中小企業の再建資金貸付枠の確保及び災害関係保証枠の特別措骰について

浸水による商品，機械設術等の被害が甚大であるため，

付条件を天災融資法なみに緩和するとともに．中小企業信用保険法による災害関係保証の特別

措陪を講ずるよう要望します。

3 住宅金融公庫の融資枠拡大等について

この度の旗崩れ被雹者に対しては．住宅金紬公郎の宅地防災工事に対する融祖限度額IJ)月

げ並びに長期低利屈資の措誼を講ずるよう要望します。

4 二次災害の防止について

崖崩れによる被害が相当規模にわたり個人での復1日が困難な箇所の応急処四について事

に対処できるような助成制度の創設について特段の配慇を要望します。

5 急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律の適用の拡大について

宅地造成工事規制区域で造成後l0年を経過した人工崖については， 自然崖と同様の取り

いにするとともに，宅地造成工事規制区域内における胆崩れの復旧工事に必要な経殴の一部補

助制度の創設について特段の配磁を要望します。

6 大雨洪水被害防止のための雨水排除施設の整備促進について

今後，今回とくに被害が大きかった市東部地区，市南部地区における浸水と，

ける迎路の冠水に抜本的に対処するため，ボンプ場，都市下水路，幹線等の施設整伽に対する

事業毀の確株について特段の配磁を要望します。

7 地方財政措i位について

(1) 特別交付税

市民生活安定のために行う災害対策諸事業に要する経費及び災轡による税の紘収について

特別交付税によって措四するよう嬰望します。

(2) 地方伍

災害復旧事業については．国附補助制度の拡充を図るほか，復旧事業に伴う地方負担はす

ペて地方債の対象とし、その位遠については特別の財源措匹を講ずるよう要望します。
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昭和61年台風第10号に伴う大雨洪水災害対策についての陳情経過

陳 梢 項 目 陳ti,J先および月日

I 天災融狡法の発動及び激甚災，I；の指定について 宮 城 県 (8月13日）

2 中小企業の再建舒金貸付枠の確保及び災害関係保証枠の 東北財務局 (8月18日）

特別措四について 宮城県議会 (8月19日）

3 住宅金融公眼の融資枠拡大について 自 治 省 (8月20日）

4 二次災害の防止について 大 蔵 省 (8月21日）

5 急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律の適用の 国 土 庁 (8月21日）

拡大について 県選出国会議員

6 大雨洪水被害防止のための雨水排除施設の整備促進につ (8月20日～21日）

いて 自由民主党宮城県支部連合会

7 地方財政措岡について (9月3日）

中小企業の再建賢金貸付枠の確保及び災害関係保証枠の特 仙台通商産業局 (8月15日）

別措附について 通廂産業省 (8月21日）

I 住宅金融公庫の融狡枠拡大について

2 二次災害の防止について

3 急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律の適用の 東北地方建設局 (8月15日）

拡大について ‘̀ 建 設 省 (8月20日）

4 大雨洪水被害防止のための雨水排除施設の整備促進につ

いて

東北股政局 (8月15日）
天災融登法の発動及び激甚災害の指定について

農林水産省 (8月21日）
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VII救援活動の概要

1. 避難・収容の状況

浸水被害やがけ崩れあるいは建物の崩壊の危険のため，消防署長の避難命令を受けた市民や危

険を感じた自主避難の人迩数千名が学校等に避難するという状況になった。

また，知人宅などに避難する人も相当数にのぽった。

教育委屈会では．市の災害対策本部および消防署の嬰請により，市内J)全部の小・中学校と公

民館を地域住民0Jための避難所としてIll.］放し，施設管理や案内さらには消防団，町内会等との述

携のため教職員の常時勤務を指示したが，避難所として実際に利用されたのは，小学校8校，中

学校2校，公民館 1館であっ

市内で開設した避難所は23カ所．避難人具は延べ2,973人に及んでいる。

避難所設四および収容状況

〗五言竺1:：：：三I『百言
四郎丸小学校18 5~861 47 |中野栄小学校 18 5 1 2 

I I 

ロ ロl
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2. 炊出しの状況

哀雨により被災した避難者に対し，市は延べ4,776食の食糧の配付を行ったが，併せて地域住

民への救援活動として地元婦人会や町内会による炊出しが行われた。

炊出しが実施されたのは，高砂，中田の両地区であったが，高砂地区では福田町第三，横丁，

上区の各町内会により高砂，福室，中野の各小学校，高砂公民館，福田町幼稚園，高砂支所の各

避難場所に避難した住民に対し， 8月5日の昼食と夕食延 1,470人分の炊出しが行われた。

また，中田地区では，四郎丸の扶桑会姉人部，袋原東町内会および袋原地区の篤志家 5名によ

り，四郎丸，袋原の各小学校，袋原中学校の避難者に対し， 8月5日の昼食および夕食の炊出し

が行われた。

なお，自主的に避難した避難場所でも各地で多くの炊出しが行われた。

3. 生活用品の配付と学用品の支給

袋原小学校ほか12カ所の避難者に対して毛布 1,109枚を支給した。

また，大雨により住家に被害を受け，学用品等を喪失又は汚損し，学習に支障のある児斑生徒

に対して，災害救助法の規定に基づき被害の実状に応じて教科粛・学用品等を支給した。

支給内訳は，次表のとおりであるが，当該児窟生徒は小学校中学校合せて22校 139名だった。
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む l. 教材中，準教科書の「体育」 (12冊），副読本等の「わたしたちの仙台市」
ンドがレは社会福祉協議会から無料贈呈があり，支給したD
2． 災害救助法の限度額（文房具および通学用品）は，小学校3,300円，中学校3.600円である。
3. 教科習については，県から直接支拾さTした。

(3冊）は光文苔院と市指導課から，遥学月1品中， ラ



VIlI 救済措置の概要

1. 災害救助法の適用

8. 5栄雨の発生後．仙台市長は宮城県知事に対して災宵救助法の適用について申諮し．同日付

で次のように適用する旨の通知があった。

仙台市長殿

社第 3 6 8 号

昭和61年8月5日

宮城県知事 山本壮一郎

災雹救助法の適用について（通知）

昭和61年8月5日の台風10号による毀市の災轡に対し本日災害救助法を適用すること

に決定しました。

なお，災害救助については，災忠救助法施行細則（昭和35年宮城県規則第48号）第4条

の規定に柚づき，費職において実施されるよう願います。

おって，貴市管内の被宙状況（確定）を別紙様式により速やかに報告願います。

（別紙） 災害（員）報告，被害状況調，救助日報

2. 救援物資と見舞金の配分

台風10号による被也が報道されるや．全国各地の郵便局を窓口として個人．団体，企業から

心のこもった物資が続々洛せられた。

その物資は衣類（中古）が主なものでその他にたばこ．カップラーメン， 花ござ， タオル等

286件5,659点に及んだ。
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配布は 10月2日にレジャーセンターを会場にして行い，続いて 10月15日に袋原公会堂． 10

月30日に高砂支所を会場として行った。さらに蓑随施設にも多数配布した。

見舞金についても七十七銀行．徳限相互銀行，振典相互銀行．東北電力等の企業や，仙台市の

姉妹都市長野県中野市．北海道伊逹市等から合せて25件1千23万7,735円が寄せられた。

市ではこの善怠の配分方法を検討し阻傷者，住宅が全半壊となった世帯．床上浸水した生活保

設世帯，低所得者世帯，社会福祉施設等に配分した。

見舞金支給状況

種 別 I l世裔｝当たり 支 給 数 金 額

重 似 者 i 10万円 1 I ' 100,000円

全 壊 lO 2 200,000 
I 

壊 l 5 4 I 200,000 

部 破 拍 3 ' 29 870,000 

床上投水 儘闘寵應） 3 I 208 6,240,000 

社 ＾ 云

福 祉 施 設 3 900,000 

計 247 8,510,000 

残 172万7,735円については仙台市社会福祉協議会に寄付した。

3. 災害融資と助成

（災害援護資金の貸付状況）

昭和61年8月の台風10号大雨洪水災害の被災者の生活の立て直しに供するため．災害弔慰金の

支給等に関する条例（昭和49年 9月28日仙台市条例第40号）に蒻づく災害援護舒金の貸付を

行うことになり．これに要する経費について8月の臨時市議会において 1,200万円を予算化した0

貸付状況は次のとおりであった。

申請件数 13件

貸付決定件数 13件

貸付金額 700万円
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〔社会福祉資金の貸付状況〕

低所得者で災害により生活が困難になった者で，自立更生に必要な資金の融資を他から受けるこ

とが困難である等の世帯に対し融資するため， 8月の臨時市誂会において500万円を予窮化し，

仙台市社会福祉協議会を通じ貸付を行った。

申諮件数 5件

貸付決定件数 5件

貸付金額 50万円

〔中小企業災害特別融資〕

台風10号の被害を受けたことによって，経営に相当の影熊を及ぼしている本市内の中小企業

者に対し， 「仙台市中小企業災害特別融資制度」を設け，低利の融肉を行った。

また，宮城県で，災害関辿の融資を受けた小企業者等に対し，利子補給制度を設けたことをう

けて，本市においても「仙台市小企業者等災害対策究金利子補給金交付制度」を設け，利子補給

を行っている。

なお，利用状況は，次のとおりである。

（昭和61年 12月末現在）

災害特別育成融資 9件 46,600千円

災害特別小口融資 4件 3,850千円

災害緊急特別融資 18件 341,480千円

災害特別団体融資 4件 67,000千円

計 3 5件 458,930千円

融狩制度の概要などは次頁以降の広報資料のとおりである。

-103-



H召 禾口 6 ー 年 含 垣 ー

゜
号 フK 害

仙台市中小企業災害特別融資制度

|104ー

災害特別育成融資 災害特別小口融費 災害緊急特別融資 災害特別団体琺炎

市内に独立した店錨又は事 市内に独立した店錯又は事業 市内に独立した店舘又は事 中小企業の団体の組織に

貸 付 業所のある法人及び個人で 所のあるIll!人で同一事業を引 業所のある法人及び個人で 関する法律又は商店街振

同営 一棠種を引続き 1年以上 続き 6ヶ月以上営業している 同一業種を引続き l年以上 異組合法の規定に該当す

対 象 棠しているもの もの 営茎しているもの る組合

I O 0万円
（但し、現円行の小口胎交の

貸付限度 I, 0 0 0万円 2 5 0万 の枠に余裕がある 3, 0 0 0万円 5. 0 0 0万円
場合は、余裕枠まで利用可）

貸付期問 翡 57年年以以内内
運転 3年以内 運転 5年以内 運転 5年以内
設伯 5年以内 設恒 1 0年以内 設債 1 0年以内

百
付 翡 年 5. 3 % 短期年 5. 3 % 年 5. 8 % 短期 年 5. 3 % 

率 年 5. 8 % 長期年 5. 8 % 長期 年 5. 8 % 

市借が一部を負担します。 市が一部を負担します。

保証料
入者料が実年妥負担する 借入者が実年妥負担する

保証は 0. 5％に 保証料は 0. 5％に
なります。 なります．

保証人 l 名以上 不 要 原則として 2名以上 原則として役只全且

担 保 原則として不要 不 要 必要に応じて設定 必要に応じて設定

七徳振仙 翔十 相相七互互 銀錢銀 行行行

七 十
相七互錢銀

行
七商徳工組十合中央金庫仙台支店

取 徳 熙 行

>悶
振 因 相 互 躾 行 阻 相贋七互銀銀 行行

城城台只台県第食 信 用 金 庫庫合 仙宮宮 台 信 用用用用金金組組 庫 振仙 興台 互用 金銀行匝
商工組合中央金廂仙台支店

宮 中一央信信用金 城城棋第一信 庫合
宮 用組

仙台食中楼央信信 合 宮宮城第一信用金組庫合
仙 t；；信用組合 城県中央信用

※

※

 

受付期間は昭和 61年 8月 20日から昭和 61年 10月 31日までです。

すぺて、消防署が発行するり災証明書を必要とします．



仙台市中小企業災宮特別融資峯I勺

[>中小企業の皆様へ<]

仙台市では、この度の台風 1 0号で被薔を

受けられた中小企業の方々を対象に、災宮特

月l躁匹の制度を窯忠に設けました。

＊低利で、
災害育成、災害小口、災害団体融餡匪度は、＾ミ＂ヨ年 5. 8%、

匁年 5. 3％で、災害緊急は、年 5. 8%の利率です．

＊貸付枠を拡大して、
災害育成 L O O 0万円、災害小口 100万円（この他に小口融資の25 0 

万円の枠に余裕がある場合はその枠の利用も可）、災害緊急 3, 0 0 0万円、災

害 s.0 0 0万円が従来の仙台市の融釦即度の他に別枠で利用できますク

＊信用保証料の一部を市で負担します。
災害育成、災害小口については、宮城県信用保証協会の信用保証料を仙台市で一

部負担し、借入れる方の実質負担する信用保証料は年0拿 5％となります。 ⑱訪：

の融炎制度では年0.8 8％です。）
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C 虫書寸象

仙台市内で営業をし、市内に住民登録（個人の場合）又は本店登記琺人の場合）をして

1年以上経過し、昭和61年台風10号で経営に相当の影響を被った中Ij途：業の方渾業協

同組合等も含む）が対象です。 （但し、災害小口は、小企業の個人で6ヶ月以上の営業実績

のある方が対象になります。）

なお、この他に、宮城県信用保証協会の信用保証を受けることができること等の条件もご

ざいますので、詳しくは、下記までお問い合わせ下さい。

C イ寸其月＂＂

昭和61年8月20日から昭和61年10月31日まで

Cつ必公士きtE奴

＊災害育成、災害小口の場合

り災証明書⑲南｝の消防署で発行します。）、印鑑証明書（保証人が必要な融資制度の

場合は、保証人も含む）、保証人の資産証明書又は市民税の諜税証明書（保証人が必要な

融渡の場合）、市民税の納拙証明書、住民票（個人の場合）又は登記消謄本俎払人の

場合）、確定申告書 (1乱人の場合）又は決算書侶び人の場合）、設備資金については見積

書、許認可事業については許認可証の写し

＊災害緊急の場合

り災証明書⑪渭iの消防署で発行します。）、住民票（個人の場合）又は登記消謄本（

法人の場合）、市民税の納税証明書

＊災害団体については宮城県団体中央会にお問い合わせ下さい。 霊222-4560

a半しくにと、

イ山台市 商工振輿課まで起向い令わ丑下さい。

零 2 6 1 - 1 1 1 1 

内碑3513~3515
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〔農業関係融資〕

大雨による1/J1作物の被害が約6低に達し牒家に大きな負担となった。

本市においては，直ちに農業再生産を図るため水田病害虫防除をはじめ野菜種子確保の事業を

実施するとともに．被災牒業者の経営再建に要する融資として融資枠1低7千万円の災害対策特

別融資制度を創設し対応することにしたが．国・県においても天災資金および農業災害対策賓金

を創設し．被災！塁家の製業経営の再建および生活の保持を図るための必要な登金を融資した。

股業災害対策融狩制度

名 称 機関 対 象 貸付限度額 俯遥期間

天 災 査 金 国 250万円 6 年

被害を受け牒業

農業災害対策資金 宮城県 経営および生活 100万円
3年（内 1年

の維持が困難な
据え骰き可）

仙台市股林礁業振興狩金
仙台市

農家
200万円

4年（内 1年

（災害特別融沢） 据え置き可）

牒業災害対策融資実紐

＊天災資金（国）

＊股業災也対策究金（県）

＊災害特別融究（市）

融狡件数 105件， 融斑額 59,000千円

融狩件数 130件， 融貧額 89,700千円

融賢件数 191件， 融賢額 174,300千円

貸付利率

5.05 % 

4.00 96 

5. 00 96 

股作物被害に対する対応としては，被災直後の営股指祁・広報のほかに被災農家が一日も早く

災害から立ち直り，安心して農業経営が行われるよう次のような事業を実施した。

(11 水田病害虫防除対策事業 (2,976ha) 15,152千円

(21 水稲種子確保対策事業 10,866千円

13) 野菜種子購入事業 (//ll家 1,696戸）

14) 野菜代替作物甜入事業 (60ha)

15) 家畜祁入確保対策事業

17,703千円

2,995千円

1,029千円

融汽制度の概要等は次頁の広報斑料のとおりである。
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「台風10号」による集中豪雨で、市内各地で住宅・

い被害を受けました。晨作物・農業施設も多大の被害を受け、皆様には、病害防除

作業・野菜の播種をはじめ連日の復1日に当たられていることと存じあげます。心か

らお兄舞い申し上げます。

市では、早速農作物災害対策本部会議を開催し、次のような水田イモチ病防除・

野菜播種更新・災害特別融資制度の創設の3つの事業を実施することにしました。

詳細については、仙台市農林部と営農指導七ンターのニヶ所に「相談窓口」を開

設しておりますので．ご相談下さい。

農家の皆さんにおかれましては、これらの乃9業を活用し、一日も早く水害から立

ち直り、今後の農業経営に努力していただきたいと心から希望いたします。

昭和61年9月1日

仙台市長 石 井 亨

I仙台市の災害に伴う対応策I
ー

1
0
8
|

1. 水田イモチ病防除対策………•••••••••…............1,630万円

冠水した水稲は、弱っています。イモチ病等の多発が予想されるので｀ただ

ちに共同防除した地区防除協議会及び営農集団にたいして｀薬剤費の％を助成

します。

2. 野菜播種更新対策• •………….................... ・ •…… 1,117万円

冠水した野菜等畑作について、 J,e.；；1に秋冬野菜の作付けを行う等代特更新が

必要です。野菜の播種更新を行う戻家に対し種～f・代の一部を助成いたします。

0対象農家 野菜の種子更新を行い．かつ野菜を販売している煤家

●助成額 定額（農家一戸当り）

播極面積 10a ~50a 

,， 50a以上

災害特別臨資制度の概要

貨付対象者 1貸付限度額

按害を

受けた

農業者

貨付利率 11貧還期間

4年以内
（うち 1年

以内据置）

※巾込は、市内各農協（農協支所）に、昭和61年II月末まで．

200万円
5% 

倖利）

融資機間 貸付期間

経営：：等にこ；三

使 途

‘~ ~., 9·· 9·會？、ンヽ··.~：·E ··會~ ~~ ~‘:·E,~ ：雪9~·ヽ曹‘- ”•~:·‘··會令、ヽ·・‘ヽ・:・ 、~:•9 0· 冑• r ← ~會・、▼：~ ··:冑’’‘~”、~:·’・«·*9, ~‘• • 、~: ~•,~: ・・▼ ・`、 ”‘、~:··.~：··、~:•• ··:•”9ヽ·

0施設や農業用機械等の修理や購入等、災害特別融資の対象とならないものに

ついては、次の「仙台市農林漁業振典資金（農業振典資金）」の一般融資資金

をご利用下さい。

貨金名 融資対象事業
貨付最高9且度額 慣還期問 据置 子平市の撼利給 貸付

個人共同 個人共同 期間 9膵

農窯Jll魏械の講入 函祖 S00”’ 5年 5年 1年以内 3% 6 % 

晨某用機械資金 話度資金融資残融資 訟”’ 500m 5年 5年
み 3% 6% 

共同利用大型機械の修埋 100-, 3年 ウ 3% 6% 

農業用筏設
晨業用在設の新築増改築修繕 200m 500m 3年 5年

， 3% 6% 
パイプハウス等の託投 100995 200"’’ 3年 3年

ケ 3 % 6% 
整鑽資金

畜合厖設の改菩 邸"” 500m 5年 5年
令 3 % 6% 

制度資金融資残融資 珈”’ 500.a 3年 5年
み 3% 6% 

後鯰者育成資金 部門経営の開始 訳n,’’ 5年 み 4% 5% 

（おおむねま4で0汲） 農業嘩設の増改築修繕 200m 5年 七 4% 5% 

共同研究 5-0.a 3年 み 4% 5% 

家畜の講入 100m 300m 3年 3年 今 3% 9% 

常農つなぎ資金 共同組織の運営改菩 100,a 2年 み 3% 6% 

花き花木等の種子紐入 100,碍 2年 や 3% 6 % 

戻地取得資金 居住地域内の農用地の取得等 6a)”’ 1年 今 3% 6% 

土地某父竪債資金 転土地作の基定盤竪着化鑽を図るための 100,. 500m 5年 5年 ク 4% 5% 

5.000円

10.000円

楽この資金よ、農業近代ft資金や農茄改良資金等国及び県の制度資金のIけ入条件9こ奴当するものについて

は原則として貨付の対象とはなりませんが，割度資金の融資残及び畜丘会が特に認めた場合に貸f寸対

象となります。また、 1音入f艮度額は、事業費の80％以内でかつ「貨fす最高該度額j を慈えない顔です。

3. 災害特別融資制度の創設…；．．．．．．．．．．．．（貸付枠） 1億7,000万円

今回の水害の対策の一つとして、早速仙台市農林漁業振興資金のなかに「61

年災害対策特別融資」制度を創設しましたので、ご利用下さい。

この制度は、農家の皆さんが、台風10号により農作物（畜産も含みます。）の

被害滅収に対して経器再建のため融資を行い、これに対して仙台市が年利 4%

の利子補給を行うものであります。

.• ··..:••... ··ヘ・．．ヽ•:••..：• り·し．．：．．•，....:· •... 9..;··..:••... • ·”••r·..:• ヘヽ••... •·.• ：・ •... ••..:••..:••...~ ••:· .:• ..• 、．:··..:• ^.‘・●ヽ••...• .•. ..• 9 

袴 現在、国・県において天災資金やその他の災害資金が検討されております。

天災資金等に該当する農業者等については、その資金を利用することにな

りますので、各農協において切り替えの手続きを行うことになります。



9月

10月

ー一
0
9
1

台風10号による被災後の農作物管題技術対策
浸水・冠水による農作物の対応について9

9 ・ 10月の天気予報
仙台管区気象台 8月20日発表

前半は天気は周期的に変わる。後半は秋ili,i『線のため蛉りや用の日が多い見込みc

気温はやや低く、降水拭はやや多い。

秋睛れのI]が多い。しかし、前半は南部太キ洋側で天気の愚［各1つく時期がある。

後半は一時冷え込む日があり、初霜の降りる所がある。気温・粋水駄は平年並み。

なお、この期］99]に影！存する台風は平年並の 2個ぐらいの見込み。

［これまでの水稲の生育概況］
出穂は昨年に比し7~10日の遅れ

0台風10号くずれによる大iliにより冠水按害を

受け、一部白ふが見られる（平年でもササニ

シキでは 1割程度は白ふが兄られるが、冠水

日数が多い程白ふが多いJ
0幼形期は、昨年に比ぺると、ほぼ］，ijじだっ

たのが、大旧後の温度が低く経過したため、

出穏期は大幅に遅れた。

0茎数は昨年に比べると多かったため穂数も多

く、また］穂当り籾数も多かった。全籾数も

極めて多い。

｛仙台iIi三本塚ササニシキ 5月5H植）

: 虚

出

晶i （心た当i粒） I II ｛ "' i 粒た当） <穂

距蛉
期

＊年 8/14 686 71.6 49,100 278 

昨年 8/6 569 67.1 38,200 21日

(8月21H調査）

［これからの栽培管理の要点］
1.落水を早めないようにしましょう
落水期の目安は出穂後25-30日です。 （ササミノ＇）は 9月5日～10日頃、ササニシキ

は9月8日～13日頃）

落水後でも、天気が続き、田面が屹きすぎる時は、走水をしましょう。

2.適期刈取りに努めましょう

籾のほとんどが黄色になり、穂粕の 1/3位が黄変した時力適期です。 （ササミノリ

は出穂後40日～45日頃、ササニシキ・サトホナミは45日～50日頃）

3-病害虫防除について

生育が遅れている場合は、いもち病の追加防除が必要となりますので、田回りを励行

しましょう。

（第7報）

【野

昭和61年9月1日

仙台市営農指導センター
TEL236-6521 

菜】

◎これから作付する野菜について

I.没冠水により按害を受けた野菜吝は、病害虫発生の原因並びに、農作業の悶害となり
ますので、早めに除去してくださいc

2.秋野菜 ホウレンソウ・レタス・キャペツ等の播種適期なので、遅れないように作業

を進めてください。

3.土は堅くなっているので、深耕し、砕土を十分に行なってください。

4.これから台風シーズンを向えますので、高畦や排水溝を設けるなどして、湿害を防止

してください。

◎生育期及び収穫期の野菜の管理について
（ニンジン・ネギ・キャペツ・プロッコリー等について）

I.没冠水した畑の土は堅くなり、酸索不足により｀根の活力が劣り、生脊が悪くなって

いるので、中耕を急いでください。

2.中耕と併せて、追肥をして土寄せをしてください。

追肥鼠は品目によって異なりますが、室索・加里成分で2-3栢／10aとし、速効性

肥料を施します。

又、葉面散布を併せて実施してください。

3.生育が弱ってくると各種の病害虫が発生しやすいので、農薬による防除を行なって下

さい。特に害虫の発生が目立ちます。

4.出荷可能なものは、早期出荷に努めること。

【大豆】
9月上・中旬に殺虫・殺歯混合剤3~4kg/l0,を散布し、紫斑病とマメシンクイガ

カメムシ類・ダイズサヤタマパエなど、子実害虫の被害を防ぎましょう。

なお、ほ場粂件によりますが、中耕培土の出来るところは、極力実行してください。

病害虫防除の徹底

ー！、と、9・I三i?＇三i¥’'琴
＊＊＊農作業事故の防止に努めましょう玉玉玉〕 米選機のフルイ目は1.85%(L)を使いましょう



〔宅地防災工事資金の融資の拡大）

住宅金融公廊の融資を受けてもなお不足した場合． 200万円の既存融資枠を300万円に拡大し

た。利率については住宅金融公眼融資率より超過した率については．市の負担において利子補給

をしている。また，住宅金融公庫融資に係る支払い利子の年利率3形を超える部分の利子補給を

3年間に限り行うこととした⇔利用状況は，防災工事密金の融賢 (300万円）決定1件．申訥中

l件で，利子補給については，申請中を含め 12件となっている。

〔がけ崩れ復旧工事費補助金制度の新設）

補助対象となる復1日工事費は，高さ 10m（人家に実害があれば5m以上），勾配が30° 以上の

がけで，その土地の所有者，筈理者などが住宅金融公開および仙台市防災工事賓金を限度額（こ

の場合790万円）まで利用したうえなお不足した場合に限り対象となる。補助額は， 11)緊急急

傾斜地崩壊対策等の対象となるがけに準ずるものは，復旧工事毀に要する経費から790万円を差

引き％を乗じた額な（口｝その他のがけについてはMoを乗じた額である。ただし．補助限度額は

1,000万円であるn

現在補肋申請中が1件である。

（教育委員会の助成措置J

教育委員会では，この被害が幼児教育に悪影密を与えることのないよう， 「仙台市私立幼児教

育施設災害後旧補助金交付要綱」を制定し，幼児教育施設の災杏復旧事業を促進するため．補助

金を交付することとしたゥまた，被災した園児保謳者の経済的負担の軽減を図るため， 「仙台市

私立幼稚園就園奨励費補助金交付特別措臼jの実施を決め，各幼児教育施設あて通知したぃ

「仙台市私立幼児教育施設災害複旧補助金」については．特1こ披古(/)大きかったゆりかど，蒲

町，六郷の 3幼稚園から申請があり， 3園合計255万2千円の補助金を交付したが． 「仙台市私

立幼稚園就園奨励費補助金交付特別措四」については，該当者がいなかった{

また． 「市立高等学佼授業料の減免の特例に関する嬰綱」も制定したが，該当者は1名だけに

とどまったゎ
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4. 税・手数料等の滅免

税の減免については，当然のことながら被害が多発した高砂・中田地区などから 1,200件を超

える申諮があり，市民税・固定資産税・都市計画税あわせて減免額は1.710万円であった。

8. 5裟雨災害減免状況

111 申硝状況
(62年 2月28日現在）

区 分 市 民 税 固定臼産税 都市計画税 税務手数料

本 庁 59 件 118 件 98 件 15 件

西 多 賀 1 I 

中 田 79 72 71 2 

六 郷 3 5 3 I 

七 郷

高 砂 317 159 148 22 

岩 切 3 8 8 

生 出

長 町 21 33 33 2 

東 8 20 20 2 

計 490 416 382 44 

(2) 処理状況

区 分 減免申諮件数 処理済件数 減 免 額

市 民 税 490 件 490 件 9,382,260 円

固定臼産税 416 416 6,489,650 
.......... 

土地家屋 397 397 5,493,180 
.................. .......... 

伯却密産 19 19 996,470 

都市計画税 382 382 1,281,300 

計 1,288 1,288 17,153,210 
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国民健康保健料の減免については． 「昭和 61年8月4日及び 5日の栄雨による被古者に対す

る国民健康保険料の滅免に関する条例」を制定し． 「市政だより」に掲載するとともに「チラシ」

を配布し，救済の周知をはかり被災者の保険料減免を行った。

減免条例適用状況は 120件7,395,250円であった。

また．国民年金の免除は 3件であった。

なお，災啓ゴミの処理手数料， くみ取り手数料を無料としたはか，税務証明，住民票の写，印

鑑登録証，印鑑登録証明の手数料を無料としたが，税務手数料では 44件．住民漿の無料交付等

は17件であった。
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IX 市議会の活動状況

1. 全員協議会

台風10号による豪雨は全市域にわたり，かなりの被害をもたらしたことから，市議会は8月7

日全員協議会を開催し，石井市長から今回の大雨による被害状況の概要報告があり，次いで「台

風10号による被害状況と対応について」の資料により，それぞれ担当局長から説明報告を行い，

これらの対策のための質疑がなされた。質疑内容は次のとおりである。

（質疑）

0 小河川の護岸の法面の崩壊に対する応急措置について

〇 災害復l日に対する融資制度の措置について

〇 応急対策と本工事までの安全，保安の具体策について

〇 国道，県道等の公道に対する消毒，清掃の方策について

〇 小鶴消掃工場の復旧見通しについて

0 東部事業所のゴミ収集について

〇 被害総額の梢算について

〇 地下鉄の大雨被害に伴う復旧の見通しについて

〇 二郷堀，大堀両排水機場の停電による増水，浸水被害と電力側との連絡対応について

〇 水防用資材の確保について'"

〇 降雨僅に対応できる町づくり計画の見直しについて

0 七北田川の堤防の地割れ対策について

〇 交通機関の市民に対する交通惜報の周知方策について

O 床上，床下浸水家屋の防疫対策について

〇 罹災者への援助措骰の広報について

〇 被災者への特別相談窓口について

〇 災害復旧の援助対策について
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2. 8月市議会臨時会

市議会臨時会の会期は 1日間として8月19日開会された。

まず．市長から台風IO号に伴う蔽雨に係る被害状況等と，この災害に対し宮城県への災害救助法

の適用を申諮し， 8月5日付でその適用が決定，また念国および県に対し讐被災者の救済，災害復

旧のための特別措囮等を要諮した旨の報告があり．それと関迫しての復旧事業に係る補正予算の議

案について説明され，質疑の後亥関係誠案は委員会への付託を省略し，一括採決に入り原案のとお

り河決された¢

同日．議員8名辿名により「昭和61年台風第10号に伴う大雨洪水災害対策に関する件jの意見書

案が提出され，全員一致で原案のとおり可決された。

提出議案

「昭和61年度仙台市一般会計補正予勾（第2号） J 

「昭和61年度仙台市下水道事業特別会計補正予算（第1号）」

意見密案

「昭和61年台風第10号に伴う大雨洪水災害対策に関する件」

（大雨洪水災害対策と補正予算案の関連質疑〕

0 排水施設の管理について（各河川に設散されているボンプ場，樋門等の施設の管理体制の実態）

〇 浸水の原因とその対応策について（市域の東部，南部の浸水状況）

〇 福田町排水機場の連転状況と樋門の管理状況並びに地域浸水の因果関係について

〇 福田町ポンプ場の早期稼動と完成後の被害防止の見遥しについて

o I塁業地域の排水状況と今後の対応について

〇 水稲の減収と品質低下の対応について

〇 掘田町地区の被害対策並びに田子排水槻均の管理体制と連転状況について

〇 排水機場の応急対策と恒久対策について

0 東パイパス計画と雨水対策について

0 がけ崩れ箇所の被害状況とその特色，今後の対応について

〇 町づくりの観点から行政側として生かすべき教訓について

〇 下水遥の排水管布設工事について

〇 低地帯の排水対策について

〇 急傾斜地崩壊危険地域の防災対策について

〇 公共施設建設に伴う排水処理施設について
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〇 地下鉄淵業に対する影懇について

〇 雨水の排水，排除および地下浸透対策について

〇 住宅環殺の整備促進について

〇 市施設の被害のうち，法面の崩壊に対する分析について

〇 仙台市災害対策本部の設骰と今回の対応について

〇 仙台市の発展に見合った治水対策，雨水対策の妍究について

0 大雨の被害に対する市長の認識について

〇 災害を契機に21世紀の町づくりの見直しについて

〇 高砂，六郷，七郷，中田の合併地域の床上浸水および丘陵地帯の宅造地域のがけ崩れ

と均衡のある町づくりについて

〇 水害に対する全市的な対応策について

〔意見書第 2

昭和61年台風第10号に伴う大雨洪水災害対策に関する件

関東及び東北南部を弛製した台風lO号崩れの温帯低気圧は， 8月4日から 5日にかけて，最大

雨倣402ミリ・メートルを記録する宋曽有の楽雨をもたらしましたぃ本市では幸い死者はなかった

ものの，家屋の破揖，床上浸水．床下浸水などの住宅被害が l万件を超え，中小企業を中心とし

た商工業関係の説品や各種機械，設備の被害も 1千件にのぱり，また，道路の崩壊と冠水 120箇

所，田畑の寇水3,400ヘクタールなど広範囲にわたる大きな被害が発生し，市民生活に多大な影

閉りを及ぼしておりま

本市においては，緊急にその対策を立て，関係機関と緊密な辿携のもと，総力をあげて市民生

活の不安解消に努めているところであります。よって．政府並びに関係機関におかれては，かか

る実情を十分認識され，下記事項の実現について特段のこ＇高配を賜るよう強く要望します。

記

1~ 農梁の再生痒に要する資金の確保と股業経営の安定のために争天災融資法を発動するととも

に．激甚災害の指定について早急な措骰を購ずること。

2、 浸水による商品，機械設備等の披害が甚大であるため，中小企業対策の政府系金融機関の貸

付条件を天災雄資法なみに緩和するとともに中小令業信用保険法による災害関係保証の措fft

を購ずること給

3. 崖崩れ被害者に対しては．住宅金融公叩の宅地防災工事に対する融壺限度額の引き上げ並び

に長期低利融資の措四を講すること。

~．．．ぃ l ] 5”..・ 



4 麟れによる被害が相当輝国わたり個人での復旧が困難な箇所の応急処隠について，

に対処できるような助成制度を創設すること。

5 宅地造成工事規制区域で食造成後lO年を経過した人工崖については．自然崖と同様の取り扱

いにするとともに，宅地造成工事規制区域内における崖崩れの復旧工事に必要な経費の一部補

助制度を創設すること。

6. 今後，今回とくに被害が大きかった市東部地区，市南部地区における没水と，市中心部にお

ける道路の冠水に抜本的に対処するため，ポンプ場，都市下水路，幹線等の施設整備に対する

事業費を確保すること。

1 市民生活安定のために行う災害対策諸事業に要する経費及び災害による税の減収について，

特別交付税によって措四すること。

＆ 災害復旧事業については，国郎補肋制度の拡充を図るほか，復旧事栗に伴う地方負担はす

ペて地方債の対象とし，その低還については特別の財源措誼を講ずること。

在地方自治法第99条第2項の規定により意見書を提出します。

昭和61年8月19日

仙台市国分町三丁目七番一埒

仙台市議会議長

佐藤太―

関係行政庁あて

3, 9 月定例会

9月定例会は9月lO日から 9月26日までの17日間にわたって開会された。

特に今回の大雨洪水災害に関しては．豪雨による被害者に対する国民健康保険料の減免に関する

条例案と昭和61年度一般会計補正予算で，次の災害関連費用が可決された戊

〇 栞雨による被害者に対する固民健康保険料の減免に関する条例

0 大雨によるがけ崩れ復旧事業に対する補助金及び急傾斜地崩壊危険箇所の実態調査

〇 橋りょう費及び都市計画街路事業費の追加

〇 都市小河川に係る改修事業費の追加及び浸水に関する柚本調査費
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X 消防活動・水防活動の概要

台風崩れの低気圧は東北地方に記録的な大雨となり， 「200年に一度の発生確率」といわれる

すさまじい雨量をもたらしたが，その割には致命的な洪水や壊滅的な山崩れはなく，被害の広が

りも最小限にとどまったとはいわれるものの，小規模ながけ崩れが100カ所以上にも及んだこと

は，都市のもろさの一面をのぞかせた。

この大雨災害に際し，非常召集された消防職員，消防団員は，がけ崩れ，床上・床下浸水地域

等への水防活動，救助活動，広報活動等を実施し，被害の未然防止に努めた。また，自主防災組

織はコミュニティ防災センターの資材を利用して活動するなど，日頃の訓練の成果を発揮して人

的，物的被害を最小限にくい止めるとともに、救援活動などにも積極的に参加している。

しかし，一部の地域では道路の冠水により消防車両の走行が不能となり，ボート等を利用した

消防活動に頼らざるを得なかった。また，新興住宅地等の特定の地域に発生したがけ崩れ，道路

の冠水，床上・床下浸水に対しては，総合的視野に立った水害予防対策の必要性を改めて認識さ

せた。

以下令災害時の活動部隊として消防隊の非常配備活動，民間組織の活動状況等の概要は，次の

とおりである。

1. 非常配備の状況

4日午後8時⑭分．大雨・洪水警報が発令され，その間にも「大雨に関する東北地方気象梢報」

が仙台管区気象台から発表されていたc また，消防局司令室および各消防署・消防出張所が独自

に観測している雨罰記録等から，低い土地での住宅への浸水あるいは軟弱地盤でのがけ崩れ等

が相当発生することが予想されることから， 5日午前0時に準第一次非常配備を発令し．各消防

消防出張所等の警防態勢を強化したs

さらに午前 1時，消防局設岡の雨屈計の観測で総雨量］06.5ミリに達する雨屈を観測したこと

から，午前 1時33分，第一次非常配備で非番の職員を召猿増員し，洞坊⑰揺方）活動要員會広報要員

を確保し管内の巡廻警戒に当たった。

この間雨は絶えまなく降り続き，南西部住宅地域に土砂崩れが多発したことから，南西部の消

防力を一屈強化するため，午前2時53分南消防署管内に第二次非常配備を発令し，続いて4時35

分には．北・東消防署管内にも同様第二次非常配備を発令した屯一方市内に降り続く雨は午前3
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時から9時までの6時間に約200ミリ近い降雨となり，総雨紐も372ミリに逹していた。

5日午前5時には，非常配備体制としては最大規模の第竺次非常配備を発令し｀この結果非常

配仰により最終的に消防喘員は当番職員307名，非番職員233名．計540名，消防団昌計 1,326

名がそれぞれの部署で活動を行った。

梢防職員，団員の第一次，第二次，第三次非常配拙の状況は下表のとおりである。

非常配備の参集状況

消防職員
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（発令Q:OO)
9 | 

＼ 

＼ 
予塞，配
, I定Ir備〗貪 I 賃 1 仇

（時刻は8月5日）

；第一次 I第二次＇第三次
(I: 33) 

I 

,<2:53.4:35) I (5:00) 

I完！配予□；□□ー予 1完 1配＇羞
了＇餅 i 定了 1備定了 WIli 1 J i時 l人 1人時 I人人，時人 1時
刻員 i員刻 I貝員 i刻員刻
9,  

名I名， 名1 名 名名I 名1 名
]71 243 |3:30 244 351 6: IO'351 469 1 8:30| 469,9:00 540 
塁番!2431 当番I I I 
| 137| I | 137 門喜！ 1 i円喜1 1罰喜
I そ非番 i麟 非番 l

I 

消Il~ I 
＿口 1 34l | 1107I I2141 1 1閃喜II胃喜

防 j2凸叫 121 20 2喝(Ji 20 | 40 !6 lol 40 1 55 7 101 55 9叫 68
局已1-~I 『---l―~;I"ー王]--」」—□」|―­
署信
1 50 i o : 45 5 1 | 70, 2 : 57 ?I) | l(J2 5 : 25 1 1 1)2 1 32 8 : 30, 132 | 9 : 0o i l 53 :5,2sJ 102 1132 Js:so! 132 jg:oo! 

膚
別'

終

予
定
人
員

配
仰
人
員

合
名
6810,50 

計

5
5
3
0
 

.

.

.

 

，
 

2

3

 

~
 

1

2

 

8

n

/

 

63 62 10:50 82 

妬44 10:40 ’~,i 2
 
7
 

~, 

。
5
 
．．
 arり―

~
~
 ，
 
，
 

8

1

 

6

5

 

l

l

 

＇ 0
0

 

0

0

 

150-1329 

,••9, 

0

0

 

3

3

 

．
 
8

8

 

，
 

0

2

r

 

5

3

 

1

1

 

，
 

g
 

110 14:451110 

消防団員

1 第一

I 
I予 1 衷

〗ロ
次一
~
1

入
C
~

配
備
人
員

9
!
 

第

予
定
人
員

完
了
時
刻

~ 次 第三次

予 l完 I配
定， r

I 
I 備

人 1 時人
員 l刻 l員

配
備
人
員

2 ー名
名

780 I 7: 30 

・~
9
~
‘

g
 

一
名

6
 
2
 。

4
 
．．
 5
 

4
 

名
6
 
2
 

（時刻は8月5日）
; 
最 終

完
了
時
刻

配
佃
人
員

名
1,17619:00 1,32? 

町北！

。
66 68 6

 

ar" 
ー 176 

南 21 '386 

？：竺上」56

5 : 0 0 1 7 

， 
5 ; 40 1 

： 

i 1 

'4: 30 ¥ 151 

別l東
； 

゜
ー
．．
 5
 

50 

， ー4 8 

50 1 238 320 

-］18 -



2. 被害状況の把握と情報収集

(1) 被災地の確認

集中楽雨の被害は人的被害を伴う例が多いが，今回の当市における被害は人的被害がわずか

2件にとどまったことは，不幸中の幸いということができる。

人的被害の発生状況

発生場所 年齢・性別 状 態 傷病程度 発 生 状 況

向山一丁目地内 60歳・男 全身打撲 重 症 哀室に土砂が流れ込んできたもの

越路地内 72歳・男
ショック

軽 症 裏山のがけ崩れによるショック
症 状

物的被害を大別してみると，土砂崩れやがけ崩れ等による家屋の損壊と没水によるものが主

で，がけ崩れ等は急傾斜地や丘陵地帯を切り崩して造成された北部（鷺ケ森，北根，台原地区），

東北部（鶴ケ谷，東仙台，安捉寺地区）や南西部（八木山，向山，緑ケ丘地区）の各地区に集

中して発生している。

浸水被害としては，市東部の旧水田地帯を造成した住宅団地や流通，商業，工業団地，さら

に南部の中田地区などで排水施設の処理限界を超えて溢水した水が流下して住宅街などを殷う

結果となった。特に被害の目立った東部地区の流通関辿企業においては，床上浸水により OA

機器を中心とした事務機器や商品，原材料，自動車等が水をかぶり甚大な被害が発生した。

(2) 119番の受理状況と出動指令

消防局の 119番回線は，自動車屯話用の 2回線と非常災害用移動局の 1回線を含め，全市で

60回線が設四され市民からの災害通報に対処しているものであるが， 5日の午前0時時点で総

雨屈 100ミリを超えた頃から，市民からの災害通報が徐々に増加し， 1時間雨紐が40ミリに逹

した午前4時から 8時までが最も多い 119番通報受理となり，この間は受付指令台，監督台の

6台のみでは対応しきれず，補助台も活用して対応するに至った。

119番の受信回数は，午前 5時から 6時までの 1時間に 134回を記録し，消防局が午前 0時

に準第一次非常配備を発令してから再び準第一次非常配備に切り替えた 5日午後6時30分まで

の間に 775回の 119番を受信し，昭和53年の宮城県沖地震時の 600回を上回る 119番受信の記

録となった。時間別の 119番受信回数は次表のとおりである。
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l I 9 番 信の状況

日 時 i胃虞iC 摘 要 日 時 醤 摘 要
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5日～ 12:00 23 ＾ ロ

計 872 

3. 救出・救助活動

今回の大雨災害にはポンプ車等の出勅車両 126台，活動回数延ぺ496回に及び，延ぺ人員も消

防戦貝，団員，合せて 2.613名に達し，そのいずれもが災害現場から別の災害現場への作業

となり，雨が小降りとなった5日午前！1時頃まで連続して出動した。
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出動車両等の状況 救出救助活動状況としては，川内追廻地内

で橋桁が落下して，孤立した3世帯 5名をロ

ププリッジの展張により救出を行った。
車種等 区分

ポ ン＇ プ車

救助工作車

救 急 車

ボ 卜

その他の車両

消防団梢載車等

計

発生 日 時

8月5日 6: 30 

99 6:57 

99 7:00 

99 7: 50 

99 8 : 30 

" g: 30 

99 9:30 

99 JO: 30 

99 12: 00 

99 12: 00 

" 12: 10 

99 14: 10 

” 17: 10 

計

台数 延回数

36台 215回

3 18 

6 6 

10 10 

46 125 

25 122 

126 496 

延人員

788人

125 

18 

26 

410 

I, 246 

2, 613 

また，南東部の床上浸水の集中した井土地

区では27世帯65名，七北田川流域の福田町，

福住町地区で IJO名．扇町一帯では会社にい

た社員等 114名をボートにより救出するなど．

延べ救出人員は 374名に及んだ。

一方交通事故等で出動した救急車が．道路

冠水によって通行不能となったため．救急隊

貝が傷病者を背負って病院に収容するなどの

救急活動も行った。

救助活動の状況

発生場所 被災種別 救助者数 使用賓機材等

梅 田 町 浸 水 1人 背負搬送

川内追廻 洪橋水桁に落よ下り 5 ローププリッジ救出

岩切字千刈田 浸 水 23 和舟，水そうおけ

四郎丸字吹上 99 J 99 

袋（袋原原字市平営渕住宅） 99 27 ボート

袋（東原袋字原平市渕営住宅） 99 22 ゴムボート，和舟

福住町 99 20 アルミボート I 

長町六丁目 99 1 背負搬送

福田町二丁目 99 90 
アルミボート I 
和舟 I 

アルミボート I 

扇 町 99 114 ゴムボート 1 
プラスチックボート 1 

館町二丁目 " J 

井土字南浦 99 65 
ゴムボート 1 
舟 1 

中野字沼向 99 4 アルミボート 1 

374 
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4. 水 防 活 動

名取川においては，閑上大橋の下流付近で，橋の路面からの雨水が左岸堤防天端を流れ，川の

表法面に流下し堤防が欠けたため、水防工法による浸食防止，同じく日辺付近の堤防に亀裂が

発生したため，梢土のうとシート張りの水防工法を実施した。

梅田川では消水沼二丁目，三丁目で右岸の護岸壁が崩れ落ち，住宅 6棟の倒壊危険が生じたた

めシートによる保護対策，さらに原町四丁目では右岸が崩れ落ちるという事態に対し，木流しエ

法により浸食防止と積土のう工法による築堤を行っている。

また，七北田川においては，岩切字畑中の右岸の表法，裏法の双方に亀裂が発生したため，稲土

のう，シート張り等の保護による決壊の防止，同じく高砂地区では福室字小内田の左岸の表法が

浸食され，殿法の数力所から堀水し，堤体が軟弱となり決壊寸前となったが，積土のう，シート

張り工法をもって被害の未然防止を図るなど，相次ぐ河川の非常事態に水防資機材をフルに活用

し，消防職員，団員の迅速適切な水防活動によって災害を未然に防止することができた。河川の

水防活動の状況は下表のとおりである。

水防活動の状況

河 Ill 箇所数 職 員 団 貝 活 動 内 容

七 北 田 JII 6 4 9人 I 6 8人 積土のう，シート張り工法，警戒

梅 田 JII ， 6 3 2 9 木流し，シート張り工法

高 野 JI[ 3 2 4 流木等の除去

藤 JII 2 I 7 稲土のう工法

名 取 J I I 2 I 3 I 2 8 栢土のう工法，シート張り工法

広 瀬 JII 2 6 5 6 シート張り工法

貞 山 堀 3 1 5 I I 3 梢土のう工法

多賀城用水堀 2 1 1 8 警戒

その他の小河川 ， 7 4 1 8 シート張り工法

計 3 8 2 7 2 5 2 0 

一方丘陵地のがけ崩れは市内西北部に多発したが，鷺ケ森二丁目地内で 500nfにわたって擁壁

•土砂が崩落して住家を損壊，なお広範囲に住宅地の崩壊のおそれがあったため， 18世帯に緊急

避難命令を発令し警戒に当たった。

また， 106件のがけ崩れに対しで消防署所の職員と地区消防分団が出動し崩壊防止のためのシ
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ート張り，戟土のう等のエ法を実施して，排水，土砂流入防止等を行い災害の防除に当たった。

七北田J11シート張り工法の状況（福室字小内田）

5. 自主防災組織の活動と防災資機材の活用

(1) 市民の活動状況 ← 

昭和53年の宮城県沖地震災害を契機として，町内会単位の自主防災組織の結成が急速に進み令

その紺織率が90彩を超えていたが，今回の災害に腺して市内の各地で活発な活動が行われゞ災

害防除活勅等に大きく貢献したことが持筆できる。

その具体的な活動を見ると，自主防災糾鏃の水防活動をはじめ各稲の救援活動が実施された

ことや婦人防火クラプ目による炊出し，避難者への救殿活勁，さらには町内会あるいは個々の

市民，出業所等からの食料品・水防資材等の提供，救出活動，援助等が栢極的に行われるなど災

害に対する取り紐み方が自主的，かつ積極的に見られたことは，住民の防災意識の高まりを表

したものといえよう。各町内会等の活動状況は次頁のとおりであるサ
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市民の活勁状況

町内会等 人員 I 活 動 内 容 使用斑槻材

追廻親和会 350 人 町内の排水作業，炊出し 土のう

山柴会（八幡） 44 
八作幡業六丁目の崖崩れに対する通路確保，排水 サルベージシート

南光会（小松島） l l 0 ！小松島四丁目の住宅地排水作業 小型動カポンプ

北根親和会 1 0 北根二丁目のがけ崩れの土砂除去

土 内親睦会 35 町内の土砂除去，側溝排水 サルページシート

ニッ沢親睦会！ 3 0 町内の排水．堰止め．がけ崩れ防止．炊出し 土サのルペうージシート

八中央親友会
， サンロードマンショソの浸水防止，側溝排水 土のう

八木山翠会 5 炊出し
~ヽ

•一 6.0 荒西浜の北4，閑町，内東，会
:~ 

貞山堀両岸の水防活勁 土のう 3,000袋

東袋原住宅あずま会
ヽり、/ a わ、りヽ 、~ / ~ 

消防団員と共同してアパートより救出活動 1、/

袋原東町内 炊出し 、/

， 
袋原中町内会 炊出し

井土町内会 4 炊出し ］ 

六ク郷ラ地プ区婦迪天合防会火 1 炊出し
I 

東ク大ラ野フ田婦連人合防会火 ' 19 I炊出し，床上没水住宅への救詭 I ；サ土．ル．のベうージシート
福室新田前町内会 150 1七北田川左岸水防活動

岩切畑中南町内会 50 七北田川右岸水防活動 噂言―ジシト

12) コミュニティ防災センターの活用

今回の災害では，コミュニティ防災センターに備蓄してある防災資機材が自主防災組織に有

効に活用され，消防熾員，団目が対応できなかった災害現場で機材の機能が生かされたことは，

拠点備蓄資材の効果を十分に発揮したもので，特に住民の避難誘器，警戒，側溝に流出した土

砂の除去作業，がけ崩れ防止のためのシート張り作業等にその資材の活用が目立った¢

また，防災究機材は，地域の実情に応じて備裕種類・数鼠を決定しており，従って河川をひ

かえている地域には，ボート，水防登材等が配備されていたため，各地域の種々の被害に対応

することができ，被害の拡大防止に寄与する要因となった。各地区防災センターの資機材の活

用は次のとおりである。
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コミュニティ防災センターの活用状況

~ 名 -~称 使… 用資機材：］ 備 考

サルページシート JOO枚 I！ 
上杉コミュニティ防災センター：I土のう袋 ］00枚

小型動カボンプ ］台 仙台駅地下排水

サルベージシート 100枚
土のう袋 JOO枚

国 99 
ビ ルひも 3巻 千代田町崖崩れ防止作業
ナタ 3丁
スコップ 10丁 荒巻山中地内崖崩れ防止作業

i1 掛矢 2丁
＂＂ 

福 沢 99 I土のう袋 500枚

中山 ” 土のう袋 JOO枚

小松島 99 
ii ！ 土のう袋 100枚 C小松島地区住民が住宅排水作業
小型動カボンプ 2台 仙台駅地下排水

八本松 99 毛布 125枚 1袋原小
小型動カポンプ 1台 I宮城健康保険病院排水

西中田 “ ，毛布 100枚 I袋原小72枚、四郎丸小28枚

中田 99 ！i毛 布 14枚 1袋井土原小浜
ボート 1艘 1 人命救出

I ＇携帯無線機
： 

辿坊 ’’ 
21艘台：；I 荒浜地区水防作業七郷 " ボート， 

小型動カボンプ
<9 9 
ロープ200m 

沖野 99 
" 20 m 
ポート

炭酸ガスボンペ

救命胴衣

毛布
土のう袋 1 
ポート 命救出

高砂 ’’ ハンドマイク
リヤカが
救命胴衣

＂＂ 

岩 切 “ サルページシート 20枚

向山 99 萩ケ丘地区住民4世帯一時避難
I 
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6. 避難の状況

各地に床上・床下浸水等の被害が続発したが，がけ崩れ，床上浸水による 7地区に対しては，

所轄消防署長が避難命令を発令し，直に該当地区への救助・救出活動を開始した。

また，高砂地区の福住町，中田地区の袋原，東袋原では，広範囲に及ぶ溢水，浸水により徒歩で

の避難が不可能となったため，とり残された住民の避難には，救命ボートをもって避難場所に誘導

するという救助活動を行った。

一方，市北西部の鷺ケ森地区のがけ崩れは崩壊した土砂が住家の一部を破壊し，なお広範囲に

崩壊する危険が生じた。当地区は53年の宮城県沖地裳の際もがけ崩れが発生しており，その体験

から， 5日午前7時には全員避難を完了するという手際良さを示した。

市中央部では，米ケ袋一丁目の広瀬川河畔の鉄筋コンクリート 7階建マンションの岩盤土台が，

広瀬川の増水による激流によってえぐられ，倒壊の危険にさらされるという事態に至り，急きょ

避難命令を出し緊急退避が行われた。

東部の市営高砂住宅および南部の井土地区では，各所において家屋の浸水が見られた。また茂

ケ崎，萩ケ丘などの丘陵地区では，がけ崩れや擁壁の崩壊が発生したため，これらの地区の住民

は，自主的に知人宅や指定避難所等に一時避難するなど，自主避難の人員は 1,354名に逹した。

避難の状況は次表のとおりである。

避難命令による避難した地区

発令地区 発令日時 発令者 避難場所
対象 災害の

解除日時
世帯数 種別

鷺ケ森 8/5 
北消防署長 藤森集会所 11 がけ崩れ 9月30日

二丁目 6時58分

’’ 
高砂小学校，高砂支所， 8月6日

福住町
8時17分

東消防署長 福室小学校，公会棠， 560 浸 水
9時20分幼稚園，帝産寮

東袋原 99 

南消防署長
四郎丸小学校

260 
99 

市営住宅 10時00分 袋原中学校
99 

lO時00分

袋原 99 

袋原小学校 240 ’’ 
市営住宅 lO時15分

99 99 

10時00分

緑ケ丘 99 

ゴルフガーデン 7 がけ崩れ 186時月455分日三丁目 10時26分 ’’ 

米ケ袋 99 

北消防署長 片平丁小学校 42 建物崩壊 ’’ 
一丁目 10時28分 危 険 15時20分

鷺ケ森 99 

二丁目 lO時30分
99 藤森集会所 7 がけ崩れ 9月30日
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自主的に避難した地区

地 区！人 数 避~難先 l 地 区 I 人I 
数 避難先

沌 水 沼 14 I知 人 宅 ツ

， 
沢 3 知 人 宅

福市室営住地宅区， 高砂 1. ooo I福室小学校 茂 ケ 崎 14 99 

．． 

： 向防山コミュニティ
拙 田 町 210 Iム¥ 会 堂 叶訳 ヶ 丘 24 災セソクー＂

井土字南浦 56 公 会 堂 羽 黒 台 ， 知 人 宅

梅 田 lllJ I 隣 家 四郎丸字吹上 3 ’’ 
八幡六丁目 2 " 越 路 9 ” 
長町南二丁目 l,新田町集会所 土 手 内 3 んi

向山一丁且 5 知 人 宅 l 計 1. 354 

7. 大雨の中における火災

大雨時の火災発生件数は3件であったが，幸いなことに半焼や部分焼にとどまっている。火災発

生の過程を見ると，室内に没入した雨水が，使用中のストープのタンタに浸入し，あふれ出た灯油に粒火

という．初歩的なミスによる出火と倉庫内に入れていた坐石灰が浸入した水と化学反応を起こして発熱，

可燃物に将火するという火災であった。危険物の貯蔵のあり方など管理上の盲点をつかれたもの

といえる。 4日から 5日にわたっての降雨中に発生した火災状況は下表のとおりである。

大雨中に発生した火災

出火 党知別 I 出火場所 1火災種別 1 原 因 ! 損
害

日時 焼損程度 l

8 4 扇町三丁目 [ I 木造モルタルトタン狂2階建

22: 27 
119 
藤光化学産4巣-4卸5.I建物半焼 I 明 l36,08戒のうち2階事務所部分

68.04戒焼捐

8/5 扇町一丁目 I 移動式石油ス

119 8 -39 物 トープから漏 ストープ1個焼損
4 : 29 仙ア塩ラ給ジ油ン石所油閥 分焼れた灯油に恣

火したもの

8/5 太子堂4一l
建物

I 鉄骨プレハプトクソ臼平屋建

l19 i 1I 安田工棠1甜
生石灰の自然 ＆64戒の物訊の壁体15.6-nも天

l 1 : 35 | I 仙台エ楊
部分焼 発火 I井8.64戒焼捐，テント 2張焼損，

；窓ガラ，←入 2枚破損

（注） 8月4日l0時から8月5日14時までの間に発生した火災を掲載
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XI 警察活動の概要

宮城県警察本部

1. 災害警備非常体制の確立

8. 5台風l0号の大雨による河川の増水，堤防の決壊，山（崖）崩れ等により県内では死者5名，

負似者12名（うち重傷5名），家屋の全壊66棟，半壊 182棟，床上浸水 II,7 6 3棟等 12,011世

帯32,954人が罹災したはか，鉄道，道路等の損壊，広域冠水により交通網が寸断されるなど県

民生活は大きな影恕を受けた{

限警察では4日午後8時40分，仙台管区気象台の大雨，洪水警報発表と同時に災害警備警戒体

制に入り．さらに， 5日午前5時までの仙台の総雨伍が250ミリを突破しさ大規模な災害の発生

が予想されたことから，同H午前5時10分警備体制を「大雨，洪水災害警備非常体制」に切り替

ぇ，県警察本部警備諜内に県警本部長を長とする県警察災害警備本部を設汎全職員を非常召集

して警備体制を確立し，

0 被害実態の把握

。 被災者の救出，救肋，避難誘尊

。 被災地区の警戒，防犯活動

。 交通対策

節の諸活動を実施して県民生活の安全確保に努めた。

災害警俯活動は，被害の大きかった鹿品台，角田市，岩沼市，柴田町，丸森町および仙台市

東南部と周辺の名取市，塩釜市等を重点に8月8日（鹿島台地区については23日）まで続き延べ

4,065名の警察官とヘリコプターを舟艇，投光車等の装備資器材を動員した。 （災害警備非常体

制の発令は昭和53年6月l2日の宮城漿沖地煤以来8年ぶりである）

2. 被害状況と警察措置

11)被害発生の時期

降り始めからの雨量が仙台 181ミ，），白石 152ミリとなった5日午前3時頃から国道45号線苦

竹インクー～福田大橋間が冠水約50cmとなり，車両約40台が路上放骰，県南部を中心に浸水，冠
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水．崖崩れ被害が発生し始め，午前6時頃には仙台市内新北目町ガード冠水4m等の被害が発

生した。

12) 110番受理状況と警察活動

ア．大雨，洪水警報発表直後4日午後9時から5日午後9時までの24時間に，県警察本部通信指

令室が受理した仙台市内の 110番通報は下表のとおりである。

災 害 関 係 通 報 そ の 他

災害内容

舟 嘉 璽
河 救
儡 信 交 火 そ

l 1 | 号
通

の ． 肋 の 事． 
贋

>靡
羞 機 件

計

喜胃
の の

． 

月日・時間
． 

氾 要
． 
滅

繋 贅
事

濫 請 灯 故 事 他

8月4日21:00-22: 00 2 1 3 

22: 00-23 : 00 2 2 

23: 00-24: 00 3 2 I 6 

8月5日0:00-I : 00 2 2 4 

I: 00-2: 00 I I 2 

2: oo-3: 00 I I 4 6 

3: 00-4: 00 2 2 5 1 I 1 I 2 

4: OD-5: OD 4 5 2 3 I 1 5 

5: oo-6: 00 1 4 I 4 l 1 2 l 

6: oo-7: 00 6 3 4 I 1 I I 6 

7 : 00~ 8 : 00 I 5 I I 3 I I 2 

8: oo-9: 00 'l 3 3 I 5 I 1 4 

g: 00-10: 00 I 5 I 8 1 5 

to: 00-11: 00 2 3 2 4 11 

II: 00-12: 00 2 2 1 5 

12: 00-13: 00 I 2 I 4 

13: 00-14: 00 I 4 5 

14: 00-15: 00 I 2 1 l 5 

15: 00-16: 00 1 2 3 

16: 00-17: 00 I 2 3 

17: 00-18: 00 3 L 4 

18 : oo-[9 : 00 I I 4 6 

l9: 00-20: 00 1 5 I I 8 

20 : 00-21 : 00 3 1 I 4 
3 5 2 8 2 6 4 1 7 2 58 7 1 8 

計
103件 (5596) 83件(45"6)

I 8 6 
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通報件数は，仙台市の総雨紐 180ミリを超えた 5日午前3時以降から増え始め，午前5時

から 6時にヒ＂ークとなり．午前日時頃まで続いた。災害関係の通報で蚊も多いのは崖崩れ，

土砂崩れ35件 (34夕る）で，次いで道路損壊，冠水28件 (27形）．床上（下）没水26件 (25%)

の順となっている。また，崖崩れ，土砂崩れの通報は八木山，越路，向山地区が多く，床上

（下）投水，道路冠水の通報は仙台市東部地区が多かった。

イ．上記lJO番通報等にもとづき苔所轄警察署に対しパトカー．笞察官の出動を指令したが，

道路損壊や広域冠水に阻まれて臨場不可能な地域が多く，警備活動は大幅に制約された和臨

場不可能な通報に対しては，応急の措岡を敦示するとともに，関係機関に通報，連絡するな

どの措骰をとり，通報者にあわてないで冷静に行動するよう指導したり

ゥ．こうした悪条件下で，関係機関と辿挑を図り'

0 仙台市福田町，福住町地区仕民の避難誘祁

〇 仙台市袋原拿四郎丸地区住民の避難誘埠

〇 仙台市川内追廻地内流の口沢の橋梁落下で孤立した5世帯］3名の救出に当たったほか，

被災池区の内戒，防犯活勅を実施して住民の不安解消に努めfこ，.,

工． 災害救助活動の専門的装備汽材を保有する県笞察槻勁隊は，吉田川の塊防決煉により

1,310棟が床上没水するなど壊滅的な被害を受けた鹿島台地区に出動し，消防，自衛隊と協

力して舟艇で被災世帯を一戸一戸まわり，罹災者を救出するなど5日間にわたり救肋，警戒

活動に従事したっ

3. 交通障害と対策

(1) 交通障害発生状況

仙台市内において発生した交通降害は下表のとおりである。

間・場所

8/5 
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(21 交通渋帯発生状況

5 H午前10時30分頃から午後3時頃まで仙台巾内の下記区間が道路冠水等により渋滞した g

o [l!]道4号仙台パイパス上り線 七北田～箱堤 10畑

0 国道4号仙台バイパス下り線 六丁目～鹿又 l0畑

〇 国道4号仙台バイバス下り線 四郎丸～飯野坂 6畑

〇 県遥仙台泉線 北六～上杉 4畑

〇 国進 286号上り線長町～鹿野 2 km 

〇 市道元寺小路郡山線 市立病院～鹿又 5 km 

{3) 交通安全施設の被害

県内では，国道45号（仙台～松島）を中心に道路冠水，停屯などにより信号機、可変式道路

標識124基が滅灯 (9うちl9基が使用不能）したほか，路側式逍路標識525本が倒域，傾斜の披

害を受けた0

このうち仙台市内の被害は次のとおりである。

〇 交通信号槻の使用不能（冠水による制御機故節）

仙台市園町五丁目交差点信号機等3機

0 大型道路椋織の使用不能（冠水による制御機故郎）

福町フリ-,ゞ 夕,_ン標識等2機

〇 路側式道路標識の倒壊等

扇町地区 44本70枚

袋原，四郎丸，荒井地［哀 4本6枚

(4) 交通対策の状況

ア 交通機動隊の集中運用

交通楓動隊のパトカー，白バイを県笞察災害習備本部直轄として連用し，延 162台を出動

させ芍災害出動の自衛隊車両およびI;:!赤山形県支部l1)緊怠物抒愉送車両の先訊磁路被宵実

態l1)把握，道路冠水等に伴う交通規制，広報等に当たった。

ィ，東北自動車道の交通規制

東北自動車道は村田町内で発生したがけ崩れのため5日午前5時40分から仙台南 I• c-.. 
白石 I• Cを全面通行止にしたが，応急抜1日：［事を実施し同日午後4時規制を解除した¢

ゥ．交通規制，迂廻誘器の実施

交通節害，交通渋滞に伴う交通混乱を防止するためバトカーおよび警察宮を主要幹線に配
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骰し，道路管理者等と協力して交通規制，迂廻誘導，交通広報を実施した。

工．交通情報の提供

道路管理者との緊密な連絡とパトカー，白パイ．県警ヘリコプター「あおば」等による交

通情報の収集に努めるとともに，これを道路交通情報センターを通じて報道機関へ梢極的に

提供し， 5日には定時放送23回，特別放送lO回を実施して交通の安全と混雑緩和に大きな役

割を果した。

4. 交通対策実施に伴う教訓と反省

{l) 冠水等による道路防害のため系統的な関連情報や被害実態の把握が困難であったことから，

今後，防災モニター制度を確立するなど情報収集体制の見直しを図る必要がある。

12} 冠水等による通行不能箇所が短時間に多発し，また冠水により警察車両の出動が制限された

ことなどから，パリケードによる通行止および呑板等による迂廻案内等の措四がとれず，国道

45号等一部路線では交通節害を知らずに進行した車両が多数路上に放磁され交通の妨害となっ

た。主要幹線追路に電光式の道路情報板等の整価を図る必要がある。
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XII 水害調査と教訓

1. 被害実態調査を通して

111調査票の作成

調査はまず，調査の内容を検討することからスタートした。短期間に調査を実施しまとめな

ければならないことから．調査項目，質問事項．質問形式．どんな集計表を作るのか．どの程

度まで集計するのか，区分をどの位にするのかなどを．宮城県沖地震のときの調査票も参考に，予

算の範囲内で作成したのがP.16の調査票である。

調査票作成に当たっては．市民局を中心に各課から集った数名でメンバーを編成し．企画調

整課の協力を得て作成したが．調査票を回収してみると設計の不都合もみられた。

121 調査員の選任・委嘱

調査員の選任・委康については大部苦労したところである。 P.17の調査員数調ぺでもわかる

ように，市職員が主となって調査し町内会にも協力をもらい調査に当たることにした。

まず地区の調査宜任者を職員課から推賊してもらい，この貢任者に地区（学区）内の地域職

員防災会議名簿の中から調査員の選定を一任した。地区によっては，なかなか調査員のなり手

がな<:l'J:任者1人で自ら調森した地区が15学区もあった。

131 調査の迅速さと正確さ

調査結果をできるだけ早く知る，あるいは数字をつかむ必要があったため． 8月26日に調蓋

員を集め説明会をもったが． 2時問程度の説明会 1度しかもてず，調杏内容も十分理解された

とはいえず，調査員に徹底していない面もみられ．調査票の回収後正確を期すため，電話で再

確認することも多かった。

2. 消防（水防）活動からの反省と教訓

台風10号による豪雨は，仙台管区気象台が昭和 2年業務を開始し，観測をはじめて以来の降雨

最を記録したもので，総雨屈が402ミリを超えるという降雨のため，市内各所に甚大な披害をも

たらす結果となった。
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特に今回の災害は．消防の機動力が道路の溢水•投水によって出動が阻まれ，人海戦術をもっ

て対応しなければならないという事態も起こるなど．思わざる活動面の制約を受け．新たに消防

装備の見直しを求められるなど貸重な教訓を得た。その教訓と反省を各項目ごとにあげると次の

とおりである。

1. 消防整備について

(1) 有効な人命救助活動と上空からの指揮統制のためのヘリコプターの導入

(2) 冠水道路を走行できる消防用車両の配伽

(3) 土のう用土砂の備蓄と搬送手段の検討

14) ポートの配備の充実と適正配四

(5) 消防専用ファタシミリの送受信時間短縮の改善（高速化）

(6) 無線機の完全防水化

(7) 司令室内に消防隊の転戦出動等の可否表示ができる行動管理システムの荘入検討

2.被害調査について

(11 防災活動に総力を結集し被害軽減に当たるために，被害調査については後手にまわり

がちで，組織を生かした正確かつ効率的な被害調査のあり方についての検討

(2) 被害状況調査様式の統一

（3) 写真撮影，ビデオ撮影などによる災害記録班の編成

3.その他

(1) 住民への避難指示，梢報の周知等のための同報無線設備の設阻検討

(2) 水害時間帯における救急患者の搬送手段についての検討

(3) コミュニティ防災センターの資機材が有効に活用されたことによるコミュニティ防災セ

ンター整伽計画の促進

(4) 目視測屈が困難であるため紐水標の自動記緑化の検討と設置河川場所の増設

(5) 避難場所については，災害の種類に応じた避難場所指定の検討

(6} 大規捩水害を想定した総合訓練の実施

(7) 都市型水災害の披害軽減に地域ぐるみの自主活動が功を奏したことから，その重要性に

ついて啓蒙促進

(8) 危険物製遥所等の技術基準として、水害に対する技術上の基準の検討

(91 消防用設備等の電気系統部分について防水措骰の指導
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no) ビルの付属設備に対する水害対策と地下階への浸水防止対策の指導

3. 水害を体験して

今回の水害による冠水・浸水は仙台市の東部および東南部の高砂・六郷・七郷・中田地区に集

中したことから，この地域の学校では，児童達が「大雨」「水害」と題する作文や詩を書いているが，

文中水害への恐怖と不安が卒直に表現されており，大人たちへ大きな警鐘を投げかけているとい

えるのではないだろうか。ここに 2校から寄せられた作文と詩を紹介する。

「こわかった水がい」

高砂小学校 1年なかがわかなこ

あさおきたら水があふれていました。あめがきのうから，ずうっとふりつづいていました。

そとを見たら．田んぼはうみのようでした。アパートのまえのどうろは，川みたくなっていま

した。くるまがどろ水にうまっていました。白いくるまのやねだけが見えました。もうだめだな

あとおもいました。

わたしのうちは，アパートの 1かいなのでもうすこしで水が入るところでした。かいだんの 2

だんまで水がきたとき．いえに入るとおもいました。へびが2ひきおよいでうちのちかくまでき

ました。びっくりしました。あのへびは土手にすんでいたのかな。

おひるごろゴムボートでにもつをはこんできました。ぎゅうにゅうやおにぎりやろうそくをお

かあさんがみんなのいえにはこびました。でんきも水もとまっていたのでそのおにぎりをたべま

した。おいしかったです。おかあさんはずぶぬれになってかえってきました。わたしたちがいっ

ばいたべたのでおかあさんのおにぎりは 1こしかなくてかわいそうになりました。そとをあるい

ている人はむねまで水がつかっていました。

おかあさんはカメラをだしてこうずいのようすをとっていました。わたしはランドセルにきょ

うかしょやノートを入れてにげるじゅんびをしました。おにいちゃんはふろしきにせいふくをつ

つんでいました。

よるはろうそくをつけました。たおしたらかじになるのでだいどころのテープルにたおれない

ようにおきました。

つぎの日きゅうすいしゃがきました。おかあさんはおなべをもって水をもらいにいきました。
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あんなにあめがふったのにどうして水どうの水がでないのかふしぎでした。

「水害」

高砂小学校3年 千葉直也

水害が起きる日の前の朝から，雨がふっていました。お昼になっても，夜になっても，ねると

きもやみませんでした。雲りでもいいから，（朝になったら雨がやめばいいなあ。）と思って，ね

ました。

朝おきて，雨がやんでいるか，見て見たら，雨はまだやんでいません。 2階から下をみると，

きのうから，ふった雨で，もう家の前まで，水が，きていました。おかあさんは，あわてたよう

すで，

「さち子を起こしてきて。」と言いました。

「さち子おきなさい。」と言ってさち子を起こしました。つぎに，

「だいじなものを持ちなさい。」とお母さんが言ったので， ぼくは勉強逍具をカバンに入れて

下におりました。

水は，家のすぐ前まできていました。お父さんがいなく（こまったなあ）と思っていました。

お父さんは青森へしゅっちょうしていませんでした。

「水がそこまで来ているからすぐひなんしてください。」と，とうとう，ひなんめいれいがでまし

た。ぼくと妹とお母さんは，服を消て，カッパを着て，だいじなものを持って，外へでました。

家の前まで来ていた水は，ふえていくいっぽうでした。水は川のように流れて早めにいそいで，

学校へ，ひなんしました。学校の近くに来た時は，ひざのすこし上まで水がきました。ほかのか

ぞくも体育館へ，いっしょうけんめいひなんしていました。自動車学校はまるでプールみたいで

いつもは，めんきょをとるためにうんてんされる車も，上の何十何という番こうをかいた，黄色

のマークしかみえなく，油が，たくさん流れていて気持がわるくなりました。

やっと学校に着きました。学校に着いたら荷物を下して，カッパをぬいで，体育館のはじっこ

で休みました。体育館でもあぶないので校舎の中ににげるように言われました。大事な荷物やカ

ッパを持って，校舎の2階にひなんしました。いすにすわって体を休めて，教室にあった本を見

たりして，あそびました。教室のテレビを見て外の様子を見たりごろんとねたりしました。

「雨で，屋上に水が入ったタンクに，あま水がはいって，水はのめません。」という放送があ

りました。 「きのうからの雨で学校もひがいにあっているんだなあ。」と思いました。

お昼は，近くのスナックからさし入れがきました。しょっばいものやすっぱいものや，からい
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ものやあまいものがはいっていました。食べ終ってから，お昼ねをしました。お昼ねをした後に

もいろいろなところからさし入れがたくさんきました。雨がやんだか外を見ると＇は 1ずしくふって

いた雨も2時ころやみました， 4時ごろ水が引きはじめたので，家に帰りました“とちゅうまわ

りには，ごみが流れていて，学校のへいのあみの上に長いへびがからみついていました。教会

のクーラーもすっかりうまって，すぐそばの田んぼは，波だってまるで海のようでした。ふみき

りのけいはうきは，嗚りつばなしで，止まっていた車は，流されてうまってしまっている車もあ

りました。水が引いてからはガードレールが見えて．川とどうらの，＜べつもつき，草も見えま

し年前まで水があったところは，ごみがついて，気持わるく見えました。せんろの工事も＊は

じめられていました。

きゅうにていでんになってびっくりしましに千葉信一先生が「安全のためにていでんになり

ました。」といっ℃ほうそうしていきました。その時お母さんばお父さんの会社へ，こはんを

とどけに行きました。

うちへ帰る時は， 6時半でしたも学校に．ちょうど12時間いたCとになりますD さち子はお母

さんにおんぶされていました。とちゅうも知らないおじさんIC．ポートにのせてもらいましたt

水の深さはひざの少し上のところまででした。まだ，油やこみが流れていました。

家に着いて入ってみるとたたみがたいへんよどれていました。お母さんとぼくでたたみを上げ

ましたいてい屯でしかも夜なのでみえないためローソクをつけました，たたみは水にぬれていて，

訳かったです。学校から，夜のどはんをもらってたぺました。それからくんでおいたおふろの水

で足や手をあらいました。ねる時は， 2階にねましたさ学校にとまる人もいました。つかれたの

でぐっすりねてしまいました。

次の朝起きて（水がまだあ芯かなあ）と思っ ら，水はもうなにもなくてび-9くりしまし
た¢水たまりすらありません山あれほどあ・った水はどてに行ったのかびっくりしましたe じてん

しゃをあらいました。家の中のそうじ・車あらいで，たいへんでした。その日ごみしゅうしゅう

車がきて，たたみやごみをはこんでくれました。ごみあつめの車は， 10台いじょうきました。

あまり多いのでびっくりしました。

天気もからりと睛れたので←おおやさんにたのまれた人が，こざをもってきました。はこんで

きた人は，「あまったらなげていいですよ。」と言われました。こざを 1回ほしてから， しきまし

た。 3まいしきました。

家の中をずんずんせいりして水害のあとしまつをしましたり石巻からパイクにのって、おじい

さんが来て「たたみがくさくなるから家の前においとく』といって道の方においてきてくれまし

たっ近くの家の人のたたみも同じようにおいてきてくれました。

このような水害は，はじめてですも青森の時は地しんがありましたむ 2度とこのような水害に
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あわないようにしたいです。

「水 が し、」

高砂小学校4年 阿部省吾

8月5日，火曜日。いつものようにねていると，お母さんに起こされた。

「ゴオー」すごい音がする。まだ5時半なのに何をやっているのだろう。ぱくはまたねたいす

るとお父さんが，「省吾，大雨だよ。外を見てこてらん。」と言われた。それで急いで外を見ると，

「ゴオー」と，すごい音で雨がふっている0 さっきの工事の音のようなのが，大雨の音だった'，

となりの小さな川があふれだしている。約15メートル先がといきりでまったく見えない急いで

筍がえ．ベランダにいってみた。すごい風で戸があかなかった。どうやらあけられて．ペランダ

にでると，すごい風で、息ができなくなってしまうので家の中へはいった。急いでテレビのニュ

-スをつけて見た。もうすでに．ゆか上没水になっている家がテレピ1こうつされていた。なんだ

か心配Iとなってきた。お父さんか心配しながら，「きょうは8時までに，仕事に行かないと。」と

雷いながら仕事に行くじゅんびをしていた。ぼくのお父さんはけいさつで働いている。だから今

日みたいな日は必ず仕事に行かないと．いけなかった粒まもなくお父さんは仕事に行った。ぼく

はとっても心配になっに七北田川がはんらんしたらどうしようかと思ったもお母さんは，お父

さんからたのまれていた電話を何回もかけていた。全然つながらない。ただ，「ジ-•ジー」と．

なっていただけだった。

10時ごろすこし外へ出て見た0 5びょうもたたないうちに半分以上ぬれてしまった口それから

急いで家にもどって筍がえをした¢

午後4時半すぎ．雨がやんだ。ほっとしていると，お母さんに，「水と電気がとまるJ」と．

われたので急いでボトルや，やかんにたくさん水をくんだ'6時ごろ電気がとまった。ろうそく

をつけ如ろうそくはとてもきれいだった。

夜8時になっ’にお父さんが心配になってきた心それでお舟さんがお父さんをむかえに行ったa

ぽくは心配になった。

それから30分もたったのだろうか，うとうとねむりそうになっていると．お父さんが帰ってきた。

次の日，七北田川に行って見に近くにある小さな橋がこわれていた心畑の作物がしなびてい

た。ぼくは，初めて水がいのおそるしさをかんじたも小さい梃はすぐこわされてしまった。これ

からは水がいによく注意しないといけないと思う。
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「外 は 海」

高砂小学校4年 坂上信子

「たいへんだ，はやく起きろっ。」お兄いちゃんの声で飛び起きました。まどから外を見ると，

わたしの家の車のタイヤまで水がきていました。七福町内会の会長さんが「車のいどうおねがい

します。」とマイクをもって言いました。初めて見た水害です。何年前か田んぼのすぐそばの小さ

な川から．ほんの少しだけ道路に．ちょろちょろと水が出たことがあります。その何ばいもある

からわたしは．びっくりしました。

起こされたのが6時40分ごろで，お父さんは．テレビでニュースを見ていました。わたしは．

ただぼんやりと外をながめているだけでした。しばらく見ていると車を動かしている人がいまし

た。大人 1人が軽がると動かしていました。

朝どはんは．かしパンを食べました。

台所のまどからは雨の海が見えました。その中でぽつん．ぽつんと半分ほど車が見えました。

「外はどうなんだろう，」かいだんを，おりて行くと気持わるいくらいに，カエルやオケラがい

っぱい．いました。

家に入ってしばらくすると．「水がでなくなる。」とお母さんが言いました。じゃ口をひねると

水は出ませんでした。

お昼は．おけにとっておいた水でインスタントラーメンを作って食べました。

しばらくして．お父さんとお兄ちゃんが6Aとうの後ろにあるちょ水そうへ．水をもらいに行

きました。わたしは，半ずぼんを少しまくって下に下りてみました。「なんて深いんだろう。」少

し半ずぽんがぬれてしまいました。お兄ちゃんがもどってくると．「水，四いてきて。」と言った

ので骰いてきました。

公園は．どうなっているか見たら，ヘビが 1ぴきいました。みんな追いかけていました。わた

しは，「ヘビにおそわれたらあぶないなぁ。」と思いました。そのうち．「ゆきちゃんの家はど

うなっているだろう。」と思って行ってみました。すると．急に水が深くなってわたしではと

てもいけなくなっていたのでやめてきました。

ビデオで水害の様子をとっている人もいました。

家に帰ってお風呂がさめないうちにはやく入りました。

タはんは．ギョーザとおみそしるを食べました。

ふとんに入って．お母さんとお兄ちゃんと水害のおそろしさをしゃぺっていたら．げんかんか

ら，「すみません。」と声が聞こえてきました。わたしは， ドキッとしました。水が上ってきて横

町と同じように学校にひなんするかと思・ったからです。ドアをあけたら下の人が．おにぎりとぎ
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ゅうにゅうを3つずつもってきてくれました。なんだか安心しました。

次の日の朝自転車をあらおうと思って下へいったら気持ちわるいくらいカエルやバ
ッタがいっ

ぱいいました。自転車をあらおうとしたらバッタがへばりついてたので大変でした
s

家にいったらお母さんがきっさんという人と電話をしていました。本当はその人た
ちと七夕を

見にいくはずだったのに，水はでない・電気はつかないだから，きませんでした。
がっかりしま

した。

お1こぎりはおいしかったけれど，ぎゅうにゅうは冷ぞう庫で冷やせなかったのでぬ
るくてあま

りおいしくなかったです。

10時30分ごろ外へでたら，小さい子がたくさん遊んでいました。わたしは，こん虫さいしゅう

の人は，虫がいっぱいいるからかんたんに見つかるだろうなと思いました。

わたしにとってこの水害は初めてなので，一生心に残ると思います。 2度とこのようなことが

ないといいなぁと思います。

「大雨の， 8月 5日」

袋原小学校4年 小山田善憲

ぼくは，タベ雨や風が強くて．ろくにねむれませんでした。あまりにも，雨が強い
ので川があ

ふれないかと心配だったからです。

朝になって父や舟と外を見たら，田は池のようで，用水路はあふれそうになっていま
した。

おどろいていると，軍話がなり，おじいさんの会社の人から「会社のそう庫がもう
少しで水び

たしになりそうなのではやくきてください。」と，言われて，おじいさんがるすだっ
たのでかわり

に，父が出かけて行きました。 30分くらいでもどると．沼田の方は，道路が川のようだと言
って

いました。

父が役所に出かけてから，台所が雨もりしてたので母に手つだいました。なんと雨
もりしてい

る所にボールを四くと 1時間もしないうちに，いっぱいにあふれてしまいました。時々ニ
ュース

を見ると県内の様子は，ひなん命令が出たり，家がおしつぶされたりしてたいへんな
ものでした。

10時ごろになって父から電話があり．「名取川があふれるかもしれないので．いつでもにげる

用意をしておくように」と．言われたので．それぞれリュックに，自分の大事な物を
入れました。

ぼくは，切手・さいふ・辞典•本などを入れました。心配だったけどだんだん明るくな
って，雨

もやんではれてきました。

夕方になって夕刊を見たら，あまりのすごさにおどろいて，これを記録に残してお
こうと思っ
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て，新聞の切りぬきをしたのですさ

幸いぽくの家は，なんにもひがいがなかったけど｀このような雨は． 2度とふってきてほしく

ないと思います0

「大雨の時」

袋原小学校4年 阿部初

8月5日にあった大雨は， 4日から5日ふり続き、名取川は，水があふれその近くの半分の）Ill

がだめになりました。

西地区は，道路や家の物骰はもちろんのとと，庭や畑は水びたしになり，その水はどぶからあ

ふれだし，アパートの外にある黒いふたがあき，その中からぺんやいろいろな物があふれでて，

どぶ水とまじりあって流れていきました0 その水は他の家をおそって，どふの近くに住んでい

る人たちの家は水が入り，アパートの下のいえに住んでいた人たちは水が引いたあと，引っこ

したり，かたずけたりいるいろ仕事をしていました。

私の家にも水が入りましたが．たたみの上の 5mぐらいで，あんがいよかった方です。太田さ

んというどぶの近くの人は． 5センチ以上もあがって，水がひいたあとはや辺りがくさくてたい

へんなものでした。

庭に植えていたささぎ鼻きゅうり・かぼちゃ，そういう食物は，家のばあちゃんが北海逍のお

じさんの家から帰って来たときに，みんなぬいてしまいました¢それを 1ケ所に集めてから，庭

に穴をほとふて中までぎりぎりに入れました。

次に，にわとり小屋のそうじがありました,.,小展のそうじは，また，庭に穴をほ~がてから，小

厖を穴に落ちないように固いて，中にいたにわとりを出して，少し大きめのダンボールに入れて

おいて，そうじをしました。小屋に穴をあけて，ホースで水を流しながらふんやどろ水をあらい，

2 ~3 Elぐらいかわかしておきました。その間，にわとりは，はなしていました0 1週間ぐらい

そうしていました。

家のそうじはかんたんには終わりませんでした。けれども，家族みんなでやったので． 2日

ぐらいで家の中のそうじが終わりましたが，まだ，物誼のそうじがあります。

物四のそうじは，たくさんあるt!)で家の中よりも時間がたくさんかかりましたヵどうしてか

というと，マンガやいろいろなどうぐがたくさんしまってあるからです。それを 1つ］つださな

ければならないのです。マンガは紙なので水びたしになり，かびまではえ，今度のはいひんかい

しゅうに出して物置のそうじが終わりましたが
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大雨のときに，おふろのかまに水が入ったので，その機械がこわれてしまい，こわれている間

車で2日か3日くらい家族で近くのおんせんへ行きました。

こわれていた機械がなおってやっと，おふろに入れることができるようになりました。

私は，（もう，大雨なんてこりごり。）と思いました。

もうあんな大雨， 2度とふらなければいいと思います。

「大 雨」

袋原小学校5年 三浦秀一

「秀一．ちょっと早く．早く，何してんの。ああ，どうすっぺ。早く起きらいん。」母の必死

になってよんでいる声が聞こえる。「なあにお母さん．夜中なのにうるさいなあ。」と言ってま

たねようとしました。でも，雨がひどくふっていて．ねむれそうにありません。

それは8月4日の夜中のことです。ぽくは，その時(.l)できごとを．今でもはっきりと党えてい

ます。熱帯性低気圧が来て強い雨がふり続いていた時のできごとです。

ぼくは；母のあわてふためく声を聞きながら．起きていきました。「どうしたの。」と聞いてみ

たら，「ちょっと．これ見てよ。家の中に水が入ってきたの。ああ．どうしよう。」と言うのでい

ってみると．水がじわじわとしみこんでいたのです。

父は，夜中の12時ごろ，会社に至急来てくれということで，大雨の中を出ていって，家にはい

ませんでした。

これからが大へんでした。初めに服を舒がえ．それから，かたづけ方を始めました。「何して

んの．さっぱり役に立たないんだから。」母のいらいらした声が．ぼくに向かってきます。「あっ．

げんかんにも水が入ってくる。早くくつを取らなくちゃ。」その間にも，水は無気味に押しよせ

てきます。「あっ，そうだ。まさ子はどうすんの。」妹は，まだねていたのです。あわてて起こし．

近所の高橋さんにあずかってもらいました。高栢さんは．「まあ，こだに水入って，まんずひどい

ごと，早くかたずけなくちゃ。」と言いながら．テレビやタンスの中やら片ずけ始めました。

部屋の水は．たたみから 5cmほど上がっています。ぼくは．だんだんじわじわ押しよせてくる

水を見て，きょうふで足がふるえてきました。それでも．母は汗だくで．荷物あげに水の中でが

んばっています。

父も婦ってきました。ぼくは，その姿を見てほっとしました。消防自動車のけたたましいサイ

レンの音がひびき，消防署の人たちが．かけつけてくれました。

軽い荷物は 2だんベッドに，重い荷物は台の上に皿きました。するどい雨の音とともに，水は
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どんどん家に入ってきます。

「早くゃんでくれないかなあ。」と思っても，やむどころか．だんだん強くなってきます。高橘

さんが「秀一君，もうそこまできているから，家においで。」と言ってくれました。ぼくは，おばさんの家

で，ねつかれず， トイレに 6回も起きて．窓からずっと家のぐあいをながめていました。よう＜

見ていると，大ぜいの人逹が手伝ってくれていました。同じ町内の人でした。「よいしょ。」雨の

中で．みんな一生けん命です。水は大人の腰ぐらいまで来ていたのです。

その雨は昼になってもやまず．雨は 3時ごろに，やっとやんでくれました。

父と母は．ーすいもせず，疲れはてておばあちゃんの家へ泊りに行きました。

次の日になってようやく水が引きました。 2日間近所の人たちが．ぼくたちのために雨の中を

一生けん命になって働いてくれました。自分たちだけでは．これほどまで片ずけることは，でき

なかったでしょう。みんなのおかげで． 13日には．たたみを入れ， 15日に．すっかりもとにもど

りました。

町内の人たちの親身のせわに．家族ー同ほんとうに感謝したできごとでした。

「大 雨」

「ザッザザー ザッザザー」

まるで波の音のように聞こえる雨の音

目の前の畑は；～湖のようだ。

どぶも，川のように見える。

農家の人は，雨がっぱをきて

ころがるように畑へむかう。

雨と風にうたれながら前へ前へと進む。

しばらくたっと，農家の人が帰ってきた。

とぼとぼと，風と雨にうたれながら

いっきに，力がぬけたように

帰ってきた。

でも雨は，やみそうにない。

目分の家は，

湖と川にかこまれている。
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「大雨の北上川」

袋原小学校5年 玉山貴士

「だいじょうぶかなぁ。」いとこが言った。すると．おばさんが．「だいじょうぶだよ，心配ない

ょ。」と言う。

ここは．石巻市の母の実家だ。ぼくと弟は． 2人でここに来てとまっていた。そして．とまり

に来たその日から．大雨が続いていた。母の実家は．北上川の土手の下にある古い家で．母は，

ここで生まれ育った。だから．休みになるとぼくはいつも北上川のゆったりした流れを見ながら

遊んだ。

ところが．今日の北上川の流れはどうだろう。茶かっ色をした川の水はうずまきを作り，モー

ターボートが走ったあとのように．波だっていた。そして．もっこりともり上り．今にもこう水

になりそうだった。

昼間，雨の中いとこの中学 1年のとおる君と．受験生のゆかりちゃんとぼくと弟と 4人で．心

配で川を見に行った。土手の上に立って見ると．土手の下の田畑がまるで川のようになって，稲

の姿は．かげも形もなかった。

ぼくたちが．ぽうぜんと立っていたその時．「ベリベリバキッ」とつぜん，強風でぼくは押し

出され．かぶっていたかさが．メチャクチャになった。雨の中． もうかさは，使いものにならな

くなってしまった。弟のかぶっていたかさも．同じようになっていた。

ぼくたちは．急いで土手をかけ下りた。顔に雨が打ちつけたs 風が強いので．まるで．だん丸

のようだった。なのに，ぼくたちはこわさとうらはらに．わらいながら走っていた。土手の坂と

風でどんどんいきおいがついて，あっというまに家についてしまった。

そんな昼間のことを思い出しながら．ぼくはいいことを思いついた。そして． リュックを持っ

てきて，服をごたごたにつめた。 1こげる用意をしたのだった。それをまねして，いとこや弟も．

リュックにいろいろつめた。そしてねる時．用意したリュックをまくらもとにおいてねた。でも，

ぼくはこう水になったらどうしよう，死にたくないと思ってねむれなかった。それに．昼間見た

心れい写真もこわかったので，ますますねむれなかった。だから軍気をつけた。「パッ」と．ま

ぶしい光とともに，まわりは明るくなった。すると．いとこ 3人も起きていた。やっぱり．ねむ

れないんだなと思った。 3人ともだまっていた。茶の間の時計の音が．「ボーン，ボーン」とぶ

きみに嗚りひびいた。弟はひとり．すやすやねむっていた。

とつぜん「なにか．ゴーと音しない。」といとこが言った。耳をすますと気のせいかゴーッと

音が聞こえた。「ひえっ」ぽくは思わずこわくなって．ふとんにもぐりこんだ。息苦しいし．琺

いしで，体はびっしょりだった。それで，ふとんをおそるおそるはずした。するとだんだん目が
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重くなってきて．いつの間にかねむってしまった。

次の日．昨日のつかれでおそく目がさめた。そして．川にさっそくいってみた。雨はやんでひ

さしぶりの太陽がキラキラひかっていた。 II！は．少しゆるやかになり．水の散も少しへっていた

が，木がたくさんながされてういていた。でもまだきけんだった。次の日またいってみた。水は

すっかりひいて，砂地はどろぬまのようにぐちゃぐちゃしていた。

夜ねむれないほどこわかった北上川比しらん顔して，ゆうゆうとながれていた。

「水害の日」

袋原小学校6年 石井早苗

「あっ雨，いやだなあ。」「でも多分すぐやむと思うよ。」私は，その時，親せきの家にとまって

いました。そして， 2日目の夜，みんなで，闊上の花火大会を見に行きました。夜空に大きくか

がやき，まい上がる花火，それを見て．私も友逹も，うっとりするばかりです。でも，その時は，

次の日，あの，大水害がおこるなんて，思ってもいませんでした。

次の日の朝， 4時30分ごろ， ＇Jリリリリンと，屯話のベルの音がした。すると友逹がむっと起

き出し，電話に出ると，「はい，ちょっとお待ち下さい。」と言って，おじさんとおばさんのねて

いる部屋に入った。私が「どうしたの。」と聞くと，「うちのお父さんは，地区の消防団員なの

で．名取川のてい防の鉄きょうがこわれないか，家は．だいじょうぶか見まわりに来て下さいっ

て，消ぽうの人から電話なの。」と言われて，すぐ2人でおじさんをおこしに行った。そしたら，

おじさんは，さっさと否が私おばさんに，行ってくると言って出て行った。私も，「気をつけ

てネ。」と言いながら外を見ると，ざーと，雨がふっていました。私は，その時，このくらいの雨

で，ていぽうの鉄きょうは，こわれはしないと思いましたが，逍路には， 10センチほど水がたま

っていました。でも，私も友逹も，ねむかったので，あまり気にもせず，すぐねてしまいました。

すると，明朝，ザーと，ものすこ’'い音で私は目をさまし，急いで外を見ると，朝方よりひどい

雨が，風とまじりあらしになり，降っていたなそして道路には，水が30センチほどたまってい

て，とても通れそうもないといった様子です。あわてておはさんの所にいくとおばさんも，外

を見もおどろいていたところでした0

私は，家のことが急に心配になり，電話をすると，家では，もう水が床下まで来ていて，どこ

も車が浮んでいて，うちの犬までも，道路で泳いでいると言うのです。それに，家は袋原住宅の

向いなので，住宅の人の中にはしん水した家もあって，私の家に， 1時ひなんして来た人がい

ると言うのです。私は，信じられなくなりもう 1度外を見ると，水はけんかんまで来ていて今
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にも入りそうなので，私は少しこわくなりました。また，てい防の近くの人たちが，ひなんをす

るために，ボートを出して学校に行くのを見て，大変だなぁ，と思いました。お昼をすぎてから

も，外へは出られないし，中で遊んだって，みんな，気がたってるみたいでうるさくすると，お

こられるので，だまってテレビを見ていました。テレビでは，東北地方や県内各地の被害のニュ

ースばかりで，少しあきてしまいました。でも，おばあちゃんやみんなは，真けんに見ていまし

た。おじさんは，朝出て行ったきり夕方まで怖って来ませんでした。

しかも，停電で，屯気という物は，いっさいつかなく，もう大さわぎです。おじさんの会社の

人が，道が通れなくなり 1日泊まって行きました。トイレに行くときなど，暗いので，友達に，

ろうそくでてらしてもらって行きました。もちろん，おふろにも入れなかったし，食事も，きの

うのあまりものですませるなど，いやなことがたくさんあって，私は， 1日も早く，いや，今す

ぐにでも，雨が睛れてくれればなと思っていました。

それから 2日目，ようやく，空が睛れました。私と友達は，外へ出て，さんぽをしてると，どこ

の家の前にも，木の枝や，かれ葉などのごみが梢もっていた。きっと，どろ水がはこんで，骰い

ていったのだろうと思った。少したって家にもどると，おばあちゃんが，庭のごみはきをしてい

たので，いっしょに手伝いました。今まで，水がたまって，車が1台も通っていなかったのに，

たくさん車が通っているのを見て，私は，まるで，今まであったことが，うそのように感じられ，

ふしぎな気持ちになりました。

自分の家に帰ってからも，家の辺りの後かたずけなど手伝い，いそがしい夏休みでした。お父

さんは，えんの下にもぐり，真っ黒になって，消毒液をまいていました。住宅の人たちも，くさ

った，たたみがえや，家の中の整理などで，大変そうでした。家の中に入ってみんなの話を聞く

と，どこの家もみな，同じように大変だったんだなぁ，と思いました。

これからは， 2度と，大水害など，おこってほしくないと，その時，私はつくずくそう思いま

した。
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資料提供機関 （順不同）

仙台管区気象台

宮 城 県

宮城県警察本部

束北屯力株式会社
宮城支店

毎日新聞仙台支局

東北地方建設局
仙台工事事務所

宮城県土木事務所

仙台鉄道管理局

宮城交通株式会社

陸上自衛隊
東北方面航空隊

宮城県東土木事務所

NT  T 宮城支社

河北新報社

あとがき

「災害」とーロに同じ言葉で言っても，水害と地震とでは被害状況そのものに大きな迩いがあ

るように思う。今回この水害の記録をとりまとめる作業をやってみて，特にこの感を強くした。

今回の集中栄雨では，被害状況の把握自体が地震に比べて異質の困難さがあったのではないか

と思われる。応援協定を結んでいる航空会社では格納庫，滑走路等が冠水してしまい，飛行機を

飛ばすことができなかった。地上では，いたるところで道路の冠水が起きて，最も一般的な足で

ある車が役に立たなくなり，使える足がボートなど水上交通用具に頼らざるを得ないなどのこと

があり，速やかな状況把握がまずもって難しかった。

また，記録に必要な写真についてみると，今回の水害のように 1~ 2日ぐらいで水が引いてし
まうと，冠水状況の写真が残されていない場合も多い。この点地震は発災後惨状を長時間とどめ

る場合が多いので比較的現場写真，状況写真が多く残されている。従って本文を見てもわかるよ

うに被害状況の記述とその内容に見合う写真が少なかったように思う。

また，表現について言うと，専門用語，専門分野で使われる表現があったが，つとめて分りや

すい文になるよう手を加えた部分もあるが，おおむね資料どおり使用した。

最後に記録作成についてみると，準備にとりかかったのは水害の事務処理が一段落した後となっ

たため，資料提供依頼や写真等の収集など年が明けてからで，十分な時間をかけることができな

かったことに加えて，編集のったなさもあったが，各方面の方々のご協力のもと梢一杯まとめた

のが本因である。

防災対策課



昭和61年台風第10号大雨洪水災害記録

昭和 62年 3月 20日 印刷

昭和 62年 3月31日 発行

編 集 仙台市市民局市民生活部防災対策課

発 行仙 台 市

仙台市国分町三丁目 7番 1号

電話 代表 (022)261 -1111 

印 刷カガワ印刷株式会社

仙台市春日町 1番 11号

電話 (022) 262-5551（代）




	目次
	Ⅰ　気象等の概況と特徴
	1.　台風第10号およびこれからかわった低気圧の経路
	2.　東北地方の雨の概況
	3.　台風および大雨の特徴
	4.　河川の水位の状況

	Ⅱ　水害の総括
	1.　市民の被害
	2.　商工業の被害
	3.　農林業の被害
	4.　学校・保育所等の被害
	5.　土木関係の被害
	6.　都市施設の被害

	Ⅲ　被害の概要
	1.　一般世帯の被害
	2.　市営住宅の被害
	3.　がけ崩れ等による被害
	4.　商工業の被害

	5.　農林業の被害
	Ⅳ　都市施設の被害および復旧の概要
	1.　道路と橋梁
	2.　河川
	3.　下水道
	4.　公園・緑地
	5.　ガス施設
	6.　上下水道
	7.　電力施設
	8.　ＮＴＴ施設
	9.　交通運輸施設

	Ⅴ　一般施設の被害および復旧の概要
	1.　文教施設
	2.　社会福祉施設
	3.　衛生施設
	4.　清掃施設
	5.　農林用施設
	6.　市庁舎等の被害

	Ⅵ　応急対策の概要
	1.　非常配備と災害対策本部
	2.　市民への広報
	3.　陳情活動

	Ⅶ　救援活動の概要
	1.　避難・収容の状況
	2.　炊出しの状況
	3.　生活用品の配布と学用品の支給

	Ⅷ　救済措置の概要
	1.　災害救助法の適用
	2.　救援物資と見舞金の配分
	3.　災害融資と女性
	4.　税・手数料等の減免

	Ⅸ　市議会の活動状況
	1.　全員協議会
	2.　8月市議会臨時会
	3.　9月定例会

	Ⅹ　消防活動、水防活動の概要
	1.　非常配備の状況
	2.　被害の状況の把握と状況収集
	3.　救出・救護活動
	4.　水防活動
	5.　自主防災組織の活動と防災資機材の活用
	6.　避難の状況
	7.　大雨の中における火災

	Ⅺ　警察活動の概要
	1.　災害警備非常態勢の確立
	2.　被害状況と警備配置
	3.　交通障害と対策
	4.　交通対策実施に伴う教訓と反省

	Ⅻ　水害調査と教訓
	1.　被害実施調査を通して
	2.　消防（水防）活動からの反省と教訓
	3.　水害と体験して




